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仙台市の文化財保護行政に対しましては、日頃から多大なるご協

力を賜 り、まことに感謝にたえません。仙台市内には、現在約800

ケ所の遺跡が確認されております。これらの遺跡は、先人達の知恵

と努力によって今日まで伝えられてきたものであります。当教育委

員会としましては皆様のご理解とご協力を得て、貴重な文化簿を保

存し、後世に伝えるように努めているところであります。

本報告書には、平成15年度に実施いたしました発掘調査の中から、

保春院前遺跡、南小泉遺跡、富沢遺跡、養種園遺跡、北目城跡、郡

山遺跡、小鶴城跡、宮沢館跡、山田条里遺跡といった数多くの遺跡

の調査成果を収録しております。

先人たちの遺した貴重な文化遺産を保護し、保存活用を図りつつ

次の世代に継承していくことは、現代に生きる私達にとって大きな

責務であると考えております。本書に掲載した調査成果が、地域の

歴史の解明と文化財保護思想の高揚のために多少なりともお役に立

てれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査の実施から報告書刊行まで多くの

方々のご指導、ご協力をいただきましたことに対しまして、心より

感謝申し上げます。今後とも文化財保護行政につきましてご理解と

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

2004年3月

仙台市教育委員会

教育長 阿 部 芳 吉



例     言

1 本書は、仙台市教育委員会による保春院前遺跡第2次、南小泉遺跡第40次、宮沢遺跡第127・ 128。 129・ 130次、

養種園遺跡第 4次、北目城跡第 3次、郡山遺跡第154次、小鶴城跡第 2次、富沢館跡第2次、山田条里遺跡第 8及      
・

の発掘調査報告書である。

2 本発掘調査報告書のうち、養種園遺跡、小鶴城跡の調査は、個人住宅建設に伴う事前調査として実施したもの     °

であり、他は民間の開発事業に伴って行われた発掘調査である。

3 民間の開発事業に伴って行われた発掘調査及びその報告書の刊行にあたっては、地権者である菅原修一氏、横
田良和氏、い深松組、みずほ信託銀行140、 庄子とよ氏、畑文雄氏、庄子善範氏、庄子はるの氏、本多竹実氏、い

福田道路の各位に絶大なご理解とご協力をいただいた。また、個人住宅建設に伴う調査にあたっても、建築主の

多大なるご理解をいただいた。記して感謝の意を表す次第である。

4 本書の作成は、仙台市教育委員会文化財課調査係が行い、次のとおり分担した。

保春院前遺跡第 2次 豊村幸宏   南小泉遺跡第40次 豊村幸宏   養種園遺跡第 4次  豊村幸宏
富沢遺跡第127次   豊村幸宏   富沢遺跡第128次  豊村幸宏   富沢遺跡第129次   豊村幸宏
富沢遺跡第130次   官内 周   北目城跡第 3次  豊村幸宏   郡山遺跡第154次   大倉秀之

小鶴城跡第 2次   豊村幸宏   富沢館跡第 2次  豊村幸宏   山田条里遺弥第 8次 大倉秀之
5 陶磁器の鑑定は、仙台市博物館主査 佐藤洋氏に依頼した。
6 本調査にかかわる資料の全ては、仙台市教育委員会が保管している。



凡     例

1 調査地点は地図中に★で示した。

2 本書で使用した土色は、「新版標準土色帖」 1/Jヽ山・竹原 :1976)に準拠している。

3 本書に係わる遺構の実測は、平面座標系 Xを基準点としたものと、任意の点を基準点としたものがある。任意

の基準点からの測量では、周辺の境界抗等を計測することにより調査区の位置を決めた。

4 平面座標系の座標値の単位はkmである。

5 座標値は、海抜高度を示している。

6 遺構名の略号として、以下の略号を使用した。

SD:溝跡      SK:土 坑       P:ピ ット      SR:河 川跡

SX:その他の遺構

7 報告書中の全体図および遺構平面図においては、撹乱と新しい重複遺構は、省略または簡略化している。

8 遺物の登録には、以下の分類と略号を使用した。

Ci土師器 (非ロクロ) D:土 師器 (ロクロ) E:須 恵器   I:陶 器・土師質土器  」:磁器

K:石器・石製品    Li木 製品      N:金 属製品  Pi土 製品

9 土師器実測図内面のスクリーントーン (網)は黒色処理されていることを示している。

10 礫石器実測図の細かなスクリーントーン (網)は磨面を示している。

11 遺物観察表の ( )内の法量は、残存値を示している。

12 本文中の「灰白色火山灰」 (庄子・山田 :1980)は、「十和田a(To― a)」 と考えられ、十和田 aの降下年

代は、現在西暦915年初夏とされている。 (町田 :1981。 1996)

13 「擬似畦畔 B」 という用語は、水田の畦畔直下の自然堆積層において認められる畦畔状の高まりをさす (齋野

ほか1987:「富沢一富沢遺跡第15次発掘調査報告書一」仙台市文化財調査報告書第98集)が、本書では自然堆積

層の高まりだけでなく、畦畔直下における下層の水田耕作土層に認められる畦畔状の高まりについてもこの用語

を用いた。
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一上

保春院前遺跡 (第 2次)発掘調査報告書

1 調査要項
遺  跡  名  保春院前遺跡 (官城県遺跡番号01555)

調 査 地 点  仙台市若林区六十人町95

調 査 期 間  平成15年 6月 16日 ～ 6月 20日

調査対象面積  54∬

調 査 面 積  63∬ (I区 :マ ンホール設置箇所24∬  Ⅱ区 :管路部分39だ )

調 査 原 因  配電線路地中線埋設工事

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育委員会文化財課

担 当 職 貝  教諭 豊村幸宏  文化財教諭 大倉秀之

2 遺跡の位置と環境
保春院前遺跡は、JR仙台駅の南東約2.2km付 近の仙台市若林区保春院前丁、六十人町に所在する古代から近世の

複合遺跡である。仙台市街地の東側、広瀬川の北側に位置し、宮城野海岸平野と呼ばれる沖積地の標高12～ 14mの

自然堤防上に立地している。周辺には東側に隣接して養種園遺跡が広がっている他、南小泉遺跡、若林城跡、遠見

塚古墳、法領塚古墳、猫塚古墳、蛇塚古墳がある。今回の調査地点は、遺跡のほぼ中央部に当たり標高は13mであ

る。本追跡では平成14年に都市計画道路南小泉茂庭線建設に伴い調査が行われており、古代の竪穴住居跡や中
・近

世の遺構・遺物が検出されている。

3 調査に至る経過と調査方法
平成15年 5月 19日 付で東北電力株式会社仙台南営業所長佐藤善昭氏より配電線路地中線埋設工事に係わる発掘届

が提出された (教生文第 2-36号で回答)。 これを受けて平成15年 6月 16日 に、工事予定地内のうちマンホール設

置予定箇所に東西 6m、 南北 4mの調査区を設定して確認調査を実施した。その結果、溝跡、土坑、ピット多数が

検出されたため引き続き本調査へと移行した。調査は、重機により盛土と I、 Ⅱ層を排除し、Ⅲ層上面で人力によ

る遺構検出作業と遺構の掘り込みを行った。なおマンホール設置箇所に接続する管路部分でも東西1.5m、 南北26

mの調査区を設定して遺構検出作業を行い溝跡、土坑、ピット等を多数検出したが、調査区が狭長なため安全面に

配慮して遺構の掘り込みは行わなかった。

4 基本層位
調査区内は、全体に厚さ60～80cmの盛土で覆われている。調査区で確認した基本層は、盛土層下の I層からⅢ層

まで大別3層である。 I層 は木炭粒、焼土粒、砂粒を含む暗褐色シルト層で、旧耕作土と考えられる。Ⅱ層は木炭

粒、Ⅲ層土ブロックを含む暗褐色シルト質粘土層である。 I層 より暗い色調を呈している。Ⅲ層は灰黄褐色粘土ブ

ロック、酸化鉄斑を含む褐色シルト層で周辺一帯の基盤となる自然堆積層である。この層の上面で遺構検出作業を

行った。
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第 1図 保春院前遺跡と周辺の遺跡

5 発見遺構と出土遺物
今回の調査で検出された遺構は溝跡2条、土坑5基、ピット36基である。これらの遺構はいずれもⅢ層上面で検出

しているが、Ⅱ層上面を本来の掘り込み面としているものも含まれている。

中
=「

中田
強
苗

一

ζSi'想と譴

輸
鵡No 潰跡名 立  地 年 代 No 遺跡 名 種 別 立  地 年 代

1 集落跡 自然堤防 古代・中世 近世 仙台東郊条里筋 条里跡 後背湿地 古代

2 養 種 園 遺 跡 集落跡他 自然堤防 弥生・古墳 ,中世 。近世 14 沖 野 城 勘 城館跡 自然堤防 中世

8 萄 小 泉 遺 助 集落跡他 自然堤防 縄文～近世 砂 押 I遺 働 散布地 自然堤防 古墳 古代

4 若 林 城 働 城館跡 自然堤防 古墳～近世 砂 押 Ⅱ 遺 勘 散布地 自然堤防

5 壼 見 塚 古 解 前方後円墳 自然堤防 古墳 17 伸 柵  蒐 官衛跡 ? 代

6 去 領 塚 古 堪 円 墳 自然 古 中 柵 散布地

7 円  増 iIJ原 散布地 自然堤防 古墳 古代

8 好 自然 郡 山 遺 働 官行跡,寺院跡 自然堤防 縄文・弥生・古墳・古代

9 誓利松 明神古罐 円 墳 自然堤防 古墳 北 目 城 遺 働 城館跡 自然堤防 縄文～近世

墜奥 国 分 寺 勘 寺院跡 自然堤防 古代 中世 西 台 畑 遺 働 集落跡 自然堤防 縄文・弥生・古墳・古代

11 と奥国分尼寺勘 寺院跡 自然堤防 古代 谷 地 館 勘 城館跡 自然堤防 中世

志 波 遺 働 散布地 自然堤防 古 代 長 IIr駅 東 置 i 集落跡
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保春院前遺跡
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1)溝 跡
SDl 清跡

調査区の東半部で検出した。南西から北東に延びる。SKl、

SK2、 P4と 重複しこれらより古い。検出長 4m、 上幅158

cm、 下幅27～ 41clll、 深さ57cmである。断面形は逆台形で、西壁

は底面から緩やかに立ち上がるが、東壁では底面から直立気味

に立ち上がり途中から緩やかに傾斜し段差を生じている。底面

はやや九みを帯びる。堆積土は 3層 に分かれいずれも自然堆積

層である。 1、 2層 中に灰白色火山灰ブロックを含んでいる。

2、 3層中から土師器奏片が 5点出土した。

SD2 清跡

調査区の西壁際で検出した。南北方向に延びているものと考

えられるが、遺構の一部を検出したに留まっているため、全体

の形状や規模は不明である。 P29、 30、 36と 重複し、P29、

P30よ り古 く、P36よ り新 しい。検出長2,7m、 上幅38cm以上、

下幅32cm以上、深さ36cmである。壁は底面から直立気味に立ち

上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土は 2層 に分けられる。

遺物は土師器奏片が 2点、須恵器甕片が1点出土した。

2)土 坑
SKl 土坑

調査区の北東部で検出した。 SDl、 P4～ 6と 重複しこれ

IL

邦
棟
Ｌ
些
饉

第 2図 調査地点と周辺の地形

第 3図 調査区配置図
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らより新 しい。平面形は円形を呈 し、径

155cm、 深さ25cmである。断面形は舟底形

で、壁は底面から丸みを帯びてタト傾して立

ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土

は 3層に分かれ、いずれも人為堆積層であ

る。出土遺物は、 1、 2層中から瓦質土器

火鉢 (I-1)、 長石釉陶器碗 (I-2)、

鉄釉陶器小壷 (I-3)、 鉄釉陶器橋鉢

(I-4)、 黒釉陶器鉢 (I-5)、 長石釉

陶器大鉢 (I-6)、 磁器染付仏飯具

(J-1)、 磁器染付碗 (J-2)、 非ロク

ロ土師器高イ (C-1)の他、非ロクロ土

師器奏片、須恵器奏片、土師質土器必片、

磁器碗片が出土している。遺物は 1層 に特

に集中しており、円礫や木炭塊を伴ってい

る。陶磁器類については I-2が 16世紀末

o                                3m

Ａ
半
キ
ー

～17世紀初、 I-6が 17世紀代の唐津、 I-3が 17世紀代の岸窯、

世紀代の堤、 」-1、 J-2が 18～ 19世紀代の肥前である。

西  壁

盛   土

レ0■と

】ヒ  壁

第 4図  I区遺構配置図

I-1が江戸時代の在地、 I-4、 I―

東  壁

5が 19

〔
2髯

生も

d拗 剛腱

損 穏 土   色 土 性 備    考 層 柿 十   伍 備 考

肇本擢 I 10YR3/3暗褐色 シルト 木炭粒、焼土粒、砂粒を含む。 RD2 2 lllYR74褐 色 シルト 10YR2/2黒 褐色粘土ブロック、粘土粒を含む。

] 10YR3/3暗褐色 シルト質粘」 木炭粒、Ⅱ層土ブロックを含む。I層より1音い色調。 SK3 1 10YR3潟 暗褐色 シルト 木炭粒、マンガン粒を含む。

Ⅲ 10YR4/6褐色 シルト OYR4/2反 苦楊色給■カ ック、酸化鉄斑を合む。 2 10YR4/2灰 責褐色 七土質シル1 木炭塊、マンガン粒、酸化鉄斑、径1～ 3cmの 円礫を含む。

SDl 1 10YR73に ぶい黄楊色 シルト 更白色火山灰小ブロック、木炭粒を含む。 3 10YR開 にぶい責褐色 告土質シルトinVR4カ反音楊■hr十旨シルト小ブロック、末炭れ、駿イと鉄斑を含む。

2 OYR3/3陪 褐角 シルト 天白色火山灰ブロック、木炭粒を含む。 4 5YR4/2灰 褐t ンルト旨44+ 10TRSれにぶい古線1シルトブロック、嫌i塊、末掟地、マンガン池を含む。

10YR3/2黒褐色 シルト 10YR4麗 褐色シルトブロック、木炭粒、酸化鉄斑を含む。 SK5 1 llYR4/2灰 貢褐色 十留シルト 10YR4/6楊色シルトカック、末掟池、マンガン粒、酸イヒ鉄班を含む。

SD2 10YR2/2黒褐色 シルト資粘」 10YR5/6黄 掲色シルトブロック、本炭粒、焼土粒を含む。 2 OYRV協 にぶい音楊色 ンルト 10YR5/3に ぶい責褐色シルトブロック、酸化鉄斑を含む。

第 5図  I区調査区 西壁 。北壁 。東壁断面図
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120mtt      F

SK4

o                2m

土   色 土  性 備 考 層 位 土   色 土  性 備 考

SDl 1 10YR3/2黒褐色 シルト 10YR″1灰色(灰自色火山灰)プロック、本炭粒、焼土粒を含む( SK2 2 10YR4/4掲色 シルト 木炭粒、10YR4/2灰黄褐色粘土質ンルトプロックを含む。

2 10YR3/2黒褐色 シルト OYR4/6褐角シル膨柏ック、木炭粒、焼土粒を含む 3 10YR3/2黒褐色 雀十瞥シル十

SKl ユ 10YR3/2黒褐色 ■暫シル jZmの末炭塊、焼土地、bl～ 151mの円礫、10YRげ備色シルト如ッタを含む 4 10YR路 にぶV減褐色 細 砂 10YRγ2灰責楊色粘土プロック、木炭粒を含む。

2 10YR76褐 シルト bl～ 2cdの円礫、木炭粒を含む。 SK4 OYR4れ 褐包 シルト 10YR4 2灰 黄褐也北土小カ ックを斑状に多畳に含む、木炭粒を含む

SK2 10YR/2黒褐色 シルト質粘1 10YR741S色 シルトプロックを含む。

第 6図 遺構断面図

SK2 土坑

調査区の南東部で検出した。 SDl、 P3と 重複しこれらより新しい。平面形は長円形を呈し、

径116cm、 深さ58cmである。断面形は椀形で、壁は底面から丸みを帯びて直立気味に立ち上がる。

びる。堆積土は 4層に分かれ、いずれも人為堆積である。遺物は土師器奏片が 4点出土した。

長径125cm、 短

底面は丸みを帯

雨    て,'ラ

テ
ア
=フ

2  7 霞 現

墨蒙房5℃甥

0                        10Cm

登録番号 種別・器種 日経 偏 廣答.厚 特 徴

ユ I-2 陶器 皿 区 時津 16c末 ～17c前半 長石釉 体部下端から高台は露胎。見込みに目跡あり。 3-1

I-6 陶器 大鉢 阪 ・2層 (25) 唐津 17c後 半 長石釉 内面 白泥土刷毛目文
3 I-3 la器 小重 阪 SK ・2層 (35) 岸窯系 17c代  鉄釉 3-3

陶器  欲 Ⅸ SK ・2層 堤 19c代 (幕末～明治)黒釉

陶器 襦 鉢 区 SK 2層 畢 loc代  後尉 R―「D

6 ■師管土器 皿 区 SK 2層 222 鼻而 :ロクロナデ 内面 :ロクロナデ 3-6

7 I-1 瓦質土器 火鉢 区 外面ili■41貼付のち刻みロ ヘラミガキ、内面!ロクロナデ 底部:ヘラケズリ 三足貼付 3-9

8 1 磁器  碗 区 SK 2層 肥前 18c代  仏飯具? 染付 雨降り文 3-7

9 2 磁器 碗 屎 SK ・2層 (31 肥前 江戸時代 栄付
窃界 鈴反続 I屎 齢構踊 大堀相馬 19c前 半代 白濁釉

第 7図 出土遺物
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SK3 土坑

調査区の北東コーナー部で検出した。他の遺構との重複はない。遺構の一

部を検出したに留まっているため、全体の形状や規模は不明であるが、円形

を呈する土坑と思われる。検出した規模は南北98cm、 東西63cm、 深さ31cmで

ある。断面形は皿状で、壁は底面からタト傾して緩やかに立ち上がる。底面は

ほぼ平坦である。堆積土は4層に分かれ、いずれも人為堆積である。遺物は

出土しなかった。

SK4 土坑

調査区の西半部で検出した。P28、 29、 31、 32と 重複しこれらより古い。

平面形は隅丸方形を呈し、南北120cm、 東西74cm、 深さ32cmである。断面形

は方形で、壁は底面から直立して立ち上がる。底面は北から南に傾斜してい

る。堆積土は 1層で、人為堆積である。遺物は土師器奏片が 1点出土した。

SK5 土坑

調査区の北西コーナー部で検出した。P26と 重複しこれよりも新 しい。遺

構の一部を検出したに留まっているため、全体の形状や規模は不明である。    第 9図  Ⅱ区遺構配置図
検出した規模は南北75cm、 東西66cm、 深さ56clllである。断面形は逆台形を呈

し、壁は底面から外傾して立ち上がる。堆積土は 2層 に分かれ、人為堆積である。遺物は土師質土器郭片が 2点出

土した。

3)ピ ッ ト

調査区内で36基のピットを検出した。堆積上の性質では3種類に分けられ、平面形では円形、長円形、方形、不

整形の4種類に分けられる。形状としては径20～ 30cm、 深さ10～ 30cmの円形のものが大半を占める。このうち柱痕

跡の認められるものが 9基あるが、建物跡として配置を想定できるものはなかった。遺物は、P20か ら土師器甕片、

P32から須恵器郭片がそれぞれ1点出土した。年代的には古代から近世頃のものと思われる。

6 まとめ
① 保春院前遺跡は、仙台市若林区探春院前丁、六十人町に所在する古代から近世にかけての複合遺跡である。
② 今回の調査によって検出された遺構は、溝跡2条、土坑5基、ピット36基である。出土遺物には、非ロクロ土
師器、ロクロ土師器、赤焼土器、須恵器、土師質土器、瓦質土器、陶磁器、石製品、鉄製品がある。

遺  橋 層  位 土 色 土 性 備 考

基本層 I 10YR4/2灰 黄褐色 シルト 木炭粒、焼土粒、酸化鉄粒、マンガン粒を含む。
Ⅱ 10YR3/2黒 褐色 シルト 10VR2/2EB楊 負シルト 濡十ブロック、未炭れ 、マンガン対を含む

`

TR 10VR5/6青 楊 角 佑十暫シルト 10YR4/2灰 昔褐任粘 ブロック、酸化鉄斑を含むぅ

第 3図  Ⅲ区調査区西壁断面図



I 保春院前遺跡 (第 2次 )

No 雀涯 (clll) 深さ (clll 半 山形 堆積 土 /11反 跡 重 複 関 係

円形 あり

9 長円形 A なし

23X17 9 円形 A なし SK21こ切られる

長 円形 B な し SDlを切り、SKllこ切られる

8 方 形 B なし SKllこ切ら/Lる

円 形 A なし SKlに切られる

26×20 8 円形 A なし

24 円形 A なし

26×25 円形 A なし

21×20 9 方形 A なし

24×22 円 形 A /i・し

39× 28 長万形 なし

長円形 C なし

27× 20 円形 C あり P15に切られる

円形 C なし P14を切る

34×21 長円形 A あり

24×22 円 形 A あ り

円 形 A あ り

9 方形 A なし

54× 50 48 円形 A あり

25× 21 円形 A あり

P22 6 円形 C なし

P23 26× 23 方形 B あ り

11 B なし

24X19 5 不堅形 B なし

32× 20 方形 C なし SK5に切られる

23× 21 8 円形 A なし

6 円形 B なし SK4を切る

26X25 34 円形 A あり SD2、 SK4を切る

38× 34 円 形 B なし SD2を切る

23× 21 方 形 B な し SK4を切る

22× 21 円 形 B なし SK4を切る

3 方形 A なし

9 円形 A なし

6 円形 B なし

55×44 長 円形 A なし SD21こ切られる

A:10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭粒を微量に含む
B:10YR2/2 黒褐色 シルト Ⅲ層土小ブロックを含む
C i 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 10YR4/1褐灰色粘土質シルト小ブロック、マンガン粒、酸化鉄斑を含む

ビット言主記表

③  l号溝跡については、上層に含まれている灰白色火山灰が10世紀前半に降下したものと考えられることから、

この頃までには埋没していたものと捉えられる。溝の機能していた年代は、出土遺物から平安時代前半以前のそ

れほど古くない段階と理解できる。

④ l号土坑については、近世最末期から明治初年頃の陶磁器類を包含していることから該期に埋没したものと思

われる。また、これらの遺物が礫や木炭などを伴って一括投棄されたような堆積状況を示していることから、こ

の上坑は廃棄坑と考えられる。 2号土坑については、 1号溝跡を切っていることから平安時代以降の年代が考え

られる。これ以外の溝跡や土坑については、遺構の一部を検出したに留まっているため詳細は不明である。

引用 。参考文献

伊東真文 (2002):「若林城跡―第3次発掘調査報告書―」仙台市文化財調査報告書第256集

佐藤 洋 (1997):「養種園遺跡発掘調査報告書―伊達家別荘跡の調査―」仙台市文化財調査報告書第214集

仙台市教育委員会 (2001):「若林城跡と養種園遺跡」仙台市文化財パンフレット第48集



I 保春院前遺跡 (第 2次 )

7 SKl 土坑土層断面 (南より)
図版 1

6 SD2 溝跡全景 (北より)

8 SKl 土坑全景 (北より)
I区調査区 。溝跡 。上坑

1 調査前状況 (北東より) 2 遺構検出状況 (東より)

3 調査区 完掘状況 (南東より) 4 SDl 溝跡断面 (南より)

5 SDl 溝跡全景 (北より)



SK4 土坑土層断面 (東より)

I 保春院前遣跡 (第 2次 )

西壁土層断面 (東より)

―

雹茜整薔監働薔銭 !

6 調査区

l SK2 土坑土層断面 (南より) 2 SK2 土坑全景 (北東より)

SK4 土坑全景 (西より)

5 調査区 東壁土層断面 (西より)

7 調査区北壁 。SDl 溝跡土層断面 (南より) 8 調査区北壁土層断面 (南より)
調査区土層断面図版 2 1区 土坑・



I 保春院前遺跡 (第 2次 )

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

I-2 (I ttSKl 第7図 1)
I-6 (I ttSKl 第7図 2)
I-3 (I ttSKl 第7図3)
I-5 (I ttSKl 第7図 4)
I-4  (I ttSKl 第7図 5)

土師質土器 皿
磁器 碗
磁器 碗
瓦質土器 火鉢
陶器 端反碗

2 遺構検出状況 (北東より)

※縮尺 は任意 とす る。

I-8 (I ttSKl 第7図 6)
」-1 (I ttSKl 第7図 8)
」-2 (I ttSKユ  第7図 9)
I-1 (I ttSKl 第7図 7)
I-7 (I区 遺構検出面 第7図 10)

鉢

壷

　

鉢

皿

大

小

鉢

指

６

７

８

９

Ю

1 遺構検出状況 (北より)

図版 3 Ⅱ区の状況・出土遺物



Ⅱ 南小泉遺跡 (第 40次 )

Ⅱ 南小泉遺跡 (第40次)発掘調査報告書

1 調査要頂
遺  跡  名  南小泉遺跡 (宮城県遺跡番号01021)

調 査 地 点  仙台市若林区南小泉 2丁 目101-1、 102-2

調 査 期 間  平成15年 7月 16日 ～ 7月 17日

調査姑象面積  508,36∬

調 査 面 積  90∬

調 査 原 因  共同住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育委員会文化財課

担 当 職 員  主査 渡部弘美  文化財教諭 大倉秀之  教諭 豊村幸宏

2 遺跡の位置と環境
南小泉遺跡は、JR仙台駅の南東約 3 km付近の仙台市若林区南小泉、古城、遠見塚地区に所在する面積約135haの

遺跡である。仙台市街地の東側、広瀬川の北側に位置しており、宮城野海岸平野と呼ばれる沖積地の標高11～ 13m

の自然堤防上に立地している。南小泉遺跡が広く認識されたのは、昭和14年から16年にかけての霞の目飛行場拡張

工事に際し、弥生時代から古墳時代にかけての遺構 。遺物が発見されたことによる。特に古墳時代中期の土師器の

標識遺跡として知られることとなり、東北地方の土師器研究に与えた影響は大きい。これまでの各調査では縄文時

代から近世にかけての遺構・遺物が発見されており、自然堤防上に位置するという利点を生かし周辺の低湿地に見

られる遺跡群とも関連しながら人々の生活の場となってきている。

苺

第10図 調査地点と周辺の地形



Ⅱ 南小泉遺跡 (第40次 )

3 調査に至る経過と調査方法
平成15年 7月 2日 付けで菅原修一氏

より仙台市若林区南小泉 2丁 目101-

1、 102-2に 於ける改良杭打工事を

伴うRC造 3階建共同住宅 2棟の建築

工事に係わる発掘届が提出された (教

生文 2-77号で回答)。 これを受けて

平成15年 7月 16日 に、建築予定範囲内

でそれぞれ東西15m、 南北 3mの調査

区を設定して (北側 I区、南側Ⅱ区)

確認調査を実施した。その結果、溝跡、

ピット等が検出されたため引き続き遺

構の精査を行った。調査は、重機によ

りI層 を排除し、Ⅱ層上面で入力によ

る遺構検出作業と遺構の掘り込みを行

った。

4 基本層位
I区で確認した基本層は I層からⅡ

層まで大別 2層、細別 3層である。 I

n層 は、 Ib層ブロック土、木炭片を

含む黒褐色シルト層である。Ib層は、

木炭粒、焼土粒を含む暗褐色シルト層

である。いずれの層も旧耕作土と考えられる。Ⅱ層は、にぶい黄褐色砂質シルト層で酸化鉄斑を含む。周辺一帯の

基盤となる自然堆積層である。この層の上面が遺構検出面となっている。Ⅱ区で確認した基本層は I層からⅡ層ま

で大別2層、細別5層である。 Ia層 は、黒褐色シルト層で木炭粒を含む。 Ib層は、黒掲色シルト層で Id層土、

コ層土ブロック、木炭片、焼土粒を含む。Ic層は、黒掲色シルト層でⅡ層土ブロックを少量含み、木炭粒を含む。

Id層は、灰オリーブ色砂層である。これらの層は現代の耕作土及び盛土と考えられる。Ⅱ層はにぶい黄褐色シル

ト層でマンガン粒、酸化鉄斑を含む。この地域の基盤となっている自然堆積層と考えられる。この層の上面で遺構

検出作業を実施した。

5 発見遺構と出土遺物
発見遺構は、 I区が溝跡 3条、土坑1基、ピット2基、Ⅱ区が溝跡 2条、焼土遺構 1基、ピット14基である。

I区の調査
1)溝 跡
SDl 清跡

調査区のほぼ中央部で検出された。南北方向に延びているものと思われる。 SD3と 重複しこれよりも新しい。

規模は上幅90cm、 下幅10cm、 深さ50cmである。断面形は底面がやや丸みを帯びたV字形である。壁は底面から外傾

して立ち上がる。堆積土は 3層 に分かれ人為堆積層と考えられる。出土遺物は、ロクロ調整され内外面黒色処理さ

れた土師器郭片と土師器奏片がそれぞれ 1点ずつ出土した。

0              10m

第司1図 調査区配置図

建 物 予 定 範 囲

建 物 予 定 範 囲

隣

地

境

界

線

隣

地

境

界

線



Ⅱ 南小泉遺跡 (第40次 )

0               3m

第12図  I区遺構配置図

1開 mttBЧ                卜こと

ラ
SD3
0                2m

置 構 層位 土  色 土 性 備 考 遺  構 層位 土  色 土  性 備 考

基本層 Ia OYR3/2旱 褐色 シルト Ib層 土プロック、木炭片を含む。旧耕作土。 SDユ 3 OY路力早褐色 T層十蘊州、ブロック存群 状 に合 Ij・ .

Ib OYR3/3暗 褐色 ンルト 木炭粒、焼土粒を含む。旧耕作土。 SD2 OYR″ 1里■ 脂十暫シル OYR]氾! シ淋7rlッ、1層 |プロック、駁イ際斑、マンルれ、末貸れを含むt

fVR馬/4にぶい音楊f 督シルキ緊イr後群を含む。 SD3 OY鮒 2旱楊色 鼈十質シル lY剛蓋協色粘土瞥シルトrHック、1層十カック、酸化纂斑、マン″た、木辰紅を含む

SD OYRグ 2星 13■ 缶■留シルトⅡ層土小ブロック、マンガン瀧、木炭粒を含む。 2 OY馳ツ3にぶい宙lB{ シルト Ⅱ層土ブロック、木炭粒 を含む。

OY徽2反首褐也 せ土暫シルト唆化餃斑、マンガン粒を含む。

第13図  I区南壁・遺構断面図

SD2 溝跡

調査区のほぼ中央部でSDlの西側に平行して検出された。SD3と重複しこれよりも新しい。規模は上幅85cm、

下幅40cm、 深さ35cmである。断面形は扁平な逆台形である。壁は底面から丸みを持って外傾して立ち上がる。堆積

土は1層で人為堆積層である。遺物は出土しなかった。

SD3 清跡

調査区の東半部で検出された。北東から南西方向に延びている。 SDl、 SD2、 SKlと 重複しこれらより古

い。規模は上幅90cm、 下幅45cm、 深さ15cmである。断面形は扁平な逆台形である。壁は底面から緩やかに立ち上が

る。底面は平坦である。堆積土は 2層で、 1層 は人為堆積層、 2層 は自然堆積層と考えられる。遺物は、 1層から

ロクロ調整された土師器の甕片が6点出土した。

2)土 坑
SKl 土坑

調査区の東半部北壁際で検出された。 SD3と 重複しこれより新しい。規模は、径1.lmの円形を呈するものと

思われ、深さは24cmである。断面形は方形である。壁は底面からほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦である。堆積

土は 1層で人為堆積層と考えられる。遺物は出上しなかった。

3)ピ ッ ト
調査区の東半部で 2基のピットを検出した。規模は、Plが径36cm、 深さ44cm、 P2が径33cm、 深さ49cmの円形

で堆積土は灰黄褐色シルトである。柱痕跡は認められず、遺物の出土もなかった。

I区の調査

1)溝 跡
SDl 溝跡



Ⅱ 南小泉遺跡 (第40次 )

Or~
t焼土遺構

9《
製 Ю

第14図  Ⅱ区遺構配置図

■60m名   辞
SD働

焼土遺構

0                 2m

穏 層 位 土 色 土  性 備 考 遺  構 層位 土  色 十 ′14 橋

基本層 OYR22黒褐色 シルト 木炭粒を含む。 SDl OVR2/2里 楊■ 十旨シ,И

llYR32早 掲色 シルト Id層土、Ⅱ層土プロック、木炭片、焼土粒を含む。 OYR4潟 にぶい者絡イ 粘土 Ⅱ層土プロックを多量に含む。

Ic OY踏/2黒格色 ンヽ T層 十プロックを少量含むぅ末旋れを合むぅ OY巨げ2灰蓑褐色 枯土 Ⅱ層土ブロックを多量に合む。

砂 7 OYR42灰責褐色 粘土 駿化鉄斑、マンガン粒を含む。

T OYRられにぶい音 シ,レト 唆化鉄斑、マンガン粒を含む。 免土遺準 1 Y障 6赤褐色 シルト 皮熱により赤変、マンガ刀立を含む。層上面は15YRV3褐色シルト土

SDl ユ 10YR4/2灰斎籍色 ンヽ 唆化鉄斑、木炭粒を含む。 2 OVP44にぶい音怒イ 古土質シル|
マンガン粁 含々iF^

2 10YR3/2早褐色 七土質シル| 磯化鉄斑を多量に合む。マンガン粒、木炭荘、地山粒を含む。 l OVR4/3に ぶい音協イ 十暫シ,切 Ⅱ層 十プロック、未溌対 、マンガンれ を含 む。

3 OYR3/2早 褐色 告土質シル| OYRy贈灰色ンルトプロツ、llYR24黒 色粘土カック、酸1腺廷、マンガれを含むI

第15図 Ⅱ区南壁・遺構断面図

調査区の東半部で検出された。南北方向に延びているものと思われる。焼土遺構、P9と 重複しこれらよりも新

しい。規模は、上幅3.5m、 下幅50cm、 深さ1.05mで ある。断面形は逆台形である。壁は下半部では底面からやや直

立気味に立ち上がり、上半部では開き気味で、東壁に幅30cmの犬走 り状のテラスが見られる。底面は平坦である。

堆積土は7層 に分かれ、 1～ 4層は人為堆積層、 5～ 7層は自然堆積層と考えられる。出土遺物には、内外面ロク

ロ調整され底部内面を放射状にヘラミガキした後黒色処理を施した土師器郭 (D-1、 2、 3)と 同じく口縁部内

面を平行にヘラミガキした後に黒色処理した土師器郭 (D-4)、 内外面ロクロ調整された土師器奏 (D-5、 6、

7)のほか非ロクロ土師器必片 1点、ロクロ土師器郭片 4点、須恵器甕片 2点、磨石 1点がある。ロクロ土師器に

ついては、形態から9世紀後半～10世紀前半頃に当てはまると考えられる。周辺に当該期の集落が存在した可能性

が高く、溝跡の堆積土に混入したものと思われる。

SD2 溝跡

調査区の南東コーナーで検出された。遺構の一部を検出、掘り込んだのに留まる。遺構の詳細については不明で

あるが、北東から南西方向に廷びる溝跡の西辺部と判断した。出土遺物は、土師器必片 2点、奏片 4点、須恵器奏

片 1点である。

2)焼 土遺構
調査区の東半部で検出された。SDlと重複しこれよりも古い。規模は東西45cm以上、南北32cm以上、深さ20cm

である。平面形は不整円形である。断面形は半円形である。壁は底面から丸みを帯びて直立気味に立ち上がる。底

面は平坦である。被熱によってⅡ層が赤色硬化している。炉の跡もしくは何らかの焼成にかかわる遺構の可能性が

考えられる。遺物は出土しなかった。

◎
Ｐ・３

饒
Ｐ７

ハ
Ｖ
Ｐ８

◎
Ｐ‐
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は
＼

Ⅷ

」土地区 出土遺構・層 器高・長 口径・幅 底径・厚 特 徴 写真 図浙

1 D-1 土師器 邦 Ⅱ区 SD 埋 土 外面 :ロクロナデ 内面 :ヘラミガキ黒色処理  底部 :回転糸切り 1

2 土 師器 郭 Ⅱ区 SD 埋 土 外而 :ロクロチデ  内面 :ヘラミガキ黒色処 理 5-2

D-8 土師器  郭 Ⅱ区 SD 埋 土 蝋面 :ロクロナデ 内面 :ヘラミガキ黒色処理  底部 :回転糸切り 5-4

4 D-2 土師器 邪 Ⅱ区 巳十 7) 鉢面 :ロクロナデ 内面 :ヘラミガキ黒色処理  底部 :回転糸切り
5 D― 十師器  零 Ⅱ区 SD 52) 外面 :ロクロナデ 内面 :ロクロナデ ニ次力日熱を受けている
6 D 十師器  零 Ⅱ区 SD 埋 土 外面 :ロクロナデ 内面 :ロクロナデ 底部 :回転糸切り 二次加熱を受けている 7

7 D-7 土師器 荘 Ⅱ区 SD 埋土 (57) 外面 :ロクロナデ 内面 :ロクロナデ

第16図 Ⅲ区SDl清跡出土遺物

3)ピ ッ ト
ピットは14基検出された。規模は径20～80cm、 深さ6～46cmである。平面形は、円形、長円形、方形、長方形、

不整形である。柱痕跡を伴うものはP12のみであり、調査区内で建物跡を想定することはできなかった。出土遺物

は、P7か ら土師器甕片が1点、P9か らロクロ土師器郭片2点、奏片1点が出土した。

4)そ の他の遺物
I区の遺構検出面からロクロ土師器奏片、Ⅱ区の遺構検出面から非ロクロ土師器高郭 (C-1)、 奏 (C-2)、

青磁碗 (J-1)、 白磁手塩皿 (J-2)が出土している。C-1、 2は 5世紀代の南小泉式に該当する。」-1

は17世紀代の肥前、 J-2は 19世紀前半代で産地は不明である①周辺に該期かそれ以降の遺構が存在する可能性も

考えられる。その他、ロクロ土師器郭片、奏片、赤焼土器郭片、土師質土器小皿片、陶器悟鉢片がⅡ区のI層 中か

ら出土した。

6 まとめ
① 今回の調査で検出された遺構は、溝跡5条、土坑1基、焼土遺構1基、ピット16基である。
② 出土遺物には、非ロクロ土師器、ロクロ土師器、須恵器、赤焼土器、土師質土器、陶磁器、礫石器がある。
③ Ⅱ区のSDl溝跡については、規模や形状から屋敷の掘割といった区画溝の可能性が高い。年代的には中世以
降と捉えられる。それ以外の溝跡については、小規模であることから耕作などに係わるものと考えられる。

④ 焼土遺構については、何らかの焼成に関連した遺構と考えられるが遺物を伴わないため年代は不明である。



Ⅱ 南小泉遺跡 (第40久 )

0                           10cm

目中悉 幽土地区 基本層位 日

ユ C-1 土師器・養 Ⅱ区 質構検出面 外面:日縁都ヨヨナデ・ヘラナデ 体部ヘラナデ 内面:日縁部ヨヨナデ 体部ヘラナデ 5-9
D-9 赤焼土器・邦 Ⅱ区 自構検出面 外面:ロクロナデ 内面:ロクロナデ 5-ll
D-8 Ⅱ区 葺種 絵 出南 タト面:ロクロナデ 内面:ロクロナデ 底部:回転糸切り

青磁・続 I灰 出 面 船前 17crt?

第17図  E区 出土遺物

引用 。参考文献

五十嵐康洋 (1998):「南小泉遺跡第26及調査報告書」仙台市文化財調査報告書第225集

工藤信一郎他 (1998):「南小泉遺跡第30。 31次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第226集

齋野裕彦 (1994):「南小泉遺跡第22次・23次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第192集

佐藤洋 (1990):「南小泉遺跡第16～ 18次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第140集



Ⅱ 南小泉遺跡 (第40次 )

l I区遺構検出状況 (南東より) 2 1区調査区完掘状況 (東より)

3 1 ttSDl・ SD2清跡検出状況 (南より) 4 1 ttSDl・ SD2清跡全景 (北より)

5 1区調査区南壁SDl・ SD2溝跡土層断面 (北より) I ttSD3溝跡土層断面 (北東より)

Ⅱ区遺構検出状況 (東より) 8 Ⅲ区SDl溝跡土層断面 (北より)

図版4 1区・ Ⅱ区調査状況



Ⅱ 南小泉遺跡 (第 40次 )

Ⅱ区焼土遺構土層断面 (南より)

Ⅷ
‐２ｂ※縮尺は任意とする。

1土 師器 杯
2土 師器 邦
3土 師器  奏
4土 師器 邦
5土 師器 郭
6土 師器 奏

D-1(Ⅱ 区SDl第 16図 1)
D-4(1区 SDl第 16図 2)
D-6(I ttSDユ 第16図 5)
D-3(I ttSDl第 16図 3)
D-2(I ttSDl第 16図 4)
D-7(Ⅱ 区SDl第 16図 7)

7土 師 器
8赤焼土器
9土 師 器
10青  磁
11赤焼土器
12白  磁

D-5(I ttSDl第 16図 6)
D-8(Ⅱ 区遺構検出面 第17図 3)
C-1(■ 区遺構検出面 第17図 1)
J-1(I区 遺構検出面 第17図 4)
D-9(I区 遺構検出面 第17図 2)
J-2(Ⅱ 区遺構検出面)皿塩

養

郭

箋

碗

イ

手

2 Ⅱ区調査区南壁土層断面・ SDl溝跡全景 (北より)

図版 5 Ⅱ区調査状況 。出土遺物



Ⅲ 富沢遺跡 (第 127次 )

Ⅲ 富沢遺跡 (第 127次)発掘調査報告書

1 調査要項
遺  跡  名  富沢遺跡 (宮城県遺跡呑号01369)

調 査 地 点  仙台市太白区泉崎1丁 目20-5、 20-6

調 査 期 間  平成15年 4月 11日 ～4月 22日

調査対象面積  222.04∬

調 査 面 積  21ど

調 査 原 因  店舗・共同住宅建設

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育委員会文化財課

担 当 職 貝  主査 渡部弘美  文化財教諭 大倉秀之

2 遺跡の位置と環境
富沢遺跡は、仙台市の南東部、」R長町駅の南南西に位置し、仙台市大白区長町南・富沢 。泉崎に所在する。遺

跡は名取川と広瀬川に挟まれた沖積地 (郡山低地)の西側にあり、北西を丘陵、他を自然堤防で囲まれた後背湿地

を中心に立地している。遺跡の総面積は約90haに も及ぶ。20年程前まで一帝は水田として利用されてきたが、現在

は土地区画整理事業により遺跡東側の一部を除いて盛土がなされており、住宅地、商業地となっている。区画整理

以前の旧地形は北西から南東方向に緩やかに傾斜して下がっており、遺跡内の標高は 9～16mである。

富沢遺跡ではこれまでに120次を越える調査が実施され、弥生時代から近世に至る水田跡が重層状に発見されて

いる。特に古代の条里制に伴う大畦畔が各地点で確認され当地域の条里地割の実態が明らかにされている。また、

弥生時代の水田跡の下層からは縄文時代の遺構・遺物が、さらにその下層からは後期旧石器時代の遺構
。遺物が発

見されている。旧石器時代の地層からは樹木群、植物化石、動物の糞、昆虫なども多数検出されており古環境復元

にとって貴重な資料を提示することとなった。

なお富沢遺跡の環境及び地形、地質については、富沢遺跡第15次調査報告書 (斎野・豊島 :1987)、 第24次調査

報告書 (豊島 :1988)、 第30次調査報告書 (太田 :1991)に 詳しい記載があるのでこれらを参照されたい。今回の

調査地点は、遺跡の南端部にあたり、周辺の調査としては 1次、 3次、 8次、55次、59次、97次調査がある。

3 調査に至る経過と調査方法
平成15年 1月 20日付で横田良和氏より仙台市太白区泉崎1丁 目20-5、 20-6に構ける鉄筋コンクリート造 5階

建共同住宅・店舗建築工事に係わる発掘届が提出された (平成14年度教生文第4-250号で回答)。 建築工事には杭

基礎工事を伴い、また工事地点において水田土壌が良好に遺存していることが明らかなことから、工事着手前に発

掘調査を実施することとした。調査は平成15年 4月 11日 に、建物建築予定地内に東西 7m、 南北14.5mの 調査区を

設定して調査を実施した。調査地内は厚さ1.lmの盛土に覆われていたことから、重機により盛土を除去した後、盛

土下の 1層上面で、東西 5m、 南北1lmに調査区を縮小し、 2層 より下層では東西 3m、 南北 7mの範囲で人力に

よる遺構検出と掘り込みを行った。調査は、調査区の制約から現地表から-2.2mの 17層中まで掘 り下げたところ

で終了した。



Ⅲ 富沢遺跡 (第 127次 )
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第18図 宮沢遺跡の調査地点と周辺の遺跡

富沢遺跡周辺遺跡地名表
藤号 遺跡名 立 地 時 代

ё 二十 内槙欠暑軒

土手内窯跡群

丘陵斜 面 百墳・余 良

③ 砂押古墳 丘陵麓 古墳 円墳 )

砂押屋敷遺跡 丘陵麓 奈良・平安

金洗沢古墳 丘陵麓 古墳 円墳 )

① 金岡八幡古墳 自然堤防 古墳 円墳 )

跡 自サ

古 古増 円増

⑥ 山 口 1然堤防 縄文 弥生・古墳 古代・中世

⑩ 下ノ内浦遺跡 自然堤防 縄 文 弥生・古墳・古代・中世

下ノ内遺跡 自然堤防 縄 文 弥生・古墳・古代・中世

富沢四丁目古碑器 自然堤防 中世

① 六反田遺跡 自然堤防 縄文 弥生・古墳・古代・近

1袋真遺跡

1袋前 損 i ∃然堤防

太野 田古増 群 ヨ然堤防 古墳 (前方後円墳・円墳 )

O 〒 会 捨 誅 自然堤防 弥生・奈良・平安。中世。近世

大野田遺跡 自然堤防 縄文・弥生 奈良・平安

王ノ壇遺跡 自然堤防 縄文・弥生・古墳・古代。中世

⑩ 長町六丁 目遺跡 自然提防 奈良・平安

長町南遺跡 防

新田損麻

隣

地

境

界

線

＝

ｑ

ト

ー

ー

0          10m

第19図 調査区配置図
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基本層位
区画整理の際の盛上が1.lmあ り、その下に旧表上の水田耕作土 (1層 )がある。調査区で確認した基本層は、

盛土下から標高9.6mま で17層である。

オリーブ黒色砂質シルト。層厚は14～ 18cmで ある。層下面に厚さ l cmの酸化鉄集積層がある。旧水田

耕作土。

暗灰黄色砂質シルト。層厚は 3～ 15cmで ある。下面は凹凸が著しい。砂粒を多く含む。水田耕作土。

黒色粘土。層厚は2～ 12cmで ある。 4層土を巻き上げている。水田耕作土。

黒褐色粘土。灰白色火山灰小ブロックを含む。層厚は5～ 16cmである。層下面は緩やかに起伏してい

る。水田耕作土。

黒褐色粘土。層厚は 2～ 12cmで ある。層下面はやや起伏がある。自然堆積層。

黒褐色粘土。灰白色火山灰小ブロックを含む。層厚は 8～ 16cmである。白色土を互層状に含む。

自然堆積層。

黒褐色粘土。層厚は 6～ 15cmで ある。自然堆積層。

黒色粘土。層厚は 3～27cmである。灰黄褐色土小ブロックを疎らに含む。水田耕作土。

黒褐色粘土。灰責褐色土との混成層。層厚は10～ 25cmで ある。自然堆積層。

黒色粘土・黒褐色粘土の混成層。層厚は 5～ 18cmである。自然堆積層。

黒褐色粘土。層厚は 5～ 8 cmである。自然堆積層。

黒褐色泥炭質粘土。層厚は10～30cmで ある。自然堆積層。

黒褐色泥炭。層厚は 3～ 8 cmである。自然堆積層。

黒褐色泥炭質粘土。層厚は21cm以上である。暗灰黄色土を粒状に斑に含む。自然堆積層。

黒褐色粘土。層厚は 6～ 16cmで ある。11層 よりやや明るい。自然堆積層。

黒色粘土。層厚は 2～ 7 cmである。灰黄褐色土を薄く筋状に含む。自然堆積層。

黒褐色泥炭。層厚は30cm以上である。自然堆積層。

110m

1

o                  2rn

1層

2層

3層

4層

5層

6層

7層

8層

9層

10層

11層

12層

13層

14層

15層

16層

17層

土  色 土  性 備 考 土  色 土  性 備 考

1 ,Y3/1オ リーブ黒色 砂質シルト 下面に厚さ1側の酸化鉄集積層を含tr。 現代の水田土嬢。 10YR2/1黒色 粘 土 黒褐色粘土との混成層。上面に黒色土層を含む。

2 ど5Y72暗灰黄色 砂質シルト 今伝 的に秒粒 を多 く含む。水 田土壊 。 1 10YR3/2黒褐色 粘 土

3 10YR2/1黒色 粘土 4層 上を巻き上げている。本 田土媛。 2 10YR2/2黒褐色 尼炭質粘土

4 10YR3/1黒幅色 灰白色火山灰小プロックを含む。水田土壌。 3 10YR2/2黒褐色 炭

5 10YR2/2黒褐色 4 10YR2/2黒褐色 日き灰責色土を粒状に斑に含む。

6 】5Y3/1黒褐色 土 灰白色火山灰小ブロックを含む。白色土を互層状に合む。 5 10YR3/2黒 , 雪Jと ■層よりやや明るい。

7 10YR2/2黒 褐色 粘上 6 10YR17/1黒 粘土 灰黄褐色土を薄く筋状に含む。

10YR2/1黒色 粘土 灰黄褐色土小プロックを疎らに含む。本田土壌 7 75YR2/1黒 褐色 泥炭

10YR3/1黒褐色 粘土 灰責褐色土との混成層。

第20図  調査区東壁断面図
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5 発見遺構と出土遺物
水田跡

1)3層水田跡

3層掘 り下げ中に4層が帯状に 1条東西方向に延びているのが確

認されたため、 3層水田跡に伴う擬似畦畔Bと 認定した。標高は

10.3～ 10.4mで、調査区の南側に下がっている。方向はE-3° 一N

で、規模は、検出長2.9m、 幅62～ 84cmを 測る。 3層 は黒色粘土層

で全域に分布している。層下面は耕作により攪拌されており、 4層

を巻き上げている。遺物は出土しなかった。

2)4層水田跡

4層掘 り下げ中に5層の帯状の伸びが東西方向に確認されたこと

から、 4層水田跡に伴う擬似畦畔Bと 認定した。標高は10.1～ 10.2m

で、北から南に向かって緩やかに下がっている。方向はE-3° 一N

で、規模は、検出長3.Om、 幅79～ 105cmで ある。 4層 は黒褐色粘土

層で、調査区の北端部で自然堆積層の 6層 に切られていることから

耕作域が北側には廷びていないものと捉えられる。層中に十和田 a

火山灰を小ブロック状に含んでいるため降灰後にそれほどの時間を

置かずに復旧された水田跡と考えられる。作土は 5層 を母材として

おり、層下面は耕作によって起伏に富んでいる。遺物は出土しなか

った。

4層

5 層

o                   2m

第21図  3層水田跡

第22図  4層水田跡 第23図  8層水田跡
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3)8層 水田跡

8層の掘 り下げ中に下層である10層の擬似畦畔Bを検出したものである。標高は9.9～ 10.lmで ほぼ平坦である。

方向はE一 〇
°―Nで、規模は、検出長2.3m、 幅70～94cmで ある。8層 は黒色粘土で、作土は10層、11層 を母材 と

している。層下面は耕作による凹凸が著しい。遺物は出土しなかった。

6 まとめ
1)水田耕作土

調査の結果、 3層、 4層、 8層において擬似畦畔Bを検出した。これ以外の層で水田土壌の可能性のある層とし

ては、断面観察から、下面の凹凸と直下層を起源とするブロック土の混在により、現代の水田耕作土の 1層 を除い

た 2層が水田層と考えられる。年代的には10世紀前半 (西暦915年)に降下したと言われている灰白色火山灰 (十

和田a)をブロック状に層中に含む 4層が、降灰直後の水田層と考えられることから、 2、 3層は10世紀前半以降

近 。現代以前の時間幅に収まるものと捉えられる。このうち 2層については、層中に灰白色火山灰を含まず、火山

灰降下直後に復旧された水田耕作土ではないことから近世頃に所属するものとされる。 3層 については、 4層土を

巻き上げていることから、 4層水田跡に連続して耕作されていたものと考えられることから中世頃の年代が与えら

れる。 8層については、降灰前の水田層と考えられること、59次調査区の 8層、97次調査区の 5a、 5b層 との姑

応が考えられることから古墳時代～平安時代前半の水田層と思われる。なお、前述調査間の各層の対応関係につい

ては以下のとおりである。出土遺物は、 1、 2層から土師器奏片が 1点ずつ出土した。

127次      97次       59次        所属年代

1層      1層       1層        現代

2層       2層       2層       近世

3層       3層       5層        中世

4層      4層       6層        平安時代 :灰 白色火山灰降下以降

5層

6層

8層   5a。 5b層      8層        古墳時代～平安時代 :灰白色火山灰降下以前

11層       8層        11層

2)ま とめ

① 今回の調査は、富沢遺跡の南端部、59次調査区の北側に近接する地点で実施した。

② 調査を実施した地点では現状地盤から深さ約2.2mま での地層は17層に分けられた。

③ 現代の水田耕作土層である1層を除き、 2、 3、 4、 8層が水田耕作土層と考えられる。

④ 水田の年代は、 2層が近世、3層が中世、4層が平安時代中葉～後半頃、8層が古墳時代～平安時代前半に所

属するものと考えられる。

引用・参考文献

阿子島功 (1991):「東北地方.10C頃の降下火山灰について」『中川久夫教授退官記念地質学論文集』

太田昭夫 (1991):「富沢遺跡第30次調査報告書第 I分冊 (縄文～近世)」 仙台市文化財調査報告書第149集

斎野裕彦 (1987):「富沢―富沢遺跡第15次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第98集

庄子貞雄・山田一郎 (1980):「宮城県に分布する灰白色火山灰について」『宮城県多賀城跡調査研究所年報1979』
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東日本の水田跡を考える会 (1990):「水田跡の基本的理解一水田跡の検出と認定」『第3回東日本の水田跡を考える会一

資料集』

平間亮輔 (1991):「富沢遺跡第59次調査報告書」F富沢・泉崎浦・山口 (3)』 仙台市文化財調査報告書第152集

吉岡恭平 (1997):「 富沢遺跡第97次調査報告書」『富沢・泉崎浦・山口遺跡 (11)』 仙台市文化財調査報告書第221集
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1 1層除去作業風景 (南西より)

3層水田跡検出状況 (南より)

畦畔は疑似畦畔Bと しての

4層

4層水田跡検出状況 (南より)

畦畔は疑似畦畔Bと しての

5層

■
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図版 6 調査状況
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8層水田跡検出状況 (南より)

畦畔は疑似畦畔Bと しての

10層

2 調査終了時状況 (北東より)

3 東壁土層断面 (西より)

図版 7 調査状況・土層断面
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Ⅳ 富沢遺跡 (第 128次)発掘調査報告書

1 調査要項
遺  跡  名  富沢遺跡 (宮城県遺跡番号01369)

調 査 地 点  仙台市太白区長町南四丁目H-1

調 査 期 間  平成15年 7月 22日 ～ 8月 1日

調査対象面積  242だ

調 査 面 積  75∬

調 査 原 因  共同住宅建設

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育委員会文化財課

担 当 職 員  主査 渡部弘美  文化財教諭 大倉秀之 教諭 豊村幸宏

2 遺跡の位置と環境
遺跡の環境及び地形、地質については、第127次発掘調査報告書の他に富沢遺跡第15次調査報告書 (斎野・豊

島 :1987)、 第24次調査報告書 (豊島 :1988)、 第30次調査報告書 (太田 :1991)に 詳しい記載があるのでこれらを

参照されたい。今回の調査地点は、昭和62年から

昭和63年に発掘調査され、後期旧看器時代のナイ

フ形石器や埋没林、毬果等が発見された30次調査

区の南西側、平成4年に実施された82次調査区の

西側に位置し、遺跡中央部の住宅地に当たり標高

は約10mである。

3 調査に至る経過と調査方法
平成15年 7月 11日 付で株式会社深松組代表取締

役深松勇氏より仙台市太白区長町南四丁目H-1

に於ける鉄筋コンクリート造5階建共同住宅建築

工事に係わる発掘届が提出された (教生文第 2-

86号で回答)。 これを受けて平成15年 7月 22日 に、

建物予定地内に東西15m、 南北 5mの調査区を設

定して調査を実施した。調査地内は厚さ1.5m～

1.8mの盛土に覆われていたことから、重機によ

り盛土を除去した後、盛土下の1層上面で、東西

1lm、 南北2.5mに 調査区を縮小し人力で2層以下

の掘り込みを行った。 5層上面までは調査区全面

の精査を行い 5層以下は調査区北東コーナー部分

に東西 3m、 南北 lmの下層調査区を設けて 9層

まで掘り下げ、断面調査を実施した。

0            10m

建物予定範囲

隣

地

境

界

線

第24図 調査区配置図
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0                         2m

十  色 土性 備 考 雷疱 土 色 土性 構 考

jY2/1黒包 シルト留粘 7 jY2/1黒色 泥炭質粘上 オリーブ熱色お土を掘状に含む。種筋遺体を多畳にeる。自然推語層。
10YR1 7/1黒色 焙 土 郎隣監織 疵、ど OVR17/1塁存 泥炭質粘土

互層。植物遺体を多量に合も。自然増債層。OYR3/1オリーブ黒色 粘土 圏下面に反白也火山反小カ ックを合も。植協捜格を合むム大tg耕作キト OYR/1オサーザ里tI 漏置檀ξ紺十

灯2/1黒色 粘土 兎白色火山灰カ ックをetr。 掘土如 ック、勘 謹饒 會転水日耕作土. :5Y5/2灰オリーブ

呻一呻
6VR1 7/1塁 魯 湛語暫漱十 彊土カ ツクを含む。植物遺体を多量に含むも水田耕作土。 :6Y2/1黒色
5Y4/1灰■ 滉簾暫粘十 黒色粘土、灰色粘生を橘榊と含む。植物遺体を多量に含む。自然堆積層。

第25図 調査区北壁 。東壁断面図

4 基本層位
区画整理の際の盛土が1.5m～ 1.8mあ り、その下に旧表土の水田耕作土 (1層 )がある。調査区で確認した基本

層は、盛土下から標高7.3mま で9層である。

1層

2層

3層

4層

5層

6層

7層

8層

9層

黒色シルト質粘土。層厚は10～24cmである。下面は緩やかに起伏している。層下面に厚さl cmの

酸化鉄集積層がある。旧水田耕作土。

黒色粘土。層厚は6～23cmである。下面は凹凸が著しく、 3層土を巻き上げている。水田耕作土。

オリーブ黒色粘土。層厚は2～ 14cmである。灰白色火山灰小ブロックを含む。層下面は緩やかに起伏

している。水田耕作土。

黒色粘土。灰白色火山灰小プロックを含む。層厚は3～ 19clllである。層下面は緩やかに起伏しており、

5層土を含む。本田耕作土。

黒色泥尿質粘土。層厚は3～24cmである。層下面はやや起伏があり6層土を攪拌している。水田耕作

土。

灰色泥炭質粘土。層厚は4～ 16cmで ある。黒色粘土、灰色粘上を縞状に含む。層下面は平坦である。

自然堆積層。

黒色泥濃質粘土。層厚は8～ 12cmである。オリーブ黒色粘土を縞状に含む:層下面は平坦である。

自然堆積層。

黒色泥炭質粘土。オリーブ黒色泥炭質粘土。灰オリーブ色泥え質粘土の互層。層厚は13～20cmである。

層下面は平坦である。自然堆積層。

黒色泥え質粘土。層厚は18cm以上である。自然堆積層。

5 まとめ
1)水田耕作土

調査の結果、畦畔状の高まりなどの水田にかかわる遺構は確認されなかった。断面観察から、下面の凹凸と直下

層を起源とするプロック上の混在により、現代の水田耕作上の1層 を除いた2層、 3層、 4層、 5層が水田層と考

えられる。年代的にはlo世紀前半 (西暦915年)に降下したと言われている灰白色火山灰 (十和田a)をブロック
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状に層中に含む 4層が、降灰直後の水田層と考えられることから、 2、 3層は10世紀前半以降近・現代以前の時間

幅に収まるものと捉えられる。このうち、 2層については、層中に灰白色火山灰を含まず、火山灰降下直後に復旧

された水田耕作上ではないことから近世頃に所属するものと指摘し得る。 3層 については灰白色火山灰小ブロック

を含み、火山灰降下以降連続して耕作が続けられていたと想定されること、82次調査区の 3層 との姑応が考えられ

ることから平安時代中葉～中世頃の年代が考えられる。 5層 については、降灰前の水田層と考えられること、82次

調査区の 5層 との対応が考えられることから古墳時代～平安時代前半の水田層と思われる。なお、前述調査間の各

層の対応関係については以下のとおりである。出土遺物は、 2層上面から外面に叩き日、内面に当て具痕のついた

須恵器奏体部片 1点と2層中から桃の種子が 1点出土した。

128次     82次       30次       所属年代

1層     1層       1層       現代

2層      2層     2・ 3層       近世

3層      3層     4・ 5層      平安時代中葉～中世

4層      4層     6。 7層      平安時代前半

5層      5層      8a層       古墳時代～平安時代前半

6層    6・ 7層    8d。 9層

7層     8層       10層       弥生時代

8層      9層       11層

9層      10層       12層

2)ま とめ

① 今回の調査は、富沢遺跡の中央部、30次調査区の南西側、82次調査区の西側に近接する地点で実施した。

② 調査を実施した地点では,現状地盤から深さ約2.81nま での地層は 9層 に分けられた。

③ 現代の水田耕作土層である 1層を除き、 2、 3、 4、 5層が水田耕作土層と考えられる。

④ 水田の年代は、 2層が近世、 3層が平安時代中葉～中世、 4層が10世紀前半頃、 5層が古墳時代から平安時代

前半に所属するものと考えられる。

引用 。参考文献

阿子島功 (1991):「東北地方。10C頃の降下火山灰について」『中川久夫教授退官記念地質学論文集』

五十嵐康洋 (1993):「富沢遺跡第82次調査報告書」『富沢・泉崎浦。山口遺跡 (5)』 仙台市文化財調査報告書第171集

太田昭夫 (1991):「富沢遺跡第30次調査報告書第 I分冊 (縄文～近世)」 仙台市文化財調査報告書第149集

斎野裕彦 (1987):「宮沢―富沢遺跡第15久発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第98集

庄子貞雄・山田一郎 (1980):「 宮城県に分布する灰白色火山灰について」『宮城県多賀城跡調査研究所年報1979』

東日本の水田跡を考える会 (1990):「水田跡の基本的理解―水田跡の検出と認定」『第3回東日本の水田跡を考える会一

資料集』

平間亮輔 (1989):「富沢遺跡35次調査報告書」仙台市文化財調査報告書第150集
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1 5層上面状況 (東より)

2 深掘り部全景 (西より)

響 盈 _

3 北壁土層断面 (南より)

図版 8 調査状況・土層断面
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ィ 漆t、「代

捧

1 東壁土層断面 (西より)

2 南壁土層断面 (北より)

3 南壁土層断面 (北より)

図版 9 土層断面
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V 富沢遺跡 (第 129次)発掘調査報告書

1 調査要項
遺  跡  名  富沢遺跡 (宮城県遺跡香号01369)

調 査 地 点  仙台市大白区泉崎1丁 目21-13

調 査 期 間  平成15年8月 18日 ～9月 3日

調査対象面積  821.5だ

調 査 面 積  48∬

調 査 原 因  共同住宅・地下ピット型機械駐車場建設

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育委員会文化財課

担 当 職 貝  主査 渡部弘美  文化財教諭 大倉秀之 主事 鈴木隆

2 遺跡の位置と環境
富沢遺跡は、仙台市の南東部、JR長町駅の西側一帯に位置し、仙台市太白区長町南 。富沢・泉崎に所在する。

遺跡は名取川と広瀬川に挟まれた沖積地 (郡山低地)の西半部にあり、北西を丘陵、他を自然堤防で囲まれた後背

湿地を中心に立地している。遺跡の総面積は約90haに も及ぶ。なお富沢遺跡の地理的・歴史的環境については、富

沢遺跡第15次調査報告書 (斎野・豊

島 :1987)、 第24次調査報告書 (豊

島 :1988)、 第30次調査報告書 (太

田 :1991)に 詳しい記載があるので

これらを参照されたい。今回の調査

地点は、遺跡の西南部にあたり、周

辺の調査としては、西側隣接地点に

おいて昭和60年に実施した21次調査

の他、95次、97次調査がある。

3 調査に至る経過と調査方法
平成15年 5月 26日付でみずほ信託

銀行株式会社管理部長坂田雄一郎氏

より仙台市太白区泉崎1丁 目21-13

における鉄筋コンクリート造 9階建

共同住宅・地下ピット型機械駐車場

建築工事に係わる発掘届が提出され

た (教生文第2-41号で回答)。 建築

工事には杭基礎工事を伴い、また工

事地点においては周辺での調査成果

から水田土壌や遺構が良好に遺存し

隣 地 境 界 線

10m

建物予定範囲

第26図 調査区配置図
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『

二」岸一f_

土   色 土  性 備 考 層 統 十   色 土 性 備 考

1 25Y3/1黒 褐色 砂質シルト 下面に酸化鉄の集積層を含む。現代の水田耕作土。 6 10YR4/1褐灰色 粘土 7層土をラミナ状に含む。

10YR4/2灰黄褐色 砂質シルト 下而に酸イ監鉄の集梧層を含む。調査区南半に分布ぅ 7 10YR2/1黒色 粘土 下面に著しい凹凸あり。

10YR5/2灰黄褐色 ,チ堤 ン,レト 径1～3cmの灰白色火山反ブロックを多く含む。調査区北半に分布。 8 75Y72灰オリープ色 砂質シルト

R OVRR/1里 楊 砂 シ,レト 副査区】と半却軍(南半dま薄いおもしくは見られない。下面に著しい凹凸がみられる。 9 5Y72灰オリーブt 砂

4 10YR6/2灰追 シルト管砂 下部に5層起源の凝灰岩粒を少量含む。 ,Y4/1灰 色 ンヽ 一き【ラミナ状に堆稽ぅ下部に11層上の巻き込みあり。

5 砂 下面に酸イヒ鉄の実積層を含む。径I～3cmの凝灰岩礫を多量に合む。 ,V6/2反 オリープf シルト

第27図 調査区東壁・北壁断面図

ていることが明らかであった。よって工事着手前に発掘調査を実施することとした。調査は平成15年 8月 18日 に開

始した。まず建物建築予定地内に東西15m、 南北10mの調査区を設定し、重機により盛土整地層部分を18m除去

した後、盛土下の 1層上面検出範囲を東西 8m、 南北 6mと し、その後5層上面検出範囲を東西3.5m、 南北2.5mに

縮小し、H層まで遺構検出作業と掘 り込みを行った。調査は安全面に配慮して、現地表から-3.lmの 11層中まで

掘り下げたところで終了した。

4 基本層位
区画整理の際の盛土が1.8mあ り、その下に旧表土の水田耕作土 (1層)がある。調査区で確認した基本層は、

盛土下から標高10.5mま で大別11層、細別12層 である。

1 層  黒褐色砂質シルト。層厚は 2～ 14cmである。層下部に酸化鉄の集積がある。現代の水田耕作土。

2a層  灰責褐色砂質シルト。層厚は 2～ 17cmである。層下部に酸化鉄の集積がある。調査区南半にのみ分布。

水田耕作土。

2b層  灰黄褐色粘土。層厚は 3～ 12cmである。径 1～ 3 cmの灰白色火山灰 (十和田 a)ブロックを多く含む。

調査区北半にのみ分布。水田耕作土。

3層   黒褐色砂質シルト。層厚は 3～ 17cmである。調査区北半で厚 く、南半では薄い。層下面に著しい凹凸

が見られる。水田耕作土。

4層   灰黄褐色粘土。層厚は 8～31cmで ある。層下部に 5層起源の凝灰岩粒 (径 1～ 2 cm)を 少量含む。自
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2b層                畦畔状遺構

0                    2411

第28図  2a。 2b層遺構配置図

然堆積層。

5層   にぶい黄橙色砂。層厚は18～ 35clllで ある。層下部に酸化鉄の集積あり。部分的に粗砂を含む。径 1～

3 clllの凝灰岩礫を多量に含む。自然堆積層。

6層   褐灰色粘土。層厚は 7～ 14cmである。 7層土をラミナ状に含む。自然堆積層。

7層   黒色粘土。層厚は 9～17cmである。層下面に著しい凹凸あり。自然堆積層。

8層   灰オリーブ色砂質シルト。層厚は 6～28cmである。自然堆積層。

9層   灰オリーブ色砂。層厚は60cm以上である。径 1～ 5 clllの凝灰岩礫を多量に含む。自然堆積層。

10層   灰色砂質シルト。層厚は35cm以上である。一部ラミナ状に堆積し層下部に11層の巻き込みあり。自然

堆積層。

11層   灰オリーブ色砂質シルト。層厚は45cIIl以上である。自然堆積層。

5 発見遺構と出土遺物
1)溝跡

SDl 清跡

調査区南半の 2a層上面で検出した。調査区内を東

西方向に延びているが、西半部でやや北向きに屈曲す

る。規模は、検出総長8.Om、 上幅36～ 66clll、 下幅10

120mtt    l・ A

層位 土  色 土性 備 考

l 10YR4/1褐灰色 省土質シル 駿イヒ鉄斑を少量含む。炭イヒ物粒を微量に合む。

2 10YM/2灰黄褐色 古土質シル 酸化鉄斑を全体に合む。10YR3/1黒 褐色 (3層 )プロックを合も

3 OYR71褐 灰fl t群を/J/h畳含むハ

第29図 SDl清跡断面図
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～42cm、 深さ14～31cmである。断面形は半円形を呈し、壁は底面から九みを帯びて外傾して立ち上がる。底面は平

坦である。堆積土は 3層 に分かれ 1、 2層は人為堆積、 3層 は自然堆積と考えられる。遺物は 1層からロクロ土師

器奏片 1点、須恵器奏片 1点が出土した。

2)畦畔状遺構

調査区北東部の 2b層上面で 2条検出した。東西方向に延びており、いずれも調査区中央部で途切れている。規

模は北側のものが検出総長3.6m、 上幅18～ 22cIIl、 下幅26～ 32cm、 高さ2～ 4 cm、 南側のものが検出総長3.2m、 上

幅17～ 21cm、 下幅27～ 29clll、 高さ2～ 3 cmである。両者の間隔は芯芯間1.5mで ほぼ平行である。 3層 を盛り上げて

作られており、断面形は台形を呈する。周辺の精査を行ったが、関連する遺構が確認されなかったことから畦畔と

断定するには至らなかった。

β 可1

O                            mノ

∃中番弓 登録番号 種房U・ 出土地 区 兵本 層位 回径 '幅 特 徴 写真図版

土 師 ユ (37) 在地。江戸時代 外面 :ロクロナデ 内面 :ロクロナデ 14-1

2 1 1層 肥前 18c後半染付蛸唐草文 14-2

第30図  出土遺物

6 まとめ
1)水田耕作土

調査の結果から水田土壌と考えられるものは、現代の水田耕作土である 1層 を除くと、 2a層 、 2b層、 3層で

ある。また 2a層において溝跡 1条、 2b層 において畦畔状遺構2条を検出したが、これらについては、水田耕作

に係わる何らかの遺構の可能性が考えられる。年代的には10世紀前半 (西暦915年)に降下したと言われている灰

白色火山灰 (十和田a)をプロック状に層中に含む 2b層が、降灰直後の水田層と考えられることから、 2a、 2

b層は10世紀前半以降近 。現代以前の時間幅に収まるものと捉えられる。このうち2a層 については、層中に灰白

色火山灰を含まず、火山灰降下直後に復旧された水田耕作土ではないことから平安中期より時代の下がるものと思

われる。 3層については、降灰前の水田層と考えられることから古墳時代～平安時代前半頃に位置付けられよう。

なお、周辺部での調査との各層の対応関係については以下のとおりである。出土遺物は、 1層から江戸時代の上師

質土器鉢 (I-1)、 18世紀後半の肥前染付碗 (」 -1)、 瓦質土器片1点、18世紀代の肥前染付碗片1点、江戸時代の

肥前染付皿片1点、明治以降の磁器輪花皿片1点が出土した他、 3層から打製石器剥片1点が出土した。

129次      95次

1層     1層

21次

1層

4a層

4b層

5層

6層

7層

8・ 10層

13・ 14層

18層

2a層

2b層

3層

4層

5層

6層

7層

8層

4a層

4b層

5a層

5b層

所属年代

現代

平安時代 :灰白色火山灰降下以降

古墳時代～平安時代 :灰白色火山灰降下以前

層

層

層

６

　

　

ａ

　

　

９
，
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2)ま とめ

① 今回の調査は、富沢遺跡の西南部、21次調査区の東側に隣接する地点で実施した。
② 調査を実施した地点では現状地盤から深さ約3.lmま での地層は大別11層、細別12層に分けられた。
③ 現代の水田耕作土層である1層 を除き、 2a、 2b、 3層が水田耕作土層と考えられる。
④ 水田の年代は、 2a層が平安時代後半～近世、 2b層が平安時代中葉～後半頃、 5層が古墳時代～平安時代前
半に所属するものと考えられる。

引用。参考文献

我妻 仁 (1997)

阿子島功 (1991)

太田昭夫 (1991)

斎野裕彦 (1987)

「富沢遺跡第95次調査報告書」『富沢・泉崎浦・山口 (11)J仙台市文化財調査報告書第221集

「東北地方。10C頃の降下火山灰について」『中川久夫教授退官記念地質学論文集』

「富沢遺跡第30次調査報告書第I分冊 (縄文～近世)」 仙台市文化財調査報告書第149集

「富沢一富沢遺跡第15次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第98集

庄子貞雄 。山田一郎 (1980):「宮城県に分布する灰白色火山灰について」『宮城県多賀城跡調査研究所年報1979』

東日本の水田跡を考える会 (1990):「水田跡の基本的理解―水田跡の検出と認定」『第 3回東日本の水田跡を考える会―

資料集』

吉岡恭平 (1997):「富沢遺跡第97次調査報告書」『富沢・泉崎浦・山口遺跡 (11)』 仙台市文化財調査報告書第221集

渡辺 誠 (1986):「富沢水田遺跡一年報7-」 仙台市文化財調査報告書第94集



V 富沢遺跡 (第129次 )

1 調査区全景 (南西より)

2 2a層・2b層上面状況 (西より)

3 SDl溝跡検出状況 (東より)

図版10 調査状況
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l SDl溝跡土層断面 (東より)

2 SDl溝跡全景 (東より)

3 2b層上面畦畔状遺構検出状況
(東より)

図版1l SDl溝跡・畦畔状遺構
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1 畦畔状遺構全景 (東より)

2 東壁土層断面 (西より)

3 東壁土層断面 (西より)

図版12 畦畔状遺構・土層断面
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1 東壁上層断面 (西より)

2 東壁土層断面 (西より)

3 東壁土層断面 (北西より)

図版13 土層断面
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1 北壁土層断面 (南より)

2 北壁土層断面 (南東より)

稗 i韓二

1 土師質土器 鉢 I-1(1層  第30図 1)

縄 ジ

※縮尺は任意とする。

2 磁器 碗 J-1(1層 第30図 2)

図版14 土層断面 。出土遺物
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Ⅵ 富沢遺跡 (第 130次)発掘調査報告書

1 調査要項
遺  跡  名  富沢遺跡 (宮城県遺跡番号01369)

調 査 地 点  仙台市太白区長町南四丁目6-1

調 査 期 間  平成15年9月 16日 ～12月 10日

調査姑象面積  652ど

調 査 面 積  156だ

調 査 原 因  共同住宅建設

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育委員会文化財課

担 当 職 員  文化財教諭 宮内 周  主任 荒井 格 文化財教諭 大倉 秀之

2 遺跡の位置と環境
遺跡の環境については、第127次発掘調査報告書を参照されたい。今回の調査地点は、富沢遺跡保存館の南東側

にあたり、昭和63年に実施された第37次 。第43次調査の西側に隣接し、平成 2年に実施された第58次調査の南側に

位置している。現標高は約1lm～12mで、調査対象地内は南西から北東に傾斜しており、北東部の標高が一番低く

なっている。

3 調査に至る経過と調査方法
平成12年 9月 18日 付けで、地権者である庄子とよ氏よ

り仙台市太白区長町南4丁 目6-1地内におけるパイル

打ちを伴うRC6階建共同住宅建設に関わる協議書が提

出された。当該地は富沢遺跡の中央部に位置しているた

め、平成12年 9月 20日付けの教生文第 6-28号により仙

台市教育委員会で発掘調査が必要である旨の回答を行っ

た。平成12。 13年度の調査予定がすでに決定していたた

め、平成14年度の発掘調査として受託することで了解を

得たが、その後申請者の諸事情により、調査は平成15年

度に行うこととなった。発掘届は平成15年 8月 1日 付け

で提出されている。

調査箇所は、弥生時代から近世の水田跡や後期旧石器

時代の遺構 。遺物の他、当時の樹木遺体や植物化石、昆

虫化石などが発見された富沢遺跡第30次調査区 (現富沢

遺跡保存館)の南東側にあたるため、後期旧石器時代の

層位まで調査を行う必要があった。調査箇所及び周辺は

以前に水田として利用されていたが、富沢地区の区画整

理に伴って盛土がなされており、近隣の調査結果からそ

〕

IY=38400

X=-1"6260

X=-19i6400

X=-1"6600

|    |
0            20m

(1/800)

第31図 調査区配置図
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調査区
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の厚さは2mほ どと推定された。そのため、重機による盛土と旧耕作土 (1層 )の除去を行い、その下層 (2層 )

から人力による調査を行うこととした。調査範囲は共同住宅建設予定地内の中央部に盛上の上面で南北19m、 東西

21mと 設定し、調査開始時の面積を旧耕作土直下で南北12m、 東西14mと 計画したが、調査区南側の盛土が2.8m

ほどもあったため、実際には南北約1lm、 東西約13mの範囲での調査となった。

調査は 9月 16日 から開始し、 2層から7層 まで水田跡の調査を行った。さらに下層を遺構・遺物の有無を確認し

ながらグライ化の始まる20層の上面まで掘り下げた①19層下部と20層では縄文時代早期と考えられる遺構・遺物を

検出し、22層で後期旧石器時代の樹木を確認した。27層で湧水と壁面の崩落により調査が困難となったため、標高

約 5mに達した時点で掘り下げを中止した。その後、壁面の記録や土壌サンプルの採取などの最終的な作業を行い、

12月 10日 に野外調査を終了した。

現場での調査の他に、調査区壁面より採取した土壌を試料としたプラントオパール分析、火山灰分析、花粉分析

と珪藻分析、出上した木製品の樹種同定と大型植物化石、昆虫化石の分析を外部に委託・依頼した。それらの結果

については本報告の 7に掲載している。

遺構の測量は、平面直角座標系 Xを基準として設定し、座標値X=-197,634.Omを S=0、 Y=3,834.Omを E=

0と 置き換えて行った。

4 基本層序
本調査区内で確認した層位は大別で27層である。さらに 3層、 4層、21層 を 2層 に分層し調査を実施しており、

細別では30層 となる。 1層が盛土以前の水田耕作土で、 2層から7層 までのうち3a層 ・3b層 を除く2層 ・ 4a

層 。4b層 ・ 5層・ 6層・ 7層の 6層が水田跡または水田土壊である。ただし、 4b層 は上層の耕作に伴う攪拌が

大きく、北壁の一部でしか検出されなかった。ハ層と二層は本来 6層の上に堆積していた層が、 5層以降の耕作に

よってほとんど攪拌され、東壁の5層畦畔の直下にのみ残存したものと考えられる。 6層中に「十和田a火山灰」と

考えられる灰白色火山灰が混入している。10層から15層 まで泥炭質粘土層が薄い粘土層を挟んで連続して堆積して

おり、20層からグライ化が漸次始まっている。19層下部と20層 中では縄文時代早期と考えられる遺構・遺物を検出

している。21a層 は砂とシルトの互層で層の厚さが100～ 120cmあ ったが、大量の土砂が急激に流れ込んで形成され

た自然堆積層と判断して分層せず単層として調査した。21b層 で毬果が出土し、22層では後期旧石器時代の樹木と

種子・毬果・昆虫化石などを検出している。26層 中では標高 5m20cm～ 30cmでテフラ分析によって姶良Tn火山灰

との結果が得られている灰白色シルトが確認された。

第30ツκ 第58次 第37次 第43次 第 57次 第67次 第 130次 所属時期

層位 遺構 層位 遺構 層位 遺構 層位 遺橋 層位 遺樗 層 位 婚イ立 遺構

] 1 1 1・ 2 ユ 1 現代

2 畦 畔

2a・ b 2a・ 2b 2a・ 2b

畦 畔 3 耕 作 土 耕作土 耕作土 耕作土 近世以 降

砂 3a・ 3b

3 Mf畔 畦畔 3 耕作土 4 畦畔 耕作土 近世

砂

4 畦畔 畦畔 昨 畔 4a 畦畔 中世

砂

耕作土 中世 ?

5 畦 畔 5 耕作 土 畦畔 6 耕作土 4 畦畔 5 畦畔 中 世

6 畔 畦畔 6 畦 畔 平安

7 畔 平安

7 畦 畔 平安

6 3 7

7 8

4 9

8 5 8 7

11

9 6 5c 9 8

9 6

7 11 13

11 8 7 12-14 14

9 8

9 17

第 1表 基本層序 層位対応表
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第32図  調査区東壁断面図 (1/60)

層位 土  色 土   性 層  厚 備  考
ユ 10YR3/1   黒 粘土質 シル ト 約 15cm 旧耕作土

2 5Y3/1    オリ 粘土 1～ 4clll 細砂を含む。本田土壌。

3～ 10clll 同色粘上をわすかに含む。調径区南側にのみ分布。

10YR4/4 3～ 14cll 層下部に25Y4/2暗 灰貢色ンルトを数 mn～5cmの厚さで含 む。調査 区爾側 でのみ分布 。

栖 工 4～ 32cll 層全体 に少 を多 く含むが潮 査 区南 内では少 の交 しりが少ない。本 田土壌 。

10YR3/1  黒褐色 粘土 2～ 17cll 紗を含む。調査 壁北壁の一剖,で確 認。

5 5Y2/1   黒色 粘土 2^ヤ 39cm 水田土壌。

6 25Y3/3  暗オリープ褐色 粘土 1～ 31cm 灰自色火山灰、10YR2/1黒 色粘上を含む。調査区南側では上層の耕作の影響で残りが悪い。

水田土壌。

7 1 粘土 2^ヤ30cm 本 田土壌 。

10YR2/1 土 1-30ctl tEL物遺体をわすかに含む。10YR6/2仄 貢褐 色粘上を行状 に含む。

堂」L 1～ 7clll 櫃物遺体をわすかに含む。

10YR2/1  黒色 泥炭質粘土 2～ 8clll

10YR2/1  黒色 泥炭質粘土 6～ 16cm 植物遺体を含む。

10YR2/3  黒褐色 泥炭質粘土 13～ 28clll 植物遺体を多く含む。

ユ 10YR4/2  灰 粘土 1～ 13cm 植物損なをわずかに含む

10YR2/1 泥炭質粘土 1～8伽 層下部に渾い帝状の粘土層 (10YR6/2灰 貢褐色 )を部分的に含む。層上面に起伏が見られる。

10YR1 7/ユ 炭管粘 土 5^-15cm lEL物 遺体を含む。

4/2 粘 土 2-8cm IEL物 遺体をわすかに含む

17 10YR1 7/1 黒色 粘土 15～ 23clll 25Y4/1貢 灰色粘上を行状に含む互層 。IEL物 遺体を含む。

10YR1 7/1 黒色 粘土 16-26cm 槌物潮 T・を含む。

25Y3/1 粘土 13-34cШ 植物遺体を含む。層全体に砂を含み、層下半ほど粗めの砂になる。

5Y3/ユ    オリーブ 粘土 7～41cn 砂や小礫を含む。グライ化が漸次始まる。

21a 75GY6/1
75GY5/1

粘土

砂

105～1もclll 粘土と砂との互層。シルトや綱砂、粗砂を含み、硬く締まった粘土層が見られる。

5 粘 土 4-9cII lE物遺体をわすかに含む。毬果を校 出。

10YR3/2  黒褐色 粘土 3^-1lcm

25GY6/1  オリープ灰色
75Y5/2  灰オ リーブ色

粘土質シルト

砂

15～ 27cln 粘土質シルトと抄 が混在 し、小礫 を含む。層 の 卜向にやや乱 れが見 られる。

24 5Y3/2   オリーブ 粘土 1～3cn 植物遺体を含む。西側にのみ分布。

25 25GY6/1  オ リーブ灰 シルト 35～46cm 同色砂質シルトを含む。

26 5Y5/2   灰オリーブ 粘 土 10-20clll 部分的に5Y5/2灰オリーブ色粘上、25Y5/2暗灰 責色粘上、5Y5/2灰オリーブ色シルト(含
25GY6/1オリーブ灰色粘土質シルト)、 75Y7/1灰 白色シルト(姶良Tn火山灰 )の 4層に細分さ
才ιる。

27 25GY6/1  オリーブ灰色 粘土質 シル ト 18～ 25clll

イ 25Y4/1  責灰色 砂 Юclll(最 大厚 ) 粗砂。10Y馳 /1褐灰色粘上を北側にわず力ヽ こ含む。層底部に75Y5/2灰オリーブ色シルト層を
帯状に含む。

10YR3/1  黒褐色 粘土 14cm(最大厚 ) 5層よりやや明るい色調。5層上のプロックを層底部に含む。
5Y2/1   黒色 粘 土 8clll(最大厚 ) 5層 よりややくらい色調 。

10YR3/1  黒褐色 粘 土 16cm(最大厚
SX4 1 25Y3/3  暗オリーブ褐色 粘 土 30cm(最大厚 炊 自色火 山灰 をプロツクで大量に含む。

SX4 2 25Y3/1  黒褐色 粘土 10cm(量大厚

第 2表 基本層序
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Ⅵ 富沢遺跡 (第 130次 )

5 検 出遺構 と出土遺物
1)2層上面検出遺構 (第36図①)及び2層出土遺物

〔検出遺構〕

2層 は盛土及び1層の耕作の影響のため 1～ 4 cmの厚さでわずかに残存するのみであったが、東西方向に延びる

畦畔痕跡と、それにほぼ直交して南に延びる畦畔痕跡をT字形に検出し、3つの区画を形成していたと考えれれる。

西から東に延びる畦畔痕跡は調査区外へと続いており、さらに延長すると推定される。検出長は13m50cmで、方

向はE-9.5° 一Nである。南に廷びる畦畔痕跡も調査区外へと続いていると考えられるが、南東の区画を形成して

いた畦畔のラインは明瞭ではなく、図では遺構の記録写真や南壁の土層観察からの推定線を破線で示した。南北方

向の畦畔痕跡の検出長は5m60cmで、方向はN-2° 一Eである。水田区画の面積は①が66.5∬以上、②が42.0∬以

上、③が23.77ど以上である。

〔出土遺物〕

2層中からは、土師器片、磁器片、土製品などが出土しているが、いずれも小破片である。磁器片 (」
-1)は

18世紀頃の肥前染付皿で、くらわんか手の見込部分である。土製品 (P-1)は遺存状態が良好ではなく、形状や

用途も不明であるため、写真のみ掲載した。土師器片は水田耕作に伴い下層から巻き上げられたものと考えられる。

〔所属時期〕

2層 は残存状況が悪く、出土遺物も少ないが、」-1が18世紀頃の遺物であることと、周辺の調査区との層位の

対比により、近世以降の水田跡と考えられる。また、この2層上面で確認した畦畔痕跡のうち、東西方向のものは、

区画整理以前の畦畔と位置・方向が一致するが、区画整理以前の地図では南北方向の畦畔は記録されていない。こ

れらのことから、 2層で確認した畦畔痕跡は区画整理以前より古い時期のものと考えられる。

2)3層上面検出遺構

3層は砂層で水路・河川などからの氾濫堆積土と考えられる。調査区の南半には分布していたが、北半では全く

確認されなかった。 3層上面では性格不明遺構 (SXl)を 調査区西側寄りのE5、 S7の交わる位置で検出してい

る (第34図 )。 SXlは、平面形は南北に長い不整形を呈しており、規模は南北112cm、 東西78cm、 深さ8cmである。

SXlか らの出土遺物はない。

E5

S6+

S8+
E5

E14

S3-トS4+

為に⊃ど
SX2

餡十
E8

蜘
じ

辞

SX3

箭+
E14

A
引  2

0                                 2rn

(1/611)

第34図 性格不明遺構平断面図 (司 /60)

ゴ S�  皆m tt SX2俸m
物    賜

SXl

層 土   色 土性 備   考
あY3/1 オリーブ塁色 砂 10VR4/3に ぶ い音楊 色砂 と、粘 十を含 む .

3層検出性格不明遺構

SX3
層 土   色 土性 備   考
5Y4/1 灰色 粘土 5Y4/2灰 オリーブ色砂 を層底部に含む。

5Y4/2 灰 オリープ色 同色砂 を含む。

2 うY3/1 オリーブ黒任 粘 十 同色砂 を多 く含 むぃ 酸イイ鉄 を含 む。

4層検出性格不明遺構
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3)4a層上面検出遺構 (第36図②)及び4a層出土遺物

〔検出遺構〕

4a層上面では、東西方向に廷びる畦畔とそれにほぼ直交  、
して南に延びる畦畔痕跡をT字形に検出し、畦畔上で性格不

明遺構2基を検出した。東から西に延びる畦畔は調査区外へ

と続いてお り、さらに延長すると推定される。検出長は

13m44cmで、方向はE-8° 一Nである。南に廷びる畦畔も

調査区外へと延長すると考えられる。検出長は 6m16cmで、

方向はN-2.5° 一Wである。 2条の畦畔はともに 5層の畦畔

とほぼ同位置にあり、断面観察からも5層の畦畔を踏襲して

造られたと考えられる (第35図 )。

畔 92m

士

0                                 1m

(1/30)

第35図  4a層畦畔断面図 (刊 /30)

畦畔の上端の幅は東西方向が80～ 140cmと 広いのに対し、南北方向が10～40cmと 狭 く、東西方向の畦畔を基準と

して区画がつくられたと考えられる。調査区内で確認できた3つの区画はいずれも調査区外へと広がっているため、

全体は確認できなかった。南側で検出した 2つの水田区画は水路又は河川の氾濫によると考えられる 3層の自然堆

積層に覆われていたため、当時の水田面が比較的良好な状態で残されていた。3つの区画のうち、北側の区画①が

標高 9m20cm～ 9m25cmと 最も高く、南の区画②は標高 9 mllclll～ 9m18m、 ③は9m10cm～ 9m17cmと なってお

り、その差は最大で15cmほ どであり、南側の区画が一段低くなっていた。水田区画の面積は①が44.9∬以上、②が

41.7�以上、③が31.9∬以上である。

性格不明遺構2基は東西の畦畔上で検出した (第34図 )。 SX 2は調査区中央から北西寄りのE8、 S5の交差する

付近で確認した。平面形は東西に長い不整形を呈しており、規模は東西54cm、 南北40cm、 深さ7 cmである。SX 3

は調査区中央から北東寄りのE14、 S4の交差する付近で確認した。平面形は東西に長い不整形を呈しており、規

模は東西110cm、 南北50cm、 深さ12clllである。SX 2、 SX 3と もに出土遺物はない。

4a層水田跡の調査後、 4a層除去中に南北方向の畦畔とほぼ同じ位置で、5層 と4a層 からなる帯状のプランを

確認し、 4a層に伴う擬似畦畔Bと捉えた (第36図③)。 本来擬似畦畔Bは水田土壌の直下層が自然推積層である場

合に用いられる (斎野 :1987)が、今回のケースは、富沢遺跡第86次調査の『連続耕作の水田跡にともなう「擬似

畦畔B」 について』で報告 (佐藤 :1997)さ れた Iタ イプ (中間の水田土壌が帯状にのみ存在するもの)に該当す

ると判断されたため、擬似畦畔Bと して取り扱った。

また、4a層 の下層には北壁の断面観察で4b層の存在を確認しているが、平面上では畦畔などの遺構は認められ

なかった。 4b層はプラントオパール分析の結果でイネと同時にムギ類の栽培の可能性も指摘されている。詳しく

は後述の「7自然科学分析」の1)プラントオパール分析の項目を参照されたい。

〔出土遺物〕

4a層 中からは、土師器、陶磁器の小破片と、打ち込み杭、種子 (モモ 。オニグルミ)な どが出土している。

土師器片は 8点出土しているが、遺存状態があまり良好ではなく、登録できたものは 1点 (D-1)で あった。

D-1は南西の区画で出土した 2点の小破片が接合しており、ロクロ調整、内面黒色処理を施した必の底部である

が、水田耕作に伴って下層から巻き上げられたものと考えられる。

打ち込み杭は5点出土したが、いずれも上端を欠損している。 5点 とも芯持ち材を加工して尖端部を作り出して

いる。このうち、L-1、 L-3～ 5は等間隔で並んでおり、樹種が4点 ともクリであることから、同時期に存在し、

水田耕作に関わる何らかの施設を形成した杭列の可能性が考えられる。L-6(ク ロマツ)は尖端部を二面加工し

た打ち込み杭であり、数箇所に枝打ち痕が認められる。
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陶器片は南西の区画と畦畔上から合わせて 3点出土し、 2点が接合 (I-1)し た。12世紀頃の渥美産の甕または

壺の体部片である。砥石として転用 した痕跡が見 られ、稜線や表面が摩滅 している部分がある。もう 1点 (I-2)

はI-1と 同一個体と考えられる渥美産の小破片であるが、接合はしなかった。I-1と 同様に砥石として転用された

痕跡がある。

磁器片 (J-2)は 鎌倉時代後半 (13世紀後半から14世紀前半)の中国龍泉窯産青磁蓮弁文碗の体部片である。

〔所属時期〕

4a層の所属時期については、出土遺物は少ないが、I-1・ 2が12世紀頃、」-2が13世紀後半から14世紀前半の

ものであることや、周辺の調査区との姑比から、中世もしくはそれ以降と考えられる。

4)5層上面検出遺構 (第36図④)及び出土遺物

〔検出遺構〕

5層上面では、東西方向に延びる畦畔とそれにほぼ直交して南に延びる畦畔をT字形に検出した。東西方向及び

南北方向の畦畔とも調査区外へと続いており、さらに延長すると推定される。東西方向の畦畔は検出長が

13m80cmで、方向はE-95° 一Nである。南北方向の畦畔は検出長が 5m74cmで、方向はN-1° 一Wである。畦畔

の上端の幅は東西方向が110～ 214cm、 南北方向が 4～ 38cmと なっており、東西方向の畦畔を基準として区画がつ

くられたと考えられる。また、東西方向の畦畔は東に向かって徐々に広がっており、東側の畦畔上面で人の足跡を

検出している。調査区内で確認できた3つの区画は4層同様いずれも調査区外へと広がっているため、全体は確認

できなかった。また、南西区画の畦畔下端ラインは西壁の壁面観察の結果、4層の耕作に伴う影響で当初調査した

水田面よりも低くなることが確認されたため、推定の下端ラインを破線で復元したものである。 3区画のうち、北

側の区画①が標高8m8cm～ 9m14cmと 最も高く、南西区画②は標高 8m99cm～ 9m6cm、 南東区画①は8m89

cm～ 8m98cmと なっており、その差は最大で25cmほ どであった。水田区画の面積は①が35,3だ以上、②が35.0∬以

上、③が26.6だ以上である。

〔出土遺物〕

5層中からは、礫石器、打ち込み杭、材、陶器片、種子 (モモ)な どが出土している。

礫石器 (Kc-1)は 2条の畦畔が交わる位置の南東区画側から出土している。隅九三角形を呈したやや扁平な礫

の表裏両面に磨面が見られる。用いられている石材はデイサイトである。

打ち込み杭は6点出土しているが、L-9を除いて、いずれも上端部を欠損している。L-7(サ クラ属)は尖

端部を刃物で作り出した痕跡がわずかに残っているのみである。L-8(サクラ属)は折り取ってできた尖端部を

そのまま利用して杭としている。L-9(ヤナギ属)は「く」の字形に曲がった芯持ちの杭材である。尖端部にわ

ずかな加工痕がみられる。L-11(ヤナギ属)と L-13(ヤ ナギ属)は、尖端部を細かい加工によって作り出して

いる。L-14(ウ ツギ属)も 尖端部を細かい加工によって作出している。

材 (L-2)は南東区画の畦畔から出土している。樹種はウツギ属で先端部に一面のみの加工痕があるが、用途

は不明である。

陶器片 (I-3)は常滑産の奏または壺の体部片で、中世に属するものと考えられる。

〔所属時期〕

5層の所属時期については、I-3が中世頃の遺物であり、4a層が前述のとおり中世もしくはそれ以降と考えら

れること、直下層の6層中に灰白色火山灰が混入していること、周辺調査区との対比から、中世と考えられる。



Ⅵ 富沢遺跡 (第130次 )

5)6層上面検出遺構 (第36図⑤)及び出土遺物

〔検出遺構〕

6層上面では調査区の東側と西端で南北方向に延びる畦畔を 1条ずつ検出した。東側の畦畔は南側にも延びてい

たと考えられるが、上層の耕作による影響で、南側への延長は確認できなかった。検出長は 3m46cmで 、方向は

N-0.5° 一W、 上端20～ 63cmである。西端で検出した畦畔は検出長が 6m10cmで、方向はN-17.5° 一Eである。上端

での幅は検出できた部分で最大140cmで ある。検出した 2条の畦畔のつながりは小明である。

同じく6層上面では調査区の南側で東西方向の帯状のプランを確認した。検出長は 7m14cm、 方向はE-20.5° 一

S、 幅30～ 60cmである。 5層以前にやや窪んだ部分に堆積したものが、 5層以降の耕作による影響を受けずに一部

にのみ残ったと考えられるが、性格は本明である。

その他、調査区東壁で性格不明遺構 1基 (SX4)を検出している。SX41ま壁面での検出部分で南北65cm、 深さ30

cmである。断面形は上部が外側に開いたU字形を呈している。堆積土は2層に分けられ、上層は基本層 6層の暗オ

リーブ褐色粘土を起源とし、大量の灰白色火山灰をブロック状に含んでいる。下層は 7層 を起源とする黒褐色粘土

ブロックが混入している。

また、 6層除去後に調査区の北側で帯状のプランを検出した。検出長は1lm28cm、 方向がE-35° 一S～ E―

7.5° 一Sで、幅は40～94cmで ある。この帯状のプランは、 6層 を起源とする土壌中に 6層 と8層が交じり合った状

態であったことから、 6層の耕作に関わるものと考えられるが、 6層で検出した 2条の畦畔の位置と一致せず、調

査区の北壁と東壁の断面でも確認できなかった。

〔出土遺物〕

6層中からは打ち込み杭が 2点出土しているのみである。L-15(ヤ ナギ属)は調査区の中央からやや西側で検

出された。芯持ち材を素材として、尖端部を細かい加工によって作 り出している。L-16(コ クサギ)は西側の畦

畔沿いで検出された。芯持ち材の尖端部を二面加工して作り出している。

〔所属時期〕

6層では時期決定資料となる遺物は出土していないが、畦畔中及び耕作土中に灰白色火山灰が混入している。こ

の状況は、富沢遺跡第30次調査の「富沢地区における平安時代の水田跡 (イ )水田の年代について」 (平間 :1991)

で分類されたdタ イプであるため断定はできないが、周辺の調査区との姑比から、灰白色火山灰降下前後の時期と

考えられる。

6)7層上面検出遺構 (第37図⑥)及び出土遺物

〔検出遺構〕

7層上面では、調査区の西側で南北方向の畦畔に東西方向の畦畔が、T字形に接する部分を確認した。しかし、

上層の耕作に伴う影響で残存状況が良好でなく、一部のみの検出であった。南北方向の畦畔は検出長 4m00cmで、

方向はN-22° 一Eである。畦畔の西側のラインは上層の耕作により確認できなかった。東西方向の畦畔は調査区

の中央付近で途切れており、検出できた部分では、長さが 3m30cmで 、方向はE-11° 一S、 上端の幅は72cmほ どで

ある。

〔出土遺物〕

7層中からは土師器片と打ち込み抗、材が出土している⑤

土師器 (D-2)は、ロクロ調整され、内面が黒色処理を施した邦の底部であり、回転糸切りによって底部切り

離しが行われている。体部から口縁部のほとんどを欠損している。

打ち込み杭は 9点出土しており、そのうち芯持ち材がL-17(リ ョウブ)、 L-18(ウ ツギ属)、 L-20(ヤナギ属)、
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L-23(サクラ属)、 L-25(カ エデ属)、 L-26(ク リ)の 6点で、樹種は様々であるが、いずれも一面のみ加工し

て打ち込み杭としている。分割材は、L-12(ヤナギ属)と L-24(マツ属)の 2点である。L-12は大きく二面を

整えたあと、分割面をやや削って調整し尖端部を作 り出している。L-24は枝打ち痕があり、尖端部を作り出すた

めに少なくとも5度刃を入れて加工した痕跡が見られる。L-10(ウルシ属)は芯持ち材の先端を割り裂いており、

割り裂いた部分をそのまま杭の尖端部として利用している。

材は4点出土しており、先端部を杭同様に鋭角に加工しているものが 3点ある。そのうち、L-21(サクラ属)

とL-27(サ クラ属)は芯持ち材で、出土地点も近接しており、検出状況から考えて同一個体と考えられる。L一

21、 L-27と もに枝打ち痕と先端部の加工痕が認められる。接合はしなかったが、同一個体であるという判断から、

L-21の加工痕を上端部、L-27の加工痕を尖端部と解し、L-21の実測図と写真は加工痕を上にして掲載した。ま

た、L-27の検出層位は10層であったが、L-21と の関係から7層の出土遺物として記載した。L-22(キ ブシ)は

尖端部を大別で二面加工した材である。L-19(ウ コギ属)は一端が二股に分かれ、最大長が139.8clllあ る用途不明

の材である。両端に細かい加工痕があるが、杭のような尖端部は作出されていない。枝打ち痕も観察される。

ド 9om

:遮
馨 祭 筆

‐ 911m

宮    9隣
90m

L-16

1塑
-90m

離89m角

_と__工_型_
L-25

1生 89m

ド生89mれ

第37図 打ち込み杭断面図 (1/30)

♀                               lm (1/30)
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〔所属時期〕

7層 の水田跡は、D-2の特徴と、層中に灰白色火山灰が混入していないことから、灰白色火山灰降下以前の平

安時代前半頃に所属するものと考えられる。

7)10層出土遺物

10層では遺構は検出されなかったが、材が 2点出土しており、出土地点を第36図⑥に示した。L-28(マ ツ属)

は樹皮を残した芯持ち材を素材として尖端部を加工している。加工面は一面である。L-27も 10層で検出されたも

のであるが、 7層 出土のL-21と 同一個体と考えられることから、 7層の出土遺物の項で記載している。

8)14層上面 (第38図 )

14層 では北西から南東の方向に延びる帯状の高まりを 3条検出した。水田跡と自然堆積の可能性の双方を検討し

ながら、慎重に掘り下げを行った。その結果、不自然に連続する窪みが数箇所で確認された。

北西から南東に延びる帯状の高まりは3条 とも調査区外へさらに延長すると考えられるが、bと cは調査区の北西

部で交わることを確認している。帯状の高まりaの
1邸    IЫ

O   IЫ 5

検出長は 7m40cmで 方向はE-26° 一S、 bの検出長

は10m72cmで 方向はE-24.5° 一S、 cの検出長は

10m00cm、 方向はE-345° 一Sである。a、 b、 cの

帯状の高まりの間には小畦畔に似た高まりがあり、

3条の高まりを結んで区画のような窪みを形成して

いるが不定形である。これらの窪みは北東部の最も

小さいもの①で面積0.2∬であり、最も大きなもの

②で面積 3.23だである。

14層の下部には厚さ2～ 3 mmの薄い粘土層が見ら

れ、自然堆積層の特徴を有しているが、この粘土層

は調査区全体に連続的に分布するものではない。出

土遺物はなく、プラントオパール分析結果でもイネ

は検出されていない。人為的なものとは断定できな

かったが、近隣の既調査区の壁面でもこの高まりが

|   |   |
0                         5m

(1/200)

第38図 刊4層平面図 (1/200)

認められており、今後形成メカニズムの解明を含め性格の究明が必要と考えられることから報告を行った。

9)20層検出遺構及び19層下部・20層出土遺物 (第39図 )

20層では検出段階でいくつかの土坑状もしくはピット状のプランと倒木痕が確認されたが、掘 り込みを行った結

果、認定できた遺構はピット1基のみであった。

ピットは調査区中央部の北西寄りで検出された。長軸30cm、 短軸18cmの楕円形で、深さは16cmで ある。堆積土は

2層に分けられ、上層が黒色の粘土、下層が黄灰色の砂に粘土が混入している。

19層下部から石鏃 (Ka-1)1点 、20層中から石器 2点 とチップ 1点が出土している。チップ以外の石器 3点を

図示した (第41図 )。

Ka-1はやや珪化したデイサイト質凝灰岩を石材とした凹基石鏃である。尖端部分は欠失していたが、基部の両

端は検出時の破損である。b面に主要剣離面を残しており、両側縁a面からb面側へ剣離した後をb面側からa面側ヘ

庫aミ
b《 ペ

ジん楽ゴ
ミ
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の細部調整によって整形している。

Ka-2は デイサイ ト質凝灰岩を石材 とした掻器で、象↓離面打面の剣片を素材 としてお り、a面に細部調整を施し

ている。刃部の角度は70～ 85° と急角度である。Ka-31よ頁岩を石材 とした削器で、a面の右側 と末端に自然面を残

す縦長の劉片を素材としてお り、両側縁に粗めの細部調整を施している。刃部の角度はa面の左側縁が55～ 60° 、

右側縁が60～ 70° である。

20層からは時期決定資料となる土器は出土していないが、グライイとが始まっていることや周辺調査区の出土遺物

により、20層 は縄文時代早期頃の時期と考えられる。

A'

Ａ引 卜 77m

Ｅ９＋ 嗚

ピツト

レ
E10

く
+y

0             1m
(1れ0)

|

0               2m

―

        (1/120)

第39図  20層検出遺構平面図 (1/120)

Ka-2

や         。
跡業 '

Ka―

K会 -1

チップ

層 土 備 考

1 10YR2/ユ 粘土 25Y4/1砂 を微量含む。

2 25Y4/1 〔色 砂 10YR2/1粘 土をブロックで含む。

登録審七 種別 1 器  種 出土層位 1器高 (clll) 回径 (clu 底径 (cn)1   特 徴 備   考 真巻号

41-1 D-1 土師器 1不 4)曽 12リ 内面黒色処理 底部摩滅 19-1

41-2 D-2 土師器 1不 7'言     (08) 内面黒色処理・底部回転糸切戻 19-2

図版番号 登録番号 種  別 石 出土層位 最大長 (cm) 最大幅 (clll) 最大厚 (clll) 萱量 (g) 備   考 写真番弓

41-3 Ka-1 デイサイト質凝産 19層 下部 27 やや≧化 19-9

41-4 Ka-2 デイサイト質擬灰岩 20層 19-10

頁岩 20層 3.65

41-6 Kc-1 督石 デイサイト 5層 23.3 7.5 19-12

登録番号 種  別 樹  種 木取 り 出土層位 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 備   考 写真番掲

41-13 L-01 lTち込み抗 ク リ 4層 (128) 19-19

42-08 L-02 材 ウツギ属 ち 5層 20-08

42-06 L-03 lJち み 杭 ク i ち 4層 20-02

43-06 L-04 lBち み 杭 ク リ 芯持 ち 4層 (367) 枝打 ち痕 20-13

43-03
「
ち込み杭 ク リ 芯持 ち 4層 (585) 枝打 ち痕

43-04 L-06 打ち込み抗 クロマツ ち ) 枝打 ち痕 20-18

4ユ ー12 L-07 打ち込み杭 サクラ属 19-18

42-05 L-08 打ち込み杭 サクラ属 (29.8) 枝打 ち反、尖端部折 り取 り 20-09

42-07 L-09 打ち込み杭 ヤナギ属 5層 28.2 19-13

41-10 L-10 FTち工み】 ウルシ属 ち 7層 (199) 20-12

41-11 11 丁ち込み】 ヤナギ属 芯持 ち 5層 (19,9) 20-03

43-05 打ち込み抗 ヤナギ属 分割材 7層 (269) 20-01

-14 L-1 打ち込み杭 ヤナギ属 分割材 5層 ■0)

41-08 L-14 打ち込み杭 ウツギ属 半割材 ? ;7) 19-15

41-09 L-15 打ち込み杭 ヤナギ属 害Jオ才 ? 19-16

乾 -02 L-16 打 ち込み杭 ヨクサギ lIち 20-04

42-04 L-17 打 ち込み夢 リョウブ 持 ち 7層 20-06

42-01 L-18 打 ち込みイ 芯持 ち 7層 20-11

43-07 L-19 材 ウコギ属 芯持 ち 7層 両端加工 枝打 ち痕 20-21

L-20 打ち込み杭 ヤナギ属 芯持 ち 7層 19-17

43-01 L-21 材 サクラ属 芯持ち 7層 L-27と 同一個体  枝打ち戻 20-19

42-13 L-22 材 キブシ 芯持ち ■7 20-14

42-03 L-23 打ち込み杭 サクラ属 持 ち 1,7 20-05

42-11 L-24 rち込み抗 分割材 7層 枝打 ち痕 20-17

42-09 L-25 「ち込み杭 志持 ち 7層 20-10

42-12 L-26 rち 込み杭 ク リ 芯持 ち 7層 38.6) 20-15

1材 サ ク ラ属 芯持ち 目 ) 22.61 L-21と 同一個体  枝打ち痕
42-10 L-28 |んオ マツ属 志持ち 10,雷 275) 枝打 ち痕 20-07

出土遺物観察表
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司0)22層 (第43図 )

22層では、後期旧石器時代の樹木や毬果、種子などの大

型植物化石及び昆虫化石が検出された。

上層の21b層 においても毬果を検出している。21b層は

植物遺体を含む粘土層で、水成堆積の様相を呈しており、
S5

未分解の樹木片などを含んでいる。この層からはトウヒ属

とカラマツ近似種の毬果が出土していた。

22層 は厚さが5～ 13cmほ どで、部分的に植物遺体を多量

に含む腐食質粘土層が比較的良好に残っていた。樹木の幹
S6

や枝、フンの部分を検出した。樹種同定の結果、樹木はマ

ツ属単維管束亜属やカラマツ属、 トウヒ属であり、針葉樹

が生育する環境にあったと考えられる。また、 トウヒ属の

毬果、チョウセンゴヨウの種子が見つかっている。チョウ
年代測定試料採取箇所…★

0             1m
セ ン ゴ ヨ ウ の 種 子 は ま と ま っ て 検 出 さ れ 、 そ の 出 土 位 置 や    樹種同定試料採取箇所¨●    

―

       (1れ0

食痕も認められなかったことから、マツ属単維管束亜属の 第43図 22層検出樹木

樹木のものである可能性が高いという指摘がなされてい

る。これらの樹木等の出土は調査区の東側に偏っており、西側では樹木や毬果・種子等は検出できなかったことか

ら、樹木は東側に広がると考えられる。

22層の層下部からはトウヒ属やカラマツ属、マツ属単維管束亜属の花粉化石や陸生の珪藻化石が多 く見られるの

に対して、上部ではトウヒ属の花粉化石や陸生珪藻化石は減少し、水生の珪藻化石などが増加している。また、22

層では地表性の昆虫化石が多数検出されている。これらのことから、22層堆積初期頃には針葉樹を中心とした植物

が分布する環境であったが、22層の上部が堆積した頃には徐々に水域が広がり沼沢から湿地が部分的に形成されト

ウヒ属、カラマツ属などの樹木も部分的に衰退したと考えられる。

本調査区内で腐食質粘土層が比較的明確に確認できたのは22層のみであり、複数の腐食質粘土層が検出されてい

る第30次調査区や第58次調査区などのどの層と姑応するものかは、不明である。

6 まとめ
1)富沢遺跡第130次調査では、平安時代から近代までの水田跡、縄文時代の遺構・遺物、後期旧石器時代の森林跡

等が検出された。

2)水田跡は、平安時代から近世までの 5面 (7層・ 6層・ 5層・ 4a層 。2層)を検出し、壁面観察により4b層

の水田土壌の存在を確認した。

3)2層では東西方向の畦畔痕跡と、それにほぼ直交する南北方向の畦畔痕跡をT字形に検出した。 2層水田跡は、

区画整理前より古い水田跡で、近世以降近代にかけての時期のものと考えられる。区画整理前の水田では南北方

向の畦畔は取り払われている。 4a層水田跡の畦畔の踏襲が認められる。

4)4a層 では、 2層 同様に東西方向の畦畔と、それにほぼ直交する南北方向の畦畔をT字形に検出した。 4a層水

田跡は、中世もしくはそれ以降の水田跡であるが、周辺調査区との対比から、近世までの時期におさまるものと

考えられる。 5層水田跡の畦畔の踏襲が認められる。

5)4b層は壁面観察で確認された中世の時期に属すると考えられる水田土壌である。プラントオパール分析の結

果、イネの他に、ムギの栽培の可能性が指摘されており、今後の調査によって検証していく必要がある。

IЫ o   l酬
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6)5層では、 4a層同様に東西方向の畦畔と、それにほぼ直交する南北方向の畦畔をT字形に検出した。 5層水

田跡は中世の時期に属する。

7)6層 では、南北方向の畦畔を 2条検出したが、区画・規模等が分かるものは認められなかった。 6層水田跡は

灰白色火山灰降下前後の時期に属する。

8)7層 では、東西方向の畦畔が南北方向の畦畔にT字形に接する部分を確認したが、区画・規模等が分かるもの      
｀

は認められなかった。 7層水田跡は、平安時代前半頃の時期に属する。

9)14層では、畦畔状の高まりを確認したが、調査状況やプラントオパール分析の結果等からも人為的なものと断      ・

定するまでにはいたらなかった。自然に形成された可能性も考えられ、形成メカニズムと性格の究明も必要であ

る。

10)20層では、縄文時代早期と考えられるピットが検出され、19層下部から石鏃、20層から掻器 。削器等の石器が

出土した。

11)22層 では、後期旧石器時代の森林跡が発見され、当時の自然環境が、陸生の植物や昆虫が生育する環境から、

沼沢や湿地などが広がり、水生植物などが生育する環境へと変化したことが分かった。

12)26層 で検出した灰白色シルト層が、テフラ分析で第58次調査区同様に姶良Tn火山灰と考えられるとの結果が

得られたことから、富沢遺跡北部B地区周辺の標高約 5mか ら5m30cmに付近に姶良Tn火山灰が層として広がる

可能性が考えられる。年代決定の鍵として重要な層であることから、今後の調査によって検証していく必要があ

る。
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当 (西から)             8 4a層 水田跡全景 (西から)

図版15 調査完了全景 土層断面、水田跡の調査 (1)

`盤
堂 1塑!型11どことど111iSilil

調査完了全景 (西から)

3 北壁断面 (20～27層 )(南から)

2 北壁断面 (1～ 20層 )(南 から)

(23～27層 )(南 から)

6 2層水田跡全景 (西から)5 26層AT検出 (南から)

4a層畦畔検出 (西から)
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1 打ち込み杭 (L-1、 3、 4、 5)断面 (北から)

Ⅵ 富沢遺跡 (第130次 )

(扁衛から)

打ち込み杭 (L-1司 )断面 (南から)

図版16 水田跡の調査 (2)

2 打ち込み杭 (L-6)断面 (北から)

4 5層畦畔検出 (西から)

5層水田跡全景 6 4層 畦畔断面 (南から)

8 6層 畦畔全景 (西から)
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7層畦畔検出 (西から) 2 7層 畦畔全景 (西から)

3 L-19出土状況 (南西から) 4 L-2刊 、27出土状況 (東から)

5 打ち込み杭 (L-24)断面 (西から) 6 打ち込み杭 (L-26)断面 (西から)

7 呵4層検出状況 (西から) 8 司4層全景 (西から)

図版引7 水田跡の調査 (3)
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種子 (チ ョウセンゴヨウ)出土状況 (南から)

図版18 縄文時代早期、

8 種子 (チ ョウセンゴヨウ)出土状況 (西から)

後期旧石器時代の調査

1 20層以降検出状況 (南西から)

掻器 (Ka-2)出土状況 (東から)

石鏃 (Ka-1)出土状況 (南西から)

削器 (Ka-3)出土状況 (北西から)

5 22層樹木検出 (東から) 6 毬果 (ト ウヒ属)出土状況 (西から)
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郭 D-1 (第 41図 1)
不 D-2 (第 41図 2)
P-1

養または壼 I-1
養または壷 I-2
甕または壼 I-3
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8 磁器 碗 J-2
9 石鏃   Ka-1
10 掻器   Ka-2
■ 削器   Ka-3
12 礫石器  Kc-1
13 打ち込み抗 L-9

(第41図 3)

(第■図4)

(第41図 5)

(第41図 6)

(第42図 7)

打ち込み抗L-13 (第 41図 14)
打ち込み抗L-14 (第 41図 8)
打ち込み抗L-15 (第 4図 9)
打ち込み抗L-20 (第 41図 7)
打ち込み抗L-7 (第 41図 12)
打ち込み杭L-1 (第 41図 13)

図版19 出土遺物 (1) (1～8:約1/3 9:約 1/1 10・ 11 : 語勺2/3  12-19糸勺1/6)
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打ち込み杭L-12(第 43図 5)
打ち込み抗L-3(第 42図 6)
打ち込み抗L― ■ (第■図11)

打ち込み杭L-16(第 42図 2)
打ち込み抗L-23(第 42図 3)
打ち込み杭L-17(第 42図 4)
材    L-28(第 42図 10)

Ｅ

∬

扉

8 材    L-2(第 42図 8)
9 打ち込み杭L-8(第 42図 5)
10 打ち込み抗L-25(第墟図 9)
11 打ち込み抗L-18(第 42図 1)
12 打ち込み杭L-10(第 41図 10)
13 打ち込み抗L-4(第 48図 6)
14 材    L-22(第 42図 13)

打ち込み杭L-26(第 42図 12)
打ち込み抗L-5(第寄図 3)
打ち込み抗L-24(第 42図■)
打ち込み抗L-6(第 48図 4)
材    L-21(第 43図 1)
材   L-27(第 43図 2)
材   L-19(第 43図 7)

図版20 出土遺物 (2)(呵 ～8:約1/3 9:約 1/1 10。 11:約 2/3 12～ 19約 1/6)
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自然科学分析

1)テ フラ分析
株式会社 古環境研究所

1.調査分析の目的

東北地方中部の仙台市域とその周辺には、蔵王、鳴子、肘折など近傍の火山のほか、十和田、浅間、榛名、洞爺、

姶良、阿蘇など遠方の火山に由来するテフラ (火山さいせつぶつ砕屑物,いわゆる火山灰)が数多 く認められる。

テフラの中には、噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり、これらとの層位関係を遺跡で求めることで、

遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができるようになっている。そこで、テフラ層が認められた富

沢遺跡第130次調査区においても地質調査を行って、土層の層序を記載するとともに、採取された試料と対象に屈

折率測定とEPMAに よる主成分化学組成分析を行って、指標テフラとの同定を行った。

2.土層の層序

第130次調査区では、下位より青灰色砂層 (層厚18cm以上,27層 )、 桃白色細粒火山灰層 (層厚 6 cm)、 灰色砂質

シルト層 (層厚 5 cm)、 かすかに成層した灰褐色泥層 (層厚 5 cm)、 灰白色シルト層 (層厚 5 clll)、 青灰色砂層 (層

厚 7 cm,以上26層 )、 層理が発達した青灰色砂層 (層厚42cm,25層 )、 暗灰褐色泥層 (層厚0.9cm,24層 )、 層理が発

達した灰色砂層 (層厚14cm,23層 )、 礫混じり灰掲色砂質泥層 (層厚 3 cm,礫 の最大径 3111m)、 暗褐色泥層 (層厚

0.8cm)、 木本類植物遺体混じり灰色シルト層 (層厚 2 clll)、 木本類植物遺体混じり暗灰褐色泥層 (層厚 l cm,以上

22層 )、 灰色シルト層 (層厚 6 cm,21b層 )、 層理が発達した青灰色砂層 (層厚19cm)、 青灰色シル ト層 (層厚Hcm)、

層理が発達した青灰色シルト質砂層 (層厚1lcm)、 層理が発達した青灰色砂層 (層厚23cm)、 かすかに成層した青灰

色砂層 (層厚20cm)、 青白色砂質シルト層 (層厚12cm,以上21a層 )、 礫混じり灰色砂質土 (層厚21cm,礫の最大径

411m,20層 )、 黒泥層 (層厚20cm,19層 )、 黒泥層 (層厚20cm,18層 )、 成層した腐植質泥層 (層厚19cm,17層 )、 灰

色シルト層 (層厚 6 cm,16層 )、 黒泥層 (層厚1lcm,15層 )、 黒褐色泥炭層 (層厚 5 cm,以上14層)が認められる

(図 1)。

14層の上面には畦畔状遺構が認められ、さらにその上位には、下位より灰色シルト層 (層厚 7 clll,13層 )、 暗灰

褐色泥炭層 (層厚21cm,12層 )、 黒褐色泥炭層 (層厚10cm,11層 )、 暗褐色泥炭層 (層厚 5 cm,10層 )、 灰色シルト

層 (層厚 3 cm, 9層 )、 黒泥層 (層厚 4 cm)、 灰白色シルト層 (層厚0.3cm)、 黒泥層 (層厚 4 cm)、 灰白色シルト層

(層厚0.4cm)、 黒泥層 (層厚 1硼,以上 8層 )、 暗灰色泥炭層 (層厚20cm, 7層 )、 白色細粒火山灰ブロック (試料

0)混 じり灰色泥層 (層厚 3 cm, 6層 )、 礫混じり暗灰色泥層 (層厚19clll,礫の最大径 2 1nll, 5層 )、 暗灰色泥層

(層厚 4 cm,4b層 )、 礫混じり黄灰色砂層 (層厚 3 clll,礫の最大径 8411n)、 礫に富む灰色砂質土 (層厚 4 cm,礫 の最

大径 3411n,以上4a層 )、 礫混じり灰色泥層 (層厚 3 cm, 2層)が認められる。

3.屈折率測定

(1)測定試料と測定方法

試料 9お よび試料 0の 2点に含まれる火山ガラスについて、位相差法 (新井,1972な ど)を もとに開発された古

澤地質調査事務所製作の温度変化型屈折率測定装置 (MAIOT)に より、屈折率測定を行った。

(2)測定結果

試料 9に含まれる火山ガラスの屈折率 (n)ィよ、1.499～ 1502で ある。一方、試料 0に含まれる火山ガラスの屈折

率 (n)は、1.500～ 1.508である。
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4.火山ガラスの主成分化学組成分析

(1)分析試料と升紙方法

指標テフラとの同定精度をさらに向上させるために、試料 9に含まれる火山ガラスについて、波長分散型エレク

トロンプローブX線マイクロアナライザー (以下,WDSttEPMAと する)に より主成分化学組成分析を行った。

分析に使用した分析機器は、山形大学理学部の日本電子」XA8600MWDSttEPMAで ある。加速電圧 15kV、 照射電      
・

流0.01μ  A、 ビーム径5μ mの条件で行った。補正法はO�deZAF法 を用いた。

(2)介紙結果

火山ガラスの主成分化学組成分析結果を表 1に示す。試料 9に含まれる火山ガラスの主成分化学組成は、

約2.6～ 2.9万年前 (14C年代 :約 2.4～ 2.5万年前)に噴出した姶良Tn火山灰 (AT,町 田 。新井,1976,1992,2003,

松本ほか,1987,村 山ほか,1993,池 田ほか,1995)に非常に良く似ている。

5.考察

試料 9(26層基底部)が採取されたテフラ層は、含まれる火山ガラスの形態や色調、屈折率、さらに主成分化学

組成などから、ATと 考えられる。このことは、上位の泥炭層 (22層 )か ら採取された樹木片の放射性災素年代

(22,230± 120y.BP I Beta-188056,後 述)と も矛盾しない。ATに 関しては、富沢遺跡第30次調査の際に行われたボ

ーリング調査によっても検出されている (早田ほか,1992)。 また試料 0が採取されたテフラ層 (6層 )は、層相

さらに火山ガラスの屈折率などから、915年に十和田火山から噴出したと推定されている十和田 a火山灰 (To― a,

大池,1972,町 田ほか,1981,町 田 。新井,1992,2003)と 考えられる。

6.小結

富沢遺跡第130次調査区において地質調査、屈折率測定、火山ガラスの主成分化学組成分析を行った。その結果、

姶良Tn火山灰 (AT,約 2.6～ 2.9万年前,14C年代 :約 2.4～ 2.5万年前)お よび十和田 a火山灰 (To―a,915年 )と 考

えられるテフラ層を検出できた。
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村山雅史・松本英二。中村俊夫・岡村 真・安田尚登・平 朝彦 (1993)四 国沖ピストンコア試料を用いたAT火山灰噴出年代の再検
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Ⅵ 富沢遺跡 (第130及 )

早田 勉・北村 繁・新井房夫 (1992)仙台市富沢遺跡 (第30次)で発見された姶良Tn火山灰について。仙台市教育委員会編「富沢遺

跡―第30次調査報告書第Ⅱ分冊―」p453-456

表 1 刊30次調査区における火山ガラスの主成分化学組成分析結果
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2)放射性炭素年代波J定

1.試料と方法

株式会社 古環境研究所

試料名        層準         種類         前処理・調整 浪1定法

No133        22層         樹木片        酸‐アルカリ‐酸沈浄,ベ ンゼン合成        Radlometric

※Radiometricは 渡体シンチレーションカウンタによる′線計数法

2.測定結果

試料名         預1定No         14C年 代        ∂13C         補正14C年代      暦年代 (西暦)
(Betaう           (年 BP)         (‰ )           (年 BP)

XTo133            188056           22360と 120         -266            22330■ 120        -

(1)14C年代測定値

試料の
望C/ワ C比から、単純に現在 (AD1950年 )か ら何年前かを計算した値。14cの半減期は、国際的慣例によ

りLibbyの 5,568年 を用いた。

(2)δ EC測定値

試料の測定
ユ
C/1ワ C比を補正するための炭素安定同位体比 (13c/12c)。 この値は標準物質 (PDB)の 同位体比か

らの千分偏差 (%。)で表す。

(3)補正望C年代値

δBC測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、望C/ワ Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。試料の

δ13c値 を-25(%O)に標準化することによって得られる年代である。

(4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中
望C濃度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦 )。 calは

calibrationした年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の 14Cの詳細な測定値、およびサンゴ

のU―Th年代と14c年代の比較により作成された較正曲線を使用した。最新のデータベースでは約19,000年 BPま での

換算が可能となっている。ただし、lo,ooO年BP以前のデータはまだ不完全であり、今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正
望C年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 lσ (68%確率)と 2σ

(95%確率)は、補正望C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがつて、複数の交点が表

記される場合や、複数のlσ 。2σ値が表記される場合もある。

3.所見

放射性炭素年代測定の結果、22層から採取された樹木片では、22,330± 120年 BPの年代値が得られた。この年代

値については、暦年代較正の範囲外である。

文献

Stuiver,h/1,et al,(1998)江NTCAL98RadiocarbOnAgeCalibration,RadiocarbOn,40,p1041～ 1083.

中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書院,p■～36.
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3)植物珪酸体 (プラン ト・ オパール)分析
株式会社 古環境研究所

1.`よ じめに

植物産酸体は、植物の細胞内に珪酸 (Si02)が蓄積したものであり、植物が枯れたあともガラス質の微化石 (プ

ラント・オパール)と なって土壊中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化石を追跡土壌などから

検出して同定 。定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生 。古環境の推定など

に応用されている (杉山,2000)。 また、イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である (藤

原・杉山,1984)。

2.試料

分析試料は、富沢遺跡第130次調査区から採取された計20点である。試料採取箇所を分析結果の柱状図に示す。

3.分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法 (藤原,1976)を用いて、次の手順で行った。

1)試料を105℃ で24時間乾燥 (絶乾)

2)試料約 lgに姑し直径約40μ mの ガラスビーズを約0.02g添加 (電子分析天秤により0.lmgの精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃ ・ 6時間)による脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・ 42KHz。 10分間)による分散

5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オイキット)中に分散してプレパラート作成

7)検鏡・計数

同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として行った。計

数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。試料 lg

あたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 lg中の植物珪酸

体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 (1,0と 仮定)と 各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個

あたりの植物体乾重、単位 :10~5g)を かけて、単位面積で層厚 1側あたりの植物体生産量を算出した。これによ

り、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができる。イネの換算係数は2.94(種実重

は1,03)、 ヨン属 (ヨ シ)は 6.3と、メダケ節は1.16、 ネザサ節は0.48、 クマザサ属 (チ シマザサ節・チマキザサ節)

は0.75、 ミヤコザサ節は0.30である (杉山,2000)。 タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比

率を求めた。

4.分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、その

結果を表 1お よび図 1に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

イネ、ムギ類 (穎の表皮細胞)、 キビ族型、ヨシ属、ウシクサ族A(チ ガヤ属など)、 ウシクサ族B(大型)、 ジ

ュズダマ属、Bタ イプ

〔イネ科―タケ亜科〕
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メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属 )、 ネザサ節型 (お もにメダケ属ネザサ節 )、 ク

マザサ属型 (チシマザサ節やチマキザサ節など)、 ミヤコザサ節型 (お もにクマザサ属 ミヤコザサ節 )、 未分類等

〔イネ科―その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 茎部起源、地下茎部起源、未分類等

〔樹木〕

モクレン科、はめ絵パズル状 (ブナ科ブナ属など)、 多角形板状 (ブナ科コナラ属など)、 その他

5.考察

(1)稲作跡の検討

水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体 (プラント・オパール)が試料 lgあ たり

5,000個 以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している (杉山,

2000)。 ただし、密度が3,000個 /g程度でも水田遺構が検出される事例があることから、ここでは判断の基準を3,000

個/gと して検討を行った。

富沢遺跡第130及調査区では、 4a層 (試料 1)か ら27層 (試料19)ま での層準について分析を行った。その結果、

4a層 (試料 1)か ら7層 (試料 4)ま での各層および11層 (試料 8)か らイネが検出された。このうち、 5層

(試料 3)と 6層 (試料 3り では密度が5,000個/g以上と高い値であり、 4a層 (試料 1)、 4b層 (試料 2)、 7層

(試料 4)で もおよそ3,000個 /g以上と比較的高い値である。したがって、これらの各層では稲作が行われていた可

能性が高いと考えられる。

11層 (試料 8)では、密度が700個/gと低い値である。ただし、上位の 8～ 10層ではイネがまったく検出されな

いことから、上層から後代のものが混入したことは考えにくい。したがって、同層の時期に調査地点もしくはその

近辺で稲作が行われていた可能性が考えられる。

(2)イ ネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもムギ類、ヒエ属型 (ヒ エ

が含まれる)、 エノヨログサ属型 (ア ワが含まれる)、 キビ属型 (キ ビが含まれる)、 ジュズダマ属 (ハ トムギが含

まれる)、 オヒシバ属 (シ ヨクビエが含まれる)、 モロコシ属型、 トウモロコシ属型などがある。このうち、本遺跡

の試料からはムギ類とジュズダマ属が検出された。

1)ム ギ類

ムギ類 (穎の表皮細胞)は、 4b層 (試料 2)か ら検出された。密度は700個 /gと低い値であるが、穎 (籾殻)

は栽培地に残されることがまれであることから、少量が検出された場合でもかなり過大に評価する必要がある。し

たがって、同層準の時期に調査地点もしくはその近辺でムギ類が栽培されていた可能性が考えられる。

2)ジ ュズダマ属

ジュズダマ属は、 4a層 (試料 1)か ら16層 (試料13)ま での層準のうち、 4b層 (試料 2)と 6層 (試料 31)

を除く各層から検出された。このうち、14層 (試料11)と 15層 (試料12)では8,500～ 11,200個 /gと 高い値であり、

10層 (試料 7)と 11層 (試料 8)で も3,600～ 5,700個 /gと比較的高い値である。その他の層準では1,000個 /g前後と

比較的低い値である。

ジュズダマ属には食用や薬用となるハ トムギが含まれるが、現時点では植物珪酸体の形態から栽培種と野草のジ
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ュズダマとを完全に識別するには至っていない。したがって、これらの各層でハ トムギが栽培されていた可能性は

考えられるものの、野草のジュズダマに由来するものである可能性も否定できない。

3)その他

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、その他の分類群の中にも栽培種に由来するものが含まれてい

る可能性が考えられる。また、キビ族型にはヒエ属やエノコログサ属に近似したものも含まれている。これらの分

類群の給源植物の究明については今後の課題としたい。なお、植物珪酸体分析で同定される分類群は主にイネ科植

物に限定されるため、根菜類などの畑作物は分析の対象外となっている。

(3)植物珪酸体分析から推定される植生と環境

1)植物珪酸体の検出状況

最下位の27層 (試料19)では、ミヤコザサ節型が多量に検出され、ウシクサ族 A、 メダケ節型、ネザサ節型、ク

マザサ属型、および樹木 (その他)も 検出された。26層 (試料 17、 18)で は、メダケ節型が増加している。24層

(試料16)では、クマザサ属型やミヤコザサ節型が多く検出され、ネザサ節型なども検出された。22層下部 (試料

15)では、ミヤコザサ節型が多く検出され、ウシクサ族 A、 メダケ節型、ネザサ節型、クマザサ属型、樹木 (その

他)も 検出された。22層上部 (試料14)では、ほとんどの分類群が大幅に減少している。

16層 (試料13)では、クマザサ属型が多量に検出され、ネザサ節型やミヤコザサ節型も比較的多く検出された。

また、ヨシ属、メダケ節型、樹木 (その他)な ども検出された。15層 (試料12)で は、ヨシ属が大幅に増加してお

り、タケ亜科は減少している。また、前述のようにジュズダマ属も多く検出された。14層 (試料11)で も同様の結

果であるが、13層 (試料10)ではクマザサ属型やミヤコザサ節型が増加しており、ヨシ属は見られなくなっている。

12層 (試料 9)～ 8層 (試料 5)では、ヨシ属が多量に検出され、ジュズダマ属、クマザサ属型、ミヤコザサ節型、

樹木 (その他)な ども検出された。また、11層 (試料 8)では、前述のようにイネが少量検出された。 7層 (試料

4)か ら5層 (試料 3)にかけては、イネが増加しており、ヨン属は大幅に減少している。

おもな分類群の推定生産量によると、22層 より下位ではクマザサ属型やミヤコザサ節型が優勢であり、26層では

メダケ節型も多い。また、15層から7層にかけては、おおむねヨシ属が卓越しており、部分的にクマザサ属型やミ

ヤヨザサ節型も多くなっている。 6層 より上位ではイネが優勢である①

2)植生と環境の推定

姶良Tn火山灰 (AT,約 2.6～ 2,9万年前)直下の27層からAT混の26層にかけては、クマザサ属 (お もにミヤコザ

サ節)やメダケ属 (メ ダケ節やネザサ節)な どの竹笹類を主体としてウシクサ族なども見られるイネ科植生であっ

たと考えられ、周辺には何らかの樹木が分布していたと推定される。24層および放射性炭素年代測定で22,330±

120年 BPの年代値が得られた22層下部でも、おおむね同様の状況であつたと考えられるが、この時期にはメダケ属

はあまり見られなくなったと推定される。

タケ亜科のうち、メダケ属は温暖、クマザサ属は寒冷の指標とされており、メダケ率 (両者の推定生産量の比率)

の変遷は、地球規模の氷期―間氷期サイクルの変動と一致することが知られている (杉山・早田,1996,杉 山,

2001)。 また、クマザサ属のうちチシマザサ節やチマキザサ節は現在でも日本海側の寒冷地などに広く分布してお

り積雪に対する適応性が高いとされるが、ミヤコザサ節は太平洋側の積雪の少ない比較的乾燥したところに分布し

ている (室井,1960,鈴木,1978)。 これらのことから、当時は積雪の少ない比較的寒冷で乾燥した環境であつた

と推定される。
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なお、AT前後の27層～26層では、メダケ率が40～50%と 比較的高いことから、当時はその後の時期よりも相対

的に温暖な気候であったと推定される。この相対的な温暖期は、ATと の層位関係などから、最終氷期の亜間氷期

(酸素同位体ステージ3)に対比される可能性が考えられる。

15層～ 8層の堆積当時は、おおむねヨシ属が繁茂してジュズダマ属なども生育する湿地の環境であったと考えら

れ、部分的に竹笹類、キビ族、ウシクサ族などが生育する比較的乾燥したとろも見られたと推定される。また、周      ・

辺には何らかの樹木が分布していたと考えられる。

その後、十和田 a火山灰 (To‐a,915年 )直下の 7層の時期には、ヨシ属などが生育する湿地を利用して水田稲     ・

作が開始されたと推定される。また、前述のように11層でも部分的に水田稲作が行われていた可能性が認められる。

6.ま とめ

植物珪酸体 (プラント・オパール)分析の結果、十和田 a火山灰 (To‐ a,915年 )直下の 7層 より上位の各層で

は、イネが多量に検出され、稲作が行われていた可能性が高いと判断された。また、それ以前の11層でも、稲作が

行われていた可能性が認められた。さらに、 4b層ではムギ類が栽培されていた可能性も認められた。

本遺跡周辺は、稲作が開始される以前はヨシ属が繁茂してジュズダマ属なども生育する湿地の環境であったと考

えられ、 7層の時期にそこを利用して水田稲作が開始されたと推定される。

放射性炭素年代測定で22,330± 120年 BPの年代値が得られた22層下部の堆積当時は、クマザサ属などの竹笹類を

主体としたイネ科植生であったと考えられ、積雪の少ない比較的寒冷で乾燥した環境であったと推定される。姶良

Tn火山灰 (AT,約 26～ 2.9万年前)直下の27層から26層にかけては、メダケ属も比較的多 く見られることなどか

ら、相対的に温暖な最終氷期の亜間氷期 (酸素同位体ステージ3)に封比される可能性が考えられる。
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4)22層における最終氷期最寒冷期の植物化石群

吉川純子・吉川昌伸 (古代の森研究舎)

1.は じめに

富沢遺跡第130次発掘調査地点において埋没林や針葉樹の球果が出土した。これら植物遺体を含む層はATの上位

にあり、最終氷期最寒冷期の堆積層と推定される。ここでは埋没林が形成された時期の堆積環境と古植生を復元す

るために珪藻、花粉、大型植物、木材の植物化石群の調査を  21b層

行った。

埋没林や針葉樹の球果が含まれる22層 はATよ り上位約1.1

mに狭在し、層厚 3-8 cm前後で波状に推積する。本層の下

位はオリーブ灰色シルト質中～粗粒砂、上位は青灰色シルト

からなる。22層は調査区北壁では 3層 に細分され、下位より

黒褐色砂質有機質泥、オリーブ黒色有機質泥、オリーブ黒色

シルトからなり、中部層の上部及び上部層には植物遺体が含

まれる (図 1)。

2.大型植物化石群および木材化石

1)試料と方法
図 1 22層の地質柱状図と分析試料採取層準

大型植物化石群の調査は、21～22層から肉眼で確認できる球果・種子などの現地取 り上げ試料、および22層から

ブロック (約 12cm× 12cm× 層厚)で採取された 3試料で行った。現地取上げ試料は肉眼で観察し、分類群を同定し

た。ブロック試料は各100ccを 0,25Hlln目 の舗で水洗し、残澄から実体顕微鏡で同定可能な部位を拾い出し、同定計

数した。残りのブロックはヘラで薄く剥ぎ取りながら、肉眼で確認できる植物化石を拾い出し、同定計数した。木

材化石は22層から現地で取り上げられた 3試料である。木材は、片刃カミソリを用いて試料の横断面、接線断面、

放射断面の 3断面の切片を作り、ガムクロラールで封入し、生物顕微鏡で観察と樹種の同定を行った。

2)大型植物化石群の記載          表 1 21層及び22層産出大型植物化石 (現地取上げ)

現地取上げ試料では、21層からトウヒ属

3タ イプとカラマツ近似種の球果、22層か

らはトウヒ属 4タ イプの球果とチョウセン

ゴヨウの種子を産出した (表 1)。 チョウ

センゴヨウの種子はかたまって堆積してお

り、特に遺物番号125試料は堆積物中にや

や円筒形に分布していることから、チョウ

センゴヨウの球果が落果し、そのまま種鱗

が腐敗 したと推定される。富沢88次調査

(吉川,1995)では種子の向きに方向性が

みられ、球果がそのまま堆積したと明瞭に

わかる化石を産出している。なお、食痕が

ある種子はいずれも単独で堆積している。

また、遺物番号126の試料は 8個がややま

22

22

22

22

22

22

22

22

22

22

22

22

0~~~

22層

50 ~

青灰色 シル ト

ロ1 オサ品爺
=の

策晟桑紹注子子監i)

‐  2

オリーブ黒色有機質泥(33mm)
上部13mmに は5mm前 後の
植物遺体含む

黒褐色砂質有機質泥140mm)

オリーブ灰色シルト質中～粗泣砂

15mmの軽石混じる

層位   登録番号  遺物番号  Grid 分類群 AFR No

21          13         120

21          14         121

21          15         123

21          16         124

EllS4  トウヒ属A     球果、 1

EllS4  トウヒ属 U     球果、 1

EllS4  カラマツ近似種    球果、 1

EllS4  トウヒ属 B     球果、 1

4

5

6

7

8

9

10

11

12

17

18

19

110

111

112

113

114

115

116

117

118

125

126

127

E10S4   トウヒサ高C

E10S5  トウヒ属U
E10S5  トウヒ属U
E10S5  トウヒ属A
EllS4  トウヒ属U
EllS5  トウヒ属U
EllS4  トウヒ属U
EllS5  トウヒ属B
EllS7  トウヒ属U
E10S5  チョウセンゴヨウ

E10S4  チョウセンゴヨウ

E12S4  チョウセンゴヨウ

球果、 1

球果、 1

球果、 1

球果、 1

球果、 1

球果、 H

球果、 1

球果、 1

球果、 1

種子完形、30

種子完形、8

種子食痕、1

20

21

22

EllS4  カラマツ属
EllS4  トウヒ属
EllS5  マツ属単維管東亜属 株

材

材

根
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表 2 22層ブロック試料産出大型植物化石

分類群

試料番号       Sl        S2
微小   大   微小

産出部位＼体積    100cc  600cc  100cc

S3

大   微小   大
1500cc    100cc    1500cc

カラマツ属     肋rf/

トウヒ属バラモミ節  Pた?,sect Hcea

トウヒ属      P,c?α

チョウセンゴヨウ  P,ヵフdゎ瘤テ9ヵd占

短枝

葉

葉

枝

種子

完形種子

食痕種子

5

9

ユ

340

140

1

夕数

多数

1

300

340

多数

多数

1

2

1

スゲ属A

スゲ属 B

スゲ属C

C,rF/A

CarTI B

CarTT C

果実

果実

果実

8

2

6

夕数 多数 多数 多数

ばらに堆積しており、ネズミやリスなどが地中に貯蔵した種子の可能性も考えられる。チョウセンゴヨウは、種鱗

が肉厚で乾燥してもマツカサが開いて種子を落とすことはなく、月ヽ動物により種鱗がかじられることにより種子が

露出し散布される。土中に埋まった種子は、単独では発芽後に土を持ち上げるほどの力がなく、数個集まっていっ

せいに発芽することによって土を持ちあげ開葉できる。

ブロック試料からはカラマツ属の短枝と葉、 トウヒ属バラモミ節の葉、 トウヒ属の枝と種子、チョウセンゴヨウ

の種子を産出した (表 2)。 草本はスゲ属を産出し、全体的に核菌綱の菌核が多く、腐敗しかけた樹木が多量にあ

ったことが伺える。ブロック試料のSlは層厚が約 3 cm、 試料S2。 S3は層厚が約 8 cmで堆積が厚い地点ほど未分

解で針葉樹の葉が多 く残っている傾向にある。逆にスゲ属はやや分解の進んだ層厚の薄い地点から多く産出してい

る。全体に単子葉草本とみられる葉≧や根の一部が多く堆積しているが、分類群は特定できない。また、未分解の

堆積物では針葉化石を拾い上げても崩れないが、分解の進んだ地点では拾い上げると崩れてしまう場合が多い。こ

れは組織が薄いカラマツ属の葉に顕著にみられ、カラマ

ツ属の短枝も崩れやすい状態であった。

木材化石は、129が カラマツ属、130が トウヒ属、131

の根株試料がマツ属単維管束亜属であった。チョウセン

ゴヨウの種子がまとまって産出した場所は131の根株か

ら半径 2m以内にあり、種子がこの株から供給された可

能性は高い。                      駁

3)大型植物化石及び木材化石の形態記載

1.カ ラマツ近似種 (Lα′滋 ctttιη″ガ Sergent):楕円

形の球果を産出した。種鱗は縦に 5段程で少なく、種鱗

は先端少しだけ外反する。

2カ ラマツ属 (Lα r滋):短枝をつけた枝、葉、木材化

石を産出した。短枝は輪を重ねたような形態で先端に輪

状に葉をつける。葉は線形で薄く、中央にやや膨らんだ S6

濃い色の筋がある。基部は細くなっている。木材組織は、

横断面では年輪界が比較的はっきりし、早材から晩材ヘ

の移行は急激で晩材部に垂直樹脂道がある。放射組織は

水平樹脂道を持つ紡錘状のものと単列がある。分野壁孔

E10

ト

カラマ

1コn

図 2 第 130次調査区22層 の木材化石と大型植物化石の分布
□木材、( )内 は個数、Sl― S3ブ ロック試料、★微化石試料採取位置

Ell

トウヒ属 A

トウヒ属 C
チョウセンコヨウ

トウヒ属 A
トウヒ属 U
チョウセンコヨウ

No 131

マツ属単維管束亜属
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はトウヒからヒノキ型で 1分野に 2～ 4個である。

3チ ョウセンゴヨウ(P,刀
"dた
ο胞テθη∫ねSieb.et Zucc.):種 子を産出した。種子は三角形で壁は木質で厚く硬い。種

子の中には、横にネズミなどの仲間がかじつて丸い孔をあけた化石が見られる。

4.マ ツ属単維管束亜属 (P力,s subgen】η′り んη):木材化石を産出した。早材から晩材への移行は緩やかで、比

較的大きな垂直樹脂道が見られる。放射組織は水平樹脂道を含む紡錘形の物と単列状がある。分野壁子とは窓状で大

きく、放射仮道管の内壁は平滑である。種子はチョウセンゴヨウのみ産出していることから、131番試料の根株も

ほぼチョウセンゴヨウであると考えられる。

5ト ウヒ属バラモミ節 (P,cι ,sect,P,εθα):業化石を産出した。葉の断面は菱形でほとんどの葉が菱形の4面全面

に気子L条 を持つ。バラモミ節には、ヒメバラモミ、ヤツガタケトウヒ、アカエゾマツなどがある。

6.ト ウヒ属 (Pたια):球果化石はその形態から4つのタイプに分けられる。タイプ分けは富沢遺跡第88次発掘調

査報告書 (吉川,1995)に準じた。トウヒ属A:球果の長さは約 5 cm以上、種鱗は縦のしわが目立ち、光沢がない。

種鱗縁は開いた三角形か半円形で、種鱗先端は若千外に反り、種鱗の縁は薄い。 トウヒ属B:球果の先端が トウヒ

属Aよ りも尖り、種鱗の先端が外反せず上の種鱗に密着している。 トウヒ属CI球果の長さ 5 cm以上で種鱗は半円

形、種鱗にはほとんどしわがなく、表面は光沢がある。種鱗の縁はやや厚くしつかりしている。トウヒ属U:球果

の表面が風化して種鱗の状態が不明なものをこのタイプとした。 トウヒ属は、現在、北海道から本州の亜寒帯から

冷温帯にいくつかの種が分布している。本遺跡で産出したトウヒ属球果化石のうち、 トウヒ属A、 Bはヤツガタケ

トウヒと比較的形態が近似し、 トウヒ属Cはヒメバラモミもしくはアズサバラモミと形態が近似している。

木材化石は横断面では早材から晩材への移行は緩やかで、晩材部にやや小さい垂直樹脂道を持つ。放射組織は水

平樹脂道を持つ紡錘形と単列がある。分野壁子しはトウヒ型で 1分野に 2～ 4個ある。

7.ス ゲ属(働κ死):3タ イプの果実を産出した。スゲ属Aは長さ1.5Hmで 2面の俵型、果皮は薄く透過し、上部突

起は0.2111m以 上あると考えられるが途中で折れている。果実の上半部内に掲色の九い影が見える。

スゲ属Bは長さ1 8ndlで 2面の扇形、上部にO.5mlll以上の突起があるが、折れているので全長は不明である。壁はや

や厚く、木質で中央が膨れている。スゲ属Cは長さ1.2nlmの 2面の俵型、壁はやや薄く半透明、赤褐色で頂部の縦筋

の色が濃くやや目立つ。

8.核菌綱 菌核を産出した。菌核はほぼ球形であるが偏球形の物もある。黒色で一見炭化物のように硬 く、大

きさは l mn以下から数lIBIlま でまちまちである。割ると内部はスポンジ状の細胞で均質に詰まっており、空洞になっ

ているものもある。核菌綱はおもに腐りかけた樹木の樹皮に着生して生活し、樹皮に張り付いた子座の上面にこの

菌核をつくり、胞子を拡散する。中が空洞になっている菌核は胞子を放出したあとの菌核である。

3.花粉化石群

1)試料と方法

花粉化石群の調査は22層 の 3層準で行った (図 1)① 花粉化石の抽出は、試料0.5gを秤量し、さらに単位体積あ

たりの花粉量を算出するため体積を測定後、10%KOH(湯煎約15分)一傾斜法により粗粒な植物遺体と砂を取 り

除く-48%HF(約 15分)一 アセトリシス処理 (濃硫酸■無水酢酸9の混液で湯煎5分)の順に処理を行った。プレパ

ラート作成は、残澄を適量に希釈しタッチミキサーで十分撹拌後、マイクロピペットで取リグリセリンで封入した。

また、堆積物の性質を調べるために、花粉分析層準において有機物量と泥分 (シ ルト以下の細粒成分)。 砂分量、

及び微粒炭量について調査した。有機物量の変動については強熟減量を測定した。強熱減量は、るつばと乾燥試料

約 2gの質量をはかり、るつぼを電気マッフル炉内に置き、750℃ で 3時間強熱し、強熱による減量を乾燥重量百分

率で算出した。微粒炭量は、デジタルカメラでプレパラートの顕微鏡画像を取 り込み、画像解析 ソフ トの
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NIHImageで 微粒炭の面積を測定した。

2)花粉化石群の記載

22層 より産出した分類群のリス トとその個数を表4に、花粉変遷図を図 3に示す。出現率は、樹木は樹木花粉、

草本 。胞子は花粉胞子数を基数として百分率で算出した。図表中で複数の分類群をハイフンで結んだものは、分類

群間の区別が明確でないものである。図版に示したAFR.MY番号は単体標本の番号を示し、これら標本は古代の森

研究舎に保管してある。

22層は、泥分が55.0～ 72.5%、 砂分が149～ 0.7%と無機

物が卓越し上部でより泥質になる (表 3)。 細粒な堆積物

から構成されることから穏やかな環境で堆積し、水流の営

力は低かったとみられる。花粉化石群は、下部のNo.2～

表3 第130次調査区22層の花粉分析試料の雄積物の性質 (重量%)

表 4 第130次調査区22層 より産出した花粉化石の組成表

砂    泥  (碧議協畳)
悌

Ｍ

・４９

樹木

モミ属

ツガ属

トウヒ属

カラマツ属

マツ属単維管束亜属

マツ属 (不明 )

ヤナギ属

ヤマモモ属

クマシデ属―アサダ属

ハンバ ミ属

カバノキ属

ハンノキ属

コナラ属 コナラ亜属

ニ レ属

モチノキ属

シナノキ属

ツツジ科

スイカズラ属

草 本

イネ科

カヤツリグサ科

ミズバショウ属

タデ属イブキ トラノオ節

ナデンコ科

カラマツツウ属

他のキンポウゲ科

ワレモコウ属

他のバラ科

セ リ科

リン ドウ属

ヨモギ属

他のキク亜科

Aう ,?s

Tdttα

PIc¢,

肋 /BI

P腕″s subgen肩9ρ肋ヮカη

P涜ぬ (UnlmO、 vn)

S,ど歳

り 方じ,

Cα/p加ンs-Odれヮα

CοりιИd

】¢崩カ

A腕瑯

σン?κ
"d Subgen L97,′

οbαttzИ d

し7ヵぬ

rlT/

2カ

醜 caceac

bη κθぉ,

Grammcac

Cyperaceae

Lys,c肪ヵヵ

乃ウ
=ο

2Иtt Sect】たJ9rrr

Chenopodlaceac― Amaranhaccac

Tみα′た勉 ″

other Ranunculaccac

S,,82ぬο/うα

other Rosaceac

Umbel工 Ferae

Cθヵ,伽,

A″?μ西触

oher Tubulinorac

Ю

２‐

１５

‐５

６．

．

．

‐

‐

「

３５

‐１

３

３

．

１

６

１
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３‐

０４

２‐

３９

１

１

一

１

２

２４
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３

３

．

一

２

一

２４
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４

２２
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１

．

．
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２

２２
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．
５

１

．

．

．

‐６

９．

．

．

．

８

１

７

．

‐４

１

１

５

ンダ植物

ヒカゲノカズラ属

ゼンマイ属

他のシダ植物胞子

ウοψο加力胞

οw"rra

oher Ptendophyta

コケ類

ミズヨケ属

樹木花粉

草本花粉

シダ植物胞子

花粉・胞子

不明花粉

Arboleal pollen

Nonarborcal Pollcn

Fem spOres

Po■ en and spores

umOwェ っ。llen

Ъ

４６

５

２６
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樹 木 花 粉

/ノ

扉ざ
一

をヽ為もヽ本）

席
鶴炊鸞

〕
△

く
ざ寮
々

「

図 3 富沢遺跡130次調査区22層の主要花粉分布図
(出現率は樹木は樹木花粉数、草木 '胞子は花粉胞子数を基数として百分率で算出した)

3で針葉樹のトウヒ属が優占し、マツ属単維管束亜属を比較的多く、カラマツ属、ツガ属、モミ属を伴う。また、

落葉広葉樹のカバノキ属、ハンノキ属、ニレ属、ツツジ科などを伴う。草本は全般に低率であるが、カヤツリグサ

科、カラマツソウ属、キク科、およびミズゴケ属などが産出する。No.1ではトウヒ属が減少し、ツガ属を除く多

くの分類群が若干増加する。草本ではカヤツリグサ科が多く占め、イネ科やセリ科、ミズバショウ属などを伴う。

また、22層の微粒民量は15～231m2/cn3と 極めて少ない。

4.珪藻化石群

1)試料と方法

建藻化石群の調査は22層のNo 2～ 3の 2層準で行った (図 1)。 処理は、試料約0.5gを ビーカーにとり、35%過

酸化水素水を加えて加熱し、有機物の分解と粒子の分散を行う。反応終了後、水洗を4～ 5回線り返す。次に分離し

た試料を適当な濃度に調整し l mlを カバーグラスに滴下し乾燥させる。スライドグラスにマウントメディア (封

入剤)を適量のせ、これに先程のカバーグラスをかぶせ、加熟して封入剤の揮発成分を気化させて永久プレパラー

トを作成した。

検鏡は1000倍 の光学顕微鏡を使用して、珪藻殻が1/2以上残存したもののみ同定・計数を行った。珪藻の同定お

よび各種の生態情報は,Krammer&Lange～Bertalot(1986,1988,1991a,1991b)な どを参考にし,古環境の復元の

ための指標としては安藤 (1990)の環境指標種群や森 (1992)を用いた。

2)珪藻化石群の記載

22層 より産出した珪藻化石群のリストとその個数を表 5に示す。No.3で はP力ηフJ,r力 ∫ヵうどψ続勉が71%と 高率に

産出 し、陸生指標種群 (陸域 を生育地 として生活 している種群、例 えばコケ類 に付着する種群)の

,αttdθ ttα α/1Pttοっd、 P,乃 レ々J,r,α うοrιαJ,d、 ど
"胞
οと力ヵJJαχ、lV9ソ ,cフ Jα εοttι ttα、N″ ,ε″′α胞

"ケ

たαが産出している。

PF朗ロカrFa subεψf修物は止水性・底生種とされているが、森 (1992)は主に湿潤地表面や湿岩、およびコケ植物表

面などに生活する陸生珪藻に分類している。P力ヵ,′,r力 ∫′うθψ滋勉を陸生珪藻に含めた場合、陸生指標種群は91%

と大半を占める。他に沼沢湿地付着生種群 (水深がlm内外で1面に植物が繁茂しているところ、および湿地を指標

する種群)の P,η猾
"Jα
r,α ッサr,冴テdな どが産出している。陸生珪藻が大半を占めることから、地表面が湿った環境であ

ったとみられる。

21b層

0-

22層

50-

23層 旧］０３０］
●:1パーセン ト以下
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表 5 第130次調査区22層 より産出した珪藻化石の組成表

分 類  群 指標種群     2

働切う】滋れ肪ン勉mlse

D″′οη¢ねοツα胎 (Ittse)CItte

D″ J9刀 ?お′И〕滋(Sc呻 )Cleve
β″″ο′滋α/cン s Ehcnbcrg

励ηο′力う,肋αガ,(Ehrcnbcrg)Mills

励ヵοr力ヵザ励 ACleve

Ettηっ′力′′刀α/ね (Ettberg)Gmnow

励Йοι力ヵJψr(ICutzing)(れ now

励 ″ι滋 り́ ,,ο (Ehrenberg)Hus“ dt

2フ″οrta p確 ?r2pヵ Ehrcnbcrg

Evぇ Oι,,″確 ヶ ψ tt V延 う

'た

刀S(Ehrcnberg)Gmnow

E"zο rl,spp

F滋
=ウ

肋ガαうセツ,s″滋彪Grunow

馳 サ肋河α′E2滉 ,筋 Ellrenberg

局ηダ肋ガa sp

働 ψ 力伽 ¢胞 ク,pガ閉 (Kutzlng)ICutzlng

Cο″ρ力ο2¢ヵ,Sp

Fra刀磨れ触α翔ヮヵ弾 s(Ehrenberg)Ws� 血

ЛZ“わ
=力 'α

♂′″,c,(Agardh)Cleve

川αッIc″協 cο″諺ヵ勉 Grunow

Nανたフ肋及″腕 saKasske

〕�αフた″肋胞ン,c,Kutzlng

NαフたИ肱″肋じ¢ヵ″コ眩倣berg

NettИИ bttzJra″ 翻 (Lagelstedt)Cleve

'W貶

,c力滋ヵ
"た
οtt Crunow

N歳びれ,,sP

P,η 必々協riaうο″,″d Ehrenberg

P減滋滋 》  baEttnberg

P,η zИ力′肪剪 0ア (Kutzing)Rabenhorst

P力 zИね/滋 sめ聴″ρ力ο/rI Cnnow

P滋″ン協rra s″うo■ 2サ勉″ Greg.oy

P,ヵ フ々滋/滋 ッ,ァjことs(Nltzsch)Ehrenberg

肋ガセ″,肋∽ /zd WS�血

物う?lJarJf″Zttrraヵ (Ly4gbye)Ku歓 ng

W
W
W
W
W
Q

W
W
W
W
O

W
W

W

Q
W

Q

W

Q

W
W
W

Q

O

W
W

Q
O

W
O

1

1

1

1

1

1

16

1

36

1

17

2

2

3

2

1

1

10

29

6

4

10

5

2

14

2

4

3

31

20

1

5

18

2

2

152

7

環境指標種群 (%)

沼沢湿地付着生種群 (0)

陸域指標種群 (Q)

淡水産公布種 (W)

不定 (P)

遊藻殻数

120

338

444

98

234

33

9■ 2

33

23

215

lgあたりの遊藻殻数 (X1000)

No.2で は、陸生指標種群のP,脇ヵ肋ria∫,力η施勉、N2ッテθヵ肋じοヵ之々勉、P力 ,々肋ガ,うο躍,どねなどが34%に減少し、沼

沢湿地付着生種群のP,れれ,J,r,α ッサ′J冴,dや 物ル 7′αrヵ ″ηιsrr"α、淡水産公布種 (淡水域 に広 く分布)の

βヵれο力 pttθr″勉、助ηοガαれ
'ヵ

οr、 い砲′′,ヵれうねヵJι所ヵ雅などが産出している。陸生珪藻の減少と水生珪藻の増加は、

前時期より水域が広がり部分的に沼沢が形成されたことを示す。

5.宮沢遺跡第130次調査区における最終氷期最寒冷期の堆積環境と古植生

22層における堆積環境は下部と上部で異なる。すなわち、下部では陸生珪藻が大半を占めるが、上部では減少し、

沼沢湿地付着生種や淡水産公布種の水生珪藻が多く占める。陸生珪藻とは、コケ類を含めた陸上の植物の表面や岩

石の表面、土壊の表層部など大気に接触した環境に生活する一群である (小杉、1986)。 つまり、23層の砂層の堆積

後に乾陸化したわけでなく地表面が湿った環境が形成された。その後、徐々に水域が拡大し上部では部分的に沼沢
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が形成され、スゲ属が繁茂する環境へと変化したと推定される。

22層の植物化石群では、カラマツ属やトウヒ属の木材や多量の葉、チョウセンゴヨウの根株と種子が産出し、花

粉化石群ではトウヒ属が優占しマツ属単維管束亜属、カラマツ属、ツガ属、モミ属、カバノキ属などからなる。つ

まり、22層の堆積初期頃には、この地点にはトウヒ属、カラマツ属、チョウセンゴヨウの針葉樹が生え、土壌や根

株の表面にはミズゴケなどが付着するような湿った環境にあったとみられる。また、周辺のやや乾いたところにモ

ミ属やツガ属、落葉広葉樹のカバノキ属、ハンノキ属が分布し、コナラ亜属やハシバミ属、エレ属、ツツジ科など

も稀にあった。さらにカラマツソウ属やキク科などが生える草原もあったとみられる。一方、22層の上部が堆積し

た頃には、徐々に水域が拡大し沼沢から湿地が部分的に形成されたとみられる。沼沢にはスゲ属やイネ科などが繁

茂しミズバショウも生え、周囲の湿地にはワレモコウ属、セリ科、ミズゴケ属なども生えていた。また、水域の拡

大に伴いトウヒ属などの樹木が部分的に衰退したとみられる。

以上のように、第130次調査地点では砂層の堆積後に地表面が湿った環境にあり、こうした所にトウヒ属、カラ

マツ属、チヨウセンゴヨウが生えていた。その後、水域が拡大しスゲ類が繁茂する沼沢が形成され、それに伴いこ

の地点における樹木も部分的に衰退したとみられる。
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図版 1 宮沢遺跡第130次発掘調査で産出した大型植物化石
1.カ ラマツ近似種、球果 (血123)2.カ ラマツ、葉 (S2)3.ト ウヒ属バラモミ節、葉 (S2)4.ト ウヒ属、枝 (S2)
5。 トウヒ属A、 球果 (血120)6.ト ウヒ属B、 球果 (恥117)7.ト ウヒ属C、 球果 (血110)8.チ ヨウセンゴヨウ、
種子 (血126)9,ス ゲ属A、 果実 (Sl)10.ス ゲ属B、 果実 (Sl)11.ス ゲ属C、 果実 (Sl)(ス ケールは 1と 5～ 8が
10111111、 ほかは l lmll)



Ⅵ 富沢遺跡 (第130次)

―………  lb

―………  3b -   3c

図版 2 宮沢遺跡130次発掘調査で産出した木材化石の顕微鏡写真
1.カ ラマツ属 (22層 h129)2.ト ウヒ属 (22層 h130)3.マツ属単維管束亜属 (22層 血131)
(a:横断面, b:接線断面, c:放射断面, スケールは0.lllull)
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図版 3 宮沢遺跡第130次調査区22層 より産出した花粉化石
1～2:ト ウヒ属 (Pたια),3,AFR.MY 1507.3:カ ラマツ属 (Lα′,死),3,AFR,MY 1512.4～ 5:カバノキ属
(B¢すヵ′α),3,AFR.MY 1510.6～ 7:シ ナノキ属 (Tガ,,), 3,AFRoMY 1508.8～ 10:ミ ズバシヨウ属
∝ガ湖物朗),3,AFRoMY 1509.■～12:イ ブキ トラノオ節 (Pο Jygο胞″脇 sect.Bistortム ),2,AFR.MY 1506 13～ 14:ワ
レモコウ属 (髭軽ヵねο賜,),1,AFR,MY 1511. (ス ケールは10μ m)
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図版 4 宮沢遺跡第130次調査区22層 より産出した珪藻化石
No 2. 2 Nαッ,θフJα p′,c♂ヵ勉, N02.  3 Naッテε

"'α
η所たr7, N62. 4ど,ηοヶ力 pr,ι rDIP虎ち Nα 2. 5

6打α肪びεttα ,ψ ttοっ∫,No 3. 7N万肪ヵ/TTうね,たαヶレれ, No 2. 8P力刀″肋rテα∫″うθ?p,勉勉,No 2.
No 2. 10P加ヵ′肋′,α ∫ヵ脇α″p力0胞 , N02. 1l P肋乃坊′α′,α ッチガ湧∫, No 2. 12P滋乃

"′

αrテα翻巧οr,

(ス ケールは10μ m,血 12のみ別スケール)

l NaッサεLv′,σο冷才θ々チα,

励ヵοヶテα p9p,J,ο , Nα 2.

9P,乃猾フ′αr,,うοrια′,s,

No 2.

熱

熾一

罐
誉一一癬

以
娃
∞
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5)中世から近世より出上した加工材及び種実

吉川純子 (古代の森研究舎)

1.試料と方法

富沢遺弥第130次発掘調査に伴い中世から近世にあたる10層～ 4層から打ち込み杭などの加工材を出土した。こ

こでは中 。近世における木材利用の状況を明らかにするため加工材の樹種同定を行った。また、 4層及び 5層から

は大型植物化石を 3試料出土した。

各層から取り上げられた加工材からは、直接剃刀で横断面、接線断面、放射断面を切り出し、ガムクロラールで

プレパラートに封入し、生物顕微鏡で観察、同定した。種実は4層 と5層から出土しており、肉眼で観察・同定した。

2.中世から近世の木材利用状況

4層から10層で出土した加工材及び種実の同定結果を表 5に示す。加工材の種類は打ち込み杭が多く、ほかは先

端加工材などである。 4層から10層 の打ち込み杭利用樹種をまとめるとヤナギ属 6本 とクリが 5本でもっとも多く

利用され、次いでサクラ属 3本、ウツギ属 2本、コクサギ、ウルシ属、リョウブ、カエデ属が各 1本ずつ利用されて

いる。比較的利用樹種が統一されているのは4層のクリの杭列のみで、5層から10層 は様々な樹種を利用しており、

しかも低木であまり径が太くならない樹種が多い。ヤナギ属は低地に生育する種類が多く、ウツギ属、ウルシ属、

コクサギは林分の周囲に生育している種類である。こうしたことから富沢の低地周辺に生育していた樹木のうち利

用可能な径の樹木を適当に利用したと考えられる。

表 6 4層～10層出土加工材及び種実

層位   登録番号  種別 Grid   分類群   遺物番号  AFR NO 備考

4   L01    打ち込み杭   E10SO    クリ      99    254
4   L03    打ち込み抗   E15SO   クリ     34    256
4   1rl14    打ち込み抗   E15SO   クリ     35    257
4   と05   打ち込み杭  E15S10   クリ     36    258
4   と06   打ち込み杭   E5SO   クロマツ   52    259
5   と02   材       E10S5   ウツギ属   30    255
5   L07   打ち込み杭   E10SO   サクラ属   55    260
5   L08   打ち込み杭   E10S5   サクラ属   56    261
5   L‐09   打ち込み杭   E10S5   ヤナギ属   58    262
5   じ11   打ち込み杭   E5S5   ヤナギ属   75    264
5   L13   打ち込み杭   E5S5   ヤナギ属   78    266
5   じ14   打ち込み杭   E10SO   ウツギ属  138   267
6   L‐15   打ち込み杭   E5SO   ヤナギ属   79    268
6   L16   打ち込み杭   E5SO   コクサギ   87    269

杭列セット

杭,1セ ット

杭,」セット

杭,」セット

じ10

L■2

L‐17

L■8

L■ 9

と20

L‐21

L22

L23

L‐24

L25

L26

打ち込み杭

打ち込み杭

打ち込み杭

打ち込み杭

材

打ち込み杭

材

材

打ち込み杭

打ち込み杭

打ち込み杭

打ち込み杭

E5S5   ウルシ属   74   263
E5S5   ヤナギ属   77    265
E5SO   リョウブ   86    270
E10SO   ウツギ属   91    271
E5SO   ウコギ属   92    272  加工痕
E10S5   ヤナギ属   98    273
E15S5   サクラ属  100   274  先端加工
E10S5   キブシ    Ю2   275  先端加工
E5SO   サクラ属   104   276
E5S10   マツ属   105   277
E5SO   カエデ属  106   278
E5S10     クリ       107     279

10

10

材

材

E15S5   サクラ属   101

E10S5   マツ属    137

先端加工

先端加工

4

4

4

5

1

2

2

3

種実

種実

種実

種実

E10SO   オニグルミ  15
E10S5   オニグルミ  16
E10S5   モモ     16

モモ     53

割れた内果皮

核破片2

核破片2

核完形316×211× 147
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種実は 5層からモモの完形核、4層からはオニグルミとモモを出土していて、いずれも食痕はなく割れた跡が確

認されたため、人間が利用したと考えられる。

3.同定された樹種の形態記載

1.ク ロマツ (P,ヵ
"dカ
フηうθ悟力Parlat.) 早材から晩材への移行は比較的急で垂直樹脂道は比較的大型である。

放射仮道管の内壁は内腔にむかってやや突出するが、アカマツほどではない。放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。

放射組織は単列と、水平樹脂道を持つ紡錘状がある。海岸付近に多く自生している。

2.マ ツ属 (P力ヵd) クロマツ同様の構造を持つが、放射仮道管の壁などが風化作用によって溶け、詳細な検

討ができなかった試料をマツ属とした。

3.ヤナギ属 (肋′洸) 中から小型の単独あるいは 2個の道管が放射方向に複合する散孔材で、道管は年輪内に

ほぼ均―に分布する。年輪界付近になると、道管はやや小さくなる。道管の穿子とは単一で、道管相互の壁孔はやや

大きめの小子し紋が交互状に密に分布する。放射組織は単列で異性、放射組織と道管の間の壁孔は蜂の巣状を呈する。

ヤナギ属は水湿地に普通に生育する落棄低木で、もろいため、本遺跡では短期間利用するため手近の材を入手した

と考えられる。

4.ク リ (Cう dサαttια Ottη
"α
 Sieb.et Zucc.) 年輪のはじめに大きな道管が 1～ 3ア1並び、その後小道管が集ま

って火炎状に配列する環孔材である。心材部ではしばしばタンニンが充填して漆黒になり、保存性が良い。道管の

穿孔は単一で壁孔は交互上、道管内には薄い膜状のチローシスが見られる。放射組織は単列で同性である。木材は

耐久性、耐湿性に優れ、土木材や建築材などに良く利用される。本遺跡の抗材への利用は適合している。

5.サクラ属 (Pttη,d) 散孔材で、楕円形の小道管が単独もしくは 2～ 3個放射方向に複合して比較的密に分

布する。道管の穿孔は単一で壁子とは交互状、道管内壁には比較的明瞭ならせん肥厚がある。放射組織はやや背の高

い 1～ 4列程度の紡錘形で同性に近い異性である。黒褐色ないし褐色の充填物質が良く見られる。種実ではモモを

出土しているが、木材はモモではない。

6.コ クサギ (Or滋ヵ即所c,Thunb) 年輪のはじめに1列小道管が並び、その後小道管が 3列ほどの幅でX状

に分布する紋様子LttЬ 道管内にはらせん肥厚がある。放射組織は単列で10細胞高前後、やや異性である。丘陵地に

多い落葉低木であまり太くならない。

7.ウ ツギ属 (Dι
"宅
,α) 小道管がかなりまばらに均―に分布する散孔材で、道管の穿孔は数の多い階段状で

ある。放射組織は2～4列で幅が狭く背が大変高く、異性である。細胞は大ぶりである①材は低木で径はあまり太く

ならないが比較的硬い。

8.ウ ルシ属 (R力′d) 年輪はじめに比較的大きな道管が単一もしくは 2個程度接合し、晩材になるにしたがっ

て、小道管が径を減じる、環孔材。材全体が黒ずんだ褐色を呈する。放射細胞は 3～ 4細胞幅で、異性、穿孔は単

一で小道管の内壁にはらせん肥厚がある。

9.カエデ属 lAθι′) 小道管が単独もしくは 2、 3個放射方向に複合し、まばらに均―に分布する。道管は早

材部ではやや大きく、晩材では径を減じる。道管壁は交互壁子とで、穿孔は単一、大変細いらせん肥厚が確認できる。

放射細胞は 1～ 5細胞幅の紡錘状、ほぼ同性である。

10。 キブシ (sttθ秒
"r"∫
pttιεtt Sieb.et Zucc.) 大変小さな小道管が放射方向に 2～ 3個接合し、柔細胞は短接

線状、ターミナル状に配列する散孔材。穿孔は階段状で放射細胞は 1～ 2細胞幅で大変高い。放射組織は異性であ

る。山野に生育する低木で径は10cm未満がほとんどである。

11.ウ コギ属 lAθα々筋ψαЮ,χ) 小道管が接線状に並ぶ散孔材で、単穿孔、側壁は交互状壁孔である。放射組織

は 5～ 6細胞幅で時に30細胞高以上になる紡錘形で、タト側は滑らかだが、放射組織内部の細胞はそろっていない。

12.リ ョウブ (CJ励胞うαわチヵιpね Sieb.et Zucc.) 小さい道管がまばらに分布する散孔材で、穿子しは階段状、道

管内壁は交互壁子とである。放射組織は 3～ 4細胞幅で 5～ 30細胞高くらいで異性である。中低木だが径はそれほど

太くならない。
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図版 5 富沢遺跡第130次調査区の中 。近世より出上した加工材の顕微鏡写真
1.コ クサギ (6層 No87)2.ウ ツギ属 (5層血30)3.ウ ルシ属 (7層 No74)4.キ ブシ (7層 No102)(a:横断面 ,

b:接線断面, c:放射断面, スケールは0.lmm)
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6)昆虫化石

森 勇一 (愛知県立明和高等学校)

1.試料および分析方法

2003年 に実施された富沢遺跡第130次調査は、地底の森ミュージアム「富沢遺跡保存館」の南東に隣接する一辺

約25mの小規模な調査区である。本調査区からは、従来の調査同様、旧石器時代 (約 2万年前)の地層が確認され、

この地層から樹根や木材片とともに、現地調査の過程で計 2点の昆虫化石が発見された。そのため、昆虫化石につ

いて調査すべく、 2か所のブロックサンプル (試料 1お よび2)が採取された。今回、筆者のもとに送り届けられ

た試料 1お よび 2は、調査区北東隅より約30cm離れた場所に位置し、東西に隣りあわせたサンプルである。これら

の湿潤重量は、試料 1が 1.8kg、 試料 2が2.Okgであり、層厚はいずれも約 8 cmであった。

なお、昆虫化石を含む地層より得られた木片の放射性炭素年代は22,300年 yrs.BPと いう年代値が求められており、

また、昆虫化石包含層 (22層 )の約40cm下位からは姶良―丹沢テフラ (AT)が検出されている。

昆虫化石の抽出は、ブロック割り法 (野尻湖昆虫グループ,1988)に よった。昆虫化石の同定は、筆者採集の現

生標本と1点ずつ実体顕微鏡下で比較しながら行った。

2.分析結果

A.現地採集の昆虫化石

発掘調査の過程で発見された昆虫化石は、計 3点であった。うち 1点 は、E10S5地点の22層 より産出した遺物番

号122と される昆虫化石 (標本 1)であり、もう1点 は、E12S4地点の同じく22層 より産出した遺物番号128の昆虫

化石 (標本 2)であった。なお、遺物番号122の試料からは、化石クリーニングの過程でもう 1点の昆虫化石が検

出され、この化石を標本 3と した。次に、標本 1お よび 2、 3についてその同定結果を記す。

標本 1(遺物番号122-1)

アオオサムシ Q胞うヵ∫ヵ∫,′テεοtt Chaudoir 右上翅 (長さ15.Onlm)図 版 1-1

標本 2(遺物番号128)

ナガゴミムシ属 Pセ胞∫ヶた力
"s sp.前

胸背板 (最大幅4.4nm)図 版 1-2

標本 3(遺物番号122-2)

ハネカクシ科 Staphylinidae 前胸背板 (長さ2.2mll)

B. 試料 1

試料 1か らは、計36点の昆虫化石が発見された (表 1)。 数多く認められた昆虫は、地表性で雑食性ないし食肉

生のオサムシ科 Carabidacが 8点、地表性で主に雑食性のハネカクシ科 Staphylinidacが 8点、好植性で食植性の

ブウムシ科 Curculionidaeが 6点、同じく好植性で食植性のハムシ科 ChrySomelidae(5J点 )な どであった。全体

に、地表性昆虫 (18点)の出現率 (50,0%)が高く、植物に依存して生活する好植性昆虫は13点 (361%)、 水生昆

虫はわずか 2点 (5,6%)、 不明種は 3点 (83%)であった。また、昆虫化石の保存状態が悪く、検出された昆虫化

石はすべて体節片に分離した状態で発見された。

特筆すべき昆虫として、好植性でスゲ類を食するスゲヒメゾウムシの一種 L肋 ο々うαぬ sp.(1点 )、 および水生 。

食植性昆虫として知られるタマガムシ A″pカテψ∫maとer(1点)な どが検出された。

C. 言t沐斗2

試料 2では、計44点の昆虫化石が見つかった。もっとも多く検出された昆虫は地表性で主に雑食性のハネカクシ

科 (17点 )であり、次に同じく地表性で主に雑食性のオサムシ科 (6点 )、 好植性で食植性のハムシ科 (5点 )な
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どが発見された。地表性昆虫 (28点 )の出現率は試料 1以上に高く、全体の61.4%を 占めた。好植性昆虫は11点

(25.0%)であり,水生昆虫は 4点 (9.1%)、 不明種は 1点 (2.3%)で あった。試料 1と 同様、昆虫化石の保存状態

が悪く、検出された昆虫化石は各体節片に分離し、破壊・変形した状態で検出された。

試料 1と 同じくスゲヒメゾウムシの一種 (1点 )が発見されたが,こ のほかに水生・食肉性のクロヒメゲンゴロ

ゥr,ノぅど,s Popp'坊 ♂,(1点 )、 水生・食植性のタマガムシ (2点 )、 同じく水生・食植性のヒメセマルガムシ

働θ′ο∫rο ttα ο7・b,εフ′αrι (1点 )な どが見いだされた。

3.昆虫化石から推定される古環境

A.地表環境

試料 1お よび 2か らは地表性昆虫が多数検出され、水生昆虫がほとんど見られなかったことより,旧石器時代の

ころ、130次調査区付近は比較的乾燥した状態であったと考えられる。発掘調査現場 (E10S5地点およびE12S4地点)

にて採取された昆虫化石 (3点)がすべて地表性昆虫であったことも、この結果とよく一致する。また、試料中よ

り検出される昆虫化石が体節片に分離した状態で発見されたことや、これらの保存状態がきわめて悪いことからは、

昆虫が死後他の昆虫や土壌生物等に食べられたり分解されたりするなど、常時水につかることのない地表環境だっ

たことを示している。

食植性昆虫が比較的多く認められたことから、遺跡の周 りに植生が繁茂していたことが容易に推定される。なか

でもスゲ類を食するスゲヒメゾウムンの仲間の発見からはスゲ群落の存在が,ま たヒメセマルガムシからは遺跡周

辺にミズゴケが繁茂していたことが示される。これら2分類群がいずれも湿地に生える植物に依存して生活するこ

とや、地表性昆虫の中にミズギワゴミムシ属 βιηう,冴 ,οη sp"ツ ヤヒラタゴミムシ属 勲 ,々cカカ∫Spな ど湿潤地表面を

好むものが認められることから,遺跡付近に湿地や水たまりが存在したことを示唆している。

B.古気候について

見いだされた昆虫化石の中には、日本全土に分布する昆虫が多数認められるものの、遺跡の位置する仙台市以南

にのみ生息する昆虫は 1点 も確認されなかった。計 2点発見されたスゲヒメゾウムシの一種は種まで同定できてい

ないが、富沢遺跡第58次、第63次、および第88次の調査でも確認された北方系のプウムシである (森,1993,森 ,

1995a)。 また、クロヒメゲンゴロウについては、スゲヒメゾウムシの一種と同じく第58次、第63次、第88次の調査

の際、発見された本州からは採集記録のない北方系の水生昆虫である (森,1993,森 ,1995a)。 また、ヒメセマル

ガムシは東北日本に分布の中心を有し、最終氷期 (森,1995b)や 第四紀更新世の寒冷期の地層 (森,1996)か ら

確認され、氷河時代の遺存種とされるミツガシワИη
"乃
熔 ナr″′加αなどが繁殖する湿地に多い昆虫とされている。

このため、昆虫組成のうえから、22層堆積期の気候は最終氷期の最寒冷期ころかこれに匹敵するほど寒かったので

はないかと考えられる。なお、こうした推定は、富沢遣跡における従来の昆虫分析結果とも矛盾しない。

文献

森 勇一 (1993)富沢遺跡58次調査区より発見された昆虫化石について.仙台市文化財調査報告書 (第 172集)富沢・泉崎浦・山口遺

跡 (6),仙 台市教育委員会,33～ 41.

森 勇一 (1994)昆 虫化石による先史～歴史時代における古環境の変遷の復元。第四紀研究,33,331～ 349

森 勇一 (1995a)富 沢遺跡 (第88次調査)よ り産出した昆虫化石と古環境.仙台市文化財調査報告書 (第203集 )富沢・泉崎浦・山口

遺跡 (8)一富沢遺跡第88次・89次調査報告書,仙台市教育委員会,72～ 81

森 勇一 (1995b)昆 虫化石と古環境,大渡Ⅱ遺跡報告書,岩手県埋蔵文化財センター,351～ 370,

森 勇一 (1996)三 重県多度町の鮮新・更新統東海層群より産出した寒冷型甲虫化石.第四紀研究,34,373～ 381.

野尻湖昆虫グルーブ (1988)昆 虫化石ハンドブック (グリーンブックス138),ニュー・サイエンス社,126p



図版 1 宮沢遺跡 (第 130次調査)
1 アオオサムシ働laうパ171∫′r'COね chaudolr右 上翅 (長 さ15 0om)標 本1(遺物番号122)
2 ナガゴミムシ属 Prfttdllたん

"s sp前
胸背板 (最大幅44801)標本2(遺物番号128)

3 ミズギワゴミムシ属∂?″う,′お,sp左上翅 (長さ34m)試料2-38
4 ゾウムシ科Curctlllonidae左右上翅 (長さ5 3au4)試料1-21
5 スゲヒメゾウムンの一種を,″μοbpと sp左右上理 (長 さ2 8mm)試料1-37

Ⅵ 富沢遺跡 (第 130次 )

から産出した昆虫化石の顔微鏡写真

6 ブウムシ科 Curcu� onidac頭部 (長 さ32剛 )試料1-25
7 コメツキムン科 Elate�dae前胸背板 (最大幅25剛)試料2-11
8 ハネカクシ科Staphyhnidac右 上翅 (長さ12m)試料2-27
9 ヒメセマルガムシ働じヵv)″,οヵ,ε vイ,セ (Fabidus)左 上辺 (長さ24wl)試料2-29
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Ⅶ 養種園遺跡 (第 4次 )

Ⅶ 養種園遺跡 (第 4次)発掘調査報告書

1 調査要項
遺  跡  名  養種園遺跡 (宮城県遺跡番号01349)

調 査 地 点  仙台市若林区南小泉一丁目14-10の一部

調 査 期 間  平成15年 12月 22日

調査対象面積  63,76∬

調 査 面 積  18∬

調 査 原 因  個人住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育委員会文化財課

担 当 職 員  主査 渡部弘美  文化財教諭 大倉秀之

2 遺跡の位置と環境
養種園遺跡は、」R仙台駅の南東約2.5km付近の仙台市若林区南小泉一丁目に所在する面積約9haの 遺跡である。仙

台市街地の東側、広瀬川の北側に位置し、宮城野海岸平野と呼ばれる1中積地の標高12～14mの 自然堤防、後背湿地

上に立地している。周辺には東側に隣接して南小泉遺跡が広がっておりその中心には遠見塚古墳が存在する。遺跡

内には、法領塚古墳、猫塚古墳、蛇塚古墳が点在している。今回の調査地点は、遺跡南東部の住宅地に当たり標高

は約12mである。本遺跡ではこれまでに 3回の調査が行われており、今回の調査で 4次日となる。

養種園遺跡

第44図 調査地点と周辺の地形



Ⅶ 養種園遺跡 (第 4次 )

3 調査に至る経過と調査方法

平成15年 12月 3日 付で石川貴之氏

より個人住宅建築工事に係わる発掘

届が提出された (教生文第2-192号

で回答)。 住宅建築工事が杭打ちを

伴うため遺構を損なう惧れのあるこ

とが分かった。これを受けて平成15

年12月 22日 に、建物予定地内に東西

6m、 南北 3mの調査区を設定して

確認調査を実施した。その結果、調

査区全域にわたって溝跡1条が検出

されたため引き続き本調査へと移行

し、溝跡の精査を行った。調査は、

重機により盛土と I、 Ⅱ層を排除し、

Ⅲ層上面で入力による遺構検出作業

と遺構の掘り込みを行った。

4 基本層位
調査区内は、全体に厚さ10～20cm

の盛土で覆われている。調査区で確

認した基本層は、盛土層下の I層からⅢ層まで大別3層

である。 I層は木炭粒、マンガン粒を含む黒褐色シルト

層で、近現代の陶磁器類、燻瓦を包合している。Ⅱ層は

木炭粒、微砂粒を含む黒褐色シルト層である。Ⅲ層はに

ぶい黄褐色シルト層で基盤となる自然堆積層である。こ

の層の上面で遺構検出作業を行った。

5 発見遺構と出土遺物
調査区全域にわたって溝跡1条が検出された。

溝跡

SDl 清跡

Ⅲ層上面で検出した。検出長5,8m、 上幅5.Om、 深さ

1,4mで、壁は底面から急に立ち上がる。東西方向に延

びるものと思われる。堆積土は 9層 に分かれ、 1～ 5層

は人為堆積で 6～ 9層は自然堆積である。出土遺物は、

非ロクロ土師器高郭 (C-1)、 須恵器蓋 (E-1、 2)、 灰釉陶器碗 (I-1)、 輔羽口 (P-1、 2)、 鉄津 (N-1)

の他、非ロクロ土師器奏、ロクロ土師器郭、須恵器壼、奏、施釉陶器奏である。このうちC-1は円筒形をした中

空の脚部である。外面はヘラミガキ、内面はナデが施されている。古墳時代中期の南小泉式のものと考えられる。

隣

地

境

界

線

0               5コ n

第45図 調査区配置図

o                         3rn

第46図  遺構配置図

建物予定範囲



E-11よ宝珠形をしたツマミ部である。E-21ま 口縁部

でカエリをもたない。いずれも奈良時代頃のものと思

われる。 I-1は 10世紀代の東海産と思われる。ただ

しこれらの遺物については、周辺にあった遺構に伴う

ものと見なされ、溝跡の年代を直接反映するものとは

考えられない。P-1、 2は外面に溶解した鉱津が付

着している。N-1は 碗形津である。 P-1、 2、

N-1と も年代は不明であるが、近隣に鍛冶施設があ

ったものと推測される。堆積土中に含まれている遺物

として最も新しいと考えられるものに堤産の鉄釉陶器

甕がある。これには幕末～明治初め頃の年代が与えら

れることから溝跡の埋没年代も概ねその頃と捉えて差

支えないものと思われる。

Ⅶ 養種園遺跡 (第 4次 )

0       1m

-

激
0                         10cm

登録番号 種別・器種 出土遺構層 器高 長 口径・幅 特 徴

] C-1 土師器・高不 SDl 脚部外面 :ヘラミガキ 内面 :ヘラナデ、二久加熟を受けている。支脚に転用か。 1

2 E-1 須忘器 蓋 SDl 外面 :ロクロナデ、回転ヘラケズリ 内面 :ロクロナデ 宝珠形。 2

3 E-2 須恵器 蓋 SDユ 面 :ロクロナデ、回転ヘラケズリ 内面 :ロクロナデ 3

灰釉 陶器  碗 SDユ l 東海産 (猿投窯か )10c代 外面 :ロクロナデ、灰釉  内面 :ロクロナデ、灰釉 4

第48図  SDl清跡出土遺物

6 まとめ
① 養種園遺跡は、仙台市若林区南小泉一丁目に所在する縄文時代から江戸時代の複合遺跡である。
② 今回の調査によって検出された遺構は、溝跡1条である。出土遺物には、非ロクロ土師器、ロクロ土師器、須
恵器、施釉陶器、輔羽日、鉄淳がある。

③ 溝跡については、遺構の一部を検出したに留まっているため年代や機能については不明である。出土遺物のう

ち施釉陶器奏に幕末から明治初め頃の年代が与えられることから19世紀の後半頃には埋め戻されたものと考えら

れる。

引用・参考文献

伊東真文 (2002):「 若林城跡―第3次発掘調査報告書―」仙台市文化財調査報告書第256集

佐藤 洋 (1997):「 養種園遺跡発掘調査報告書―伊達家別荘跡の調査一」仙台市文化財調査報告書第214集

豊村幸宏 (2003):「 養種園遺跡 (第3次)発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第266集

仙台市教育委員会 (2001):「 若林城跡と養種園遺跡J仙台市文化財パンフレット第48集

2

＼

　

／

雪衛 十  色 十件 備   考

OYR3狙 賠楊付 シルトにぶい責褐色土ブロック、淀化物地を全体に含む。焼土粒を含む。

2 OYR3犯 暗褐色 ンルトにぶい責褐色土ブロック、炭化物粒を疎らに含む。径3cmの礫を僅かに含む。

3 10YR3犯 単褐色 炭化物粒、焼土粒を僅かに含む。

4 10YR3/2黒褐色 ンヽ 砂のブロックを含む。炭化物粒、焼土粒を僅力ヽこ含む。下半に褐色土プロックを含むc

5 lllYRV2灰責褐色 確イヒ鉄群、溌イ「 物対存今体に合市,^各4cmの礫を合 trハ

nVP5/2反 音楊れ 結 十

7 OYR3/2里楊■

OYR4/1楊反色 粘 土 10YR5/3に ぶい責褐色土を層状に一部含む。

OYPt5/2灰蓑lB也 砂 下半に5YR4/8赤褐色砂層を含む。

第47図 調査区西壁 。SDl溝跡断面図



Ⅶ 養種園遺跡 (第 4次 )

1 調査前状況 (北東より) 2 遺構検出状況 (東より)

3 SDl溝跡全景 (東より) 4 SDl溝跡土層断面 (東より)

1 土 師 器 高杯  C-1(SDl第 43図 1)
2須 恵 器 蓋  E-1(SDl第 48図2)
3須 恵 器 霊  E2(SDl第 48図3)

4 灰釉陶器 碗   I-1(SDl第 48図 4)

図版21 調査状況・

口

口

羽

羽

津

輔

輔

鉄

出土遺物

※縮尺は任意とする。



Ⅷ 北目城跡 (第 3次 )

北目城跡 (第 3次)発掘調査報告書

1 調査要項
遺  跡  名  北目城跡 (宮城県遺跡番号01029)

調 査 地 点  仙台市太白区郡山四丁目15-1

調 査 期 間  平成15年 7月 18日

調査対象面積  130∬

調 査 面 積  55.5∬

調 査 原 因  店舗付事務所、地上貯槽、地下水槽、ディスペンサー建設
調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育委員会文化財課

担 当 職 員  主査 渡部弘美  教論 豊村幸宏  文化財教論 大倉秀之

2 遺跡の位置と環境
北目城跡は、JR長町駅の南東約1.5km付近の仙台市太白区郡山四丁目、郡山字館ノ内、北目宅地に所在する平城

跡である。名取川と広瀬川に囲まれた郡山低地の東部に位置し、標高 9～ 1lmの 自然堤防上に立地している。周辺

には西側に隣接して古代の官衛、寺院跡である郡山遺跡が広がっておりその西方には郡山遺跡に関連する集落跡で

¶
，

第49図 調査地点と周辺の地形



Ⅷ 北目城跡 (第 3次 )

ある西台畑遺跡、長町駅東遺跡が所在する。遺跡内には、宅地古碑群が点在 している。北目城は、伊達政宗が関ケ

原の戦い (1600)の 際に入城し、仙台城に移るまでの間居住したことで知られている。「仙台領古城書上」 (延宝年

間 :1673～ 1681)に よれば、政宗入城以前の北目城は、栗野大膳が茂ケ崎城より移 り天正年間 (16世紀後葉)ま で

居城し、その後屋代勘解由兵衛が指置かれたという。今回の調査地点は、遺跡中央部の西側に当たり標高は約10m

である。本遺跡ではこれまでに都市計画道路建設や地中送電線設置工事に伴い2回の調査が行われており、平成4

～5年度に実施した第1次調査では、陶磁器類や三引両紋が描かれた漆器椀、脇差、虹梁など豊富な遺物を伴う近

世初頭の「障子堀」を検出している。

3 調査に至る経過と調査方法
平成15年 7月 15日 付で畑文雄氏より店舗付事務所、地上貯槽、地下木槽、デイスペンサー建築工事に係わる協議

書が提出された (教生文第 3-16号で回答)。 これを受けて平成15年 7月 18日 に、基礎工事によって遺構の損なわ

第50図 調査区配置図



Ⅷ 北目城跡 (第 3次 )

れる惧れのある箇所に東西5.5m、 南北 5

mの Aト レンチ、東西 4m、 南北 7mの B

トレンチを設定して確認調査を実施した。

その結果、Aト レンチでは自然堆積層を検

出したのみで遺構・遺物は発見されなかっ

たが、Bト レンチでは溝跡 1条が検出され

たため引き続き遺構の精査を行ったもので

ある。調査は、重機により盛土とI～ V層

を排除し、Ⅵ層上面で人力による遺構検出

作業と遺構の掘り込みを行った。

4 基本層位
調査区内は、全体に厚さ80～100cmの盛

土で覆われている。調査区で確認した基本

層は、盛土層下の I層 からⅥ層まで大別6

層である。 I層 は木災粒、砂粒を含むオリ

ーブ黒色シルト質粘土層である。Ⅱ層は木

炭粒、酸化鉄斑を含む灰色シルト質粘土層

である。Ⅲ層は暗オリーブ灰色砂質粘土層

で灰色粘土ブロック、木炭粒、酸化鉄斑を

＝

Ｑ

卜

十

１

0               3m

第51図  Bト レンチ遺構配置図

少量含む。溝跡はこの層の上面から掘り込まれている。Ⅳ層は暗緑灰色粘土層である。酸化鉄斑、木炭粒を含む。

V層はオリーブ黒色粘土層で、酸化鉄斑、木災粒を含む。Ⅵ層は暗オリーブ灰色粘土層で、酸化鉄斑、マンガン斑

を含む。 I、 Ⅱ層は旧耕作土層、Ⅲ層以下は自然堆積層と考えられる。

=寡
亦

100m

盛  土

90m

90m止

Ⅲ

Ⅳ

―

員 醤{ 土   色 土 性 備 考

基本層 I 10Y3/1オリーブ黒色 ンルト質粘主 木炭粒を含む。

Ⅱ ;GY71暗オリーブ灰色 臨  EL
] !5βVR/1陪オリーブ灰れ シルト暫粘十植物慣体、マンガン斑を含む。

Ⅳ 伊r3/1オリーブ黒色 倍 マンガン斑を含む。

V る留 1責灰色 貼  土 酸化鉄斑を多量に合む。マンガン粒を合む。

第52図 Aト レンチ東壁断面図

旨  種 層 ヽ 十   色 土  性 備 考

本 層 I 10Y3/1オリーブ黒色 ′ルト質粘J 木炭粒、砂粒を合む。

10Y71灰色 ′ルト質粘」 木炭粒、酸化鉄斑を含む。

25G13/1暗オリーブ灰t 少質粘J た5YVi辰 ■粘十カ ック、末溌れ、駿イ佐鉄軒を少目含む
Ⅳ 75GY4/1暗緑灰色

V 5Y3/1オ リーブ黒色 、木涜粒を含む。

Ⅵ iGY71陪オリーヴ灰色 J 酸化鉄斑、マンガン斑を合む。

SDl 10Y71灰 色 ンルト質粘」 10Y5/1灰 色粘土ブロックを含む。木炭粒を少量合む

F5GY71曙緑炭色 /ルト質粘」 75Y3/1オリーブ黒色粘主カ ック、本炭粒を含む。

3 F5GY5/1緑灰色 七  」 酸化鉄斑、木炭粒を含む。
4 5GY71暗オリーブ灰荏 少質粘J 末牌対、マンガン対を含む。

5 CⅥ/1暗オリーブ灰色

50r3/1暗緑灰色 15GY4/1暗緑灰秒と互層。木炭粒、酸化鉄斑を含む

5GY4/1陪緑灰●_ Wl黒色お土アロック観猟ζ含む,印と鉄斑、マンルとを含む。ホ炭粒を少畳含も

第53図  Bド レンチ西壁断面図



Ⅷ 北目城跡 (第 3次 )

5 発見遺構 と出土遺物
溝跡

SDl 溝跡

調査区内を東西からやや北よりの方向に延びる溝跡の南岸部を検出した。上幅 4m以上で、掘り込み面からの深

さは1.2mで ある。壁は底面から緩やかに立ち上がり、南壁部に幅0.5m、 高さ0.4mの大走り状の段差が認められる。

底面には下幅ユ.8m、 上幅0.8m、 高さ0.5mに 地山を掘り残した畝状の高まりが見られる。堆積土は 7層 に分かれ、

1～ 3層 は人為堆積で 4～ 7層 は止水による自然堆積である。出土遺物は、 3層中から凸面に縄叩きの後スリケシ

を施し凹面に糸切痕を持つ古代の九瓦 (F-1)が 1点出土した。

0                         10C血

6 まとめ
① 北目城跡は、仙台市太白区郡山四丁目、郡山字館ノ内、字北目宅地に所在する縄文時代から江戸時代の複合遺
跡である。

② 今回の調査によって検出された遺構は、溝跡 1条である。出土遺物には、古代の九瓦がある。
③ 溝跡については、防御性を高めるため底面に畝状の障壁を備えている点や規模の点などから近世初頭頃に位置
付けられる可能性が高い。

④ 溝跡の性格については、周辺の調査成果から、北目城の堀跡と考えられる。

引用・参考文献

紫桃正隆 (1974):「 史料仙台領内古城・館」4 宝文堂

竹田幸司 (1999):「 北目城跡―第2次発掘調査報告書―」仙台市文化財調査報告書第238集

スリケシ 凹面 :

第54図  SD刊 溝跡出土遺物



5 Aト レンチ東壁土層断面 (西より)

Ⅷ 北 目城跡 (第 3次 )

1 丸瓦 F-1(SDl第 54図 1)

図版22 調査状況 。出土遺物

l Bト レンチ調査前状況 (南より) Bト レンチ遺構検出状況 (北より)

3 Bト レンチ西壁土層断面 (東より) 4 Bト レンチ溝跡掘り込み状況・西壁土層断面 (東より)

※縮尺は任意とする



Ⅸ 郡山遺跡 (第154次 )

Ⅸ 郡山遺跡 (第 154次)発掘調査報告書

1 調査要項
遺  跡  名  郡山遺跡 (官城県遺跡番号01003)

調 査 地 点  仙台市太白区郡山五丁目144番 1、 144番 8、 144番 9、 144呑 10及び法定外公共物

調 査 期 間  平成15年 9月 8日 ～ 9月 10日

調査対象面積  2,591.52�

調 査 面 積  66だ (A区 34だ、 B区32だ )

調 査 原 因  宅地造成工事

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育委員会文化財課

担 当 職 貝  主査 渡部弘美  主任 長島榮一  文化財教諭 大倉秀之

2 遺跡の位置と環境
郡山遺跡は仙台市の南東部、太白区郡山 2～ 6丁目に位置する遺跡で、追跡の範囲は東西約800m、 南北約900m

に及ぶ。仙台市街地南部の地形は大きく二つに分けられ、名取川とその支流広瀬川が形成した西側の段丘地形とそ

の東に広がる「宮城野海岸平野」と呼ばれる沖積平野がみられる。名取川と広瀬川は郡山遺跡の南東側で合流して

おり、両河川に挟まれた一帯は「郡山低地」と呼ばれ、自然堤防と後背湿地が入り組んでいる。遺跡内の標高は 8

八幡社古碑群

第55図 調査地点と周辺の地形

半 箸来導跡ヽ 300m



Ⅸ 郡山遺跡 (第 154次 )

m～ 12mである。なお、遺跡の位置と環境につ

いての詳細な記述については、既刊の郡山遺跡

の調査報告書を参照されたい。

3 調査に至る経過と調査方法
平成15年 8月 12日付で庄子義範氏・庄子はる

の氏より宅地造成工事に係わる発掘届が提出さ

れた (教生文第 2-114号 で回答)。 今回の調査

地点は、昭和55年度より始められた「郡山遺跡

範囲確認調査」の昭和62年度の第70次調査とし

て調査が行われた地点である。第70次調査区は

推定方二町寺域内の南西地区にあたり、推定講

堂跡の南西に位置している。第70次調査は寺院

中枢を区画する施設の確認と寺域内における遺

構の確認を目的として行われ、天地返し深耕の

ため遺存状況は極めて悪かったものの寺院中枢

区画の材木塀や寺院と同時期と考えられる竪穴

住居跡の他に寺院の造営より先行する I期官行

段階の建物跡・溝跡を発見している。

今回の調査は申請地の宅地造成工事にあた

り、道路新設部分に深く入る下水道の掘削部分

(第70次調査時の未調査部分)に調査区を設定

した。北側道路部分をA区、南側道路部分をB
第56図

区として調査を行った。A区については東西34m、 南北 lm、 B区については東西32m、 南北 lmの調査区を設定

して調査を実施した。A区・B区 とも重機により盛土、耕作土の排土を行った。排土は黄trs色粘土質シルト・砂質

シルト層の上面までとし、天地返しによる撹乱土のつF除及び遺構検出作業を入力で行った。

4 基本層位
昭和62年度第70次調査の土層断面図を参照されたい。

5 発見遺構と出土遺物
A区の調査
天地返し深耕による撹乱が深く及んでおり遺構は発見されなかった。遺物も出土しなかった。

B区の調査
ピット2基を検出した。また、第70次調査で検出されたS11036の端部の検出が想定されたが、検出されなかった。

ピット

調査区東半部に 1基 (Pit l)、 中央部に1基 (Pit 2)の 計 2基のピットを検出した。ピット1は径40cm、 深さ18

cmで平面形は円形を呈する。ピット2は天地返しの撹乱下面で検出され、径40cm、 深さ14側で平面形は円形を呈す

調査区配置図

隣

地

境
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Ⅸ 郡山遺跡 (第154次)

る。推積土はいずれも、にぶい黄褐色シルト土である。柱痕跡はみられず、性格については不明である。出土遺物

はなかった。

6 まとめ
① 今回の調査区はA区が第70次調査のB区・E区の南側、B区が第70次調査のC区・F区の南側で第70次調査に
おいてベルト部とした未調査の部分である。

② 今回の調査区はA区・B区 とも深くまで撹乱が及び、上層の遺構は消失したことも考えられ、また、第70及調
査の結果からも遺構の密度が本来希薄であったものとみられる。

③ 今回の調査によって検出された遺構はB区のピット2基のみであった。出土遺物はなかった。
④ B区においては、第70及調査c区で検出されたS11036の端部の検出が想定されたが、検出されなかった。

引用・参考文献

木村浩二 (1988):「第70次発掘調査」F郡山遺跡Ⅷ―昭和62年度発掘調査概報』仙台市文化財調査報告書第110集
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Ⅸ 郡山遺跡 (第 154次 )

l A区全景 (西より) 2 B区全景 (東より)

3 A区・ B区全景 (東より)

図版23 調査状況



X 小鶴城跡 (第 2次 )

X 小鶴城跡 (第 2次)発掘調査報告書

1 調査要項
遺  跡  名  小鶴城跡 (宮城県遺跡番号01194)

調 査 地 点  仙台市宮城野区新田3丁 目239-14

調 査 期 間  平成15年 10月 14日

調査姑象面積  60.21∬

調 査 面 積  21∬

調 査 原 因  個人住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育委員会文化財課

担 当 職 貝  主査 渡部弘美  文化財教諭 大倉秀之

2 遺跡の位置と環境
小鶴城跡は、JR東仙台駅の北東約0,9km付近、仙台市宮城野区新田三丁目、小鶴字屋舗に所在する。遺跡は、台

原・小田原丘陵から南東に分岐して舌状に延びる標高15m～20mの丘陵地に立地している。「仙台領古城書上」に

は、小鶴村の「平小鶴城」として東西60間、南北36間 とされており、小鶴村「風土記」には「古館」として竪38間、

横27間 と記録されている。また「風土記」には城主、逸見丹波とある。小鶴城の本丸は、屋舗とよばれる丘陵地の

西寄りに当たる「殿上山」と呼ばれているところにあったと言われ、規模は東西40m、 南北80mである。また、丘

陵裾部には幅5mに達する水濠が廻っていたとされる①遺跡内には、今も小鶴城跡板碑群が残り、遺跡の北側には

羽山神社板碑群がある。今回の調査地点は、遺跡北東部の住宅地に当たり標高は約 7mである。

//緬
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第57図 調査地点と周辺の地形



X 小鶴城跡 (第 2次 )

3 調査に至る経過と調査方法
平成15年 10月 6日付で平山浩文氏より個人住宅建築工

事に係わる発掘届が提出された (教生文第 2-152号で

回容)。 届出の内容を検討した結果、住宅の基礎工事に

よって遺構を損なう可能性の高いことが分かった。これ

を受けて平成15年 10月 14日 に、建物予定地内に東西 3m、

南北 7mの調査区を設定して確認調査を実施した。その

結果、調査区北半部で溝跡1条が検出されたため引き続

き本調査へと移行し、遺構の精査を行ったものである。

調査は、重機により盛土とI～Ⅳ層を排除し、V層上面

で人力による遺構検出作業と遺構の掘り込みを行った。

基本層位
調査区内は、全体に厚さ10～20cmの盛上で覆われてい

る。調査区で確認した基本層は、盛土層下の I層からV

層まで大別 5層である。 I層 は黒色シルト質粘土層で、

層厚は15～25cmである。調査区の北半部のみに見られる。

Ⅱ層は木炭粒、焼土粒、黒色土ブロックを含む黒褐色粘

土層である。層厚は18～23cmで ある。層中に土師器片を

含む。Ⅲ層は褐灰色粘土層で酸化鉄斑を全体に含む。層

厚は 3～ 9 cmである。Ⅳ層は黒色粘土層で径lcm程度の

礫を全体に含む。層厚は10～ 25cmである。V層は褐色シ

ルト質粘土層である。この層の上面で遺構検出作業を行

った。

5 発見遺構と出土遺物
調査区北半部で溝跡1条が検出された。

溝跡

SDl 清跡

V層上面で検出した。調査区壁面の観察から実際の掘

り込み面はⅡ層上面である。規模は、検出長25m、 上

幅3.5m以上、下幅2.lm以上、深さ13mである。壁は底

面から緩やかに立ち上がる。調査区外に東西方向に延び

ているものと思われる。堆積土は7層に分けられる。断

面の形状は逆台形を呈し、底面は平坦である。底面には

杭列や畝状の高まりなどの施設は認められず、遺物も出

第58図 調査区配置図

土しなかった。なお、平成15年 2月 17日 に実施した個人住宅建築に伴う確認調査でも東側隣接地においてこの溝跡

の延長部分を検出している。

隣

地

境
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線
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X 小鶴城跡 (第 2次 )

70m AI

潰  構 言勺 十   行 十 備 考

本 Ia 10YR2/1 調査区北半に分布。

10YR2/2

10YR2/3黒褐色 冶  土 炭化物粒、焼土粒、黒色主カ ックを含t「。
10YR4/1褐灰色 粘  土 酸化鉄斑を全体に含む。

Ⅳ 10YR2/1黒色 粘  土 廷lc市程の礫を全体に含む。
V 10YR4お 幅色 ンルト留Hr十

SDl 10YR2/2黒褐色 シルト旨4t十 !土、明蓋褐色上のプロックを令体に含む。

遺  構 目
`

土   色 土  性 備 考

SDl 2 5Y3/1オリープ黒色 砂 佼化物を僅かに合む。

3 25Y3/2塁褐角 シルト督器十 恒物遺体を全体に含む。
4 25Y4/2陪 Fk賛包

5 25Y4/1責灰色 土 露褐色土の小ブロックを全体に含む。

6 10YR2/3黒褐色 粘  土 黒色土、暗褐色上のカ ックがViB在する。
7 10YR2/3黒褐色 粘  土 灰オリーブ砂、黒色上の互層。植物遺体を含む。

第60図 調査区西壁断面図

6 まとめ
① 小鶴城跡は、仙台市宮城野区新田三丁目、小鶴字屋舗に所在する中。近世の城館跡である。
② 今回の調査によって検出された遺構は、溝跡1条である。
③ 溝跡については、出土遺物を伴っていないため詳細な年代は不明であるが、規模や形態から小鶴城跡の外堀の
可能性が考えられる。具体的な性格については今後とも周辺の調査を待って検討していきたい。

引用 。参考文献

紫桃正隆 (1974):「 史料仙台領内古城・館」4 宝文堂

渡部紀 (2002):「 /Jヽ鶴城跡」仙台市文化財調査報告書第261集



X 小鶴城跡 (第 2次 )
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1 遺構検出状況 (南西より)

2 SDl溝跡土層断面 (東より)

3 SDl溝跡全景 (北より)

図版24 調査状況



� 富沢館跡 (第 2次 )

富沢館跡 (第 2次)発掘調査報告書

1 調査要頂
遺  跡  名  富沢館跡 (宮城県遺跡番号01246)

調 査 地 点  仙台市太白区富沢字舘81-1

調 査 期 間  平成15年 10月 27日 ～10月 28日

調査汁象面積  228。97笛

調 査 面 積  38だ

調 査 原 因  共同住宅建築、浄化槽設置

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育委員会文化財課

担 当 職 員  主査 渡部弘美  文化財教諭 大倉秀之

2 遺跡の位置と環境
富沢館跡は、仙台市営地下鉄富沢駅の西方0.8km付近の仙台市太白区富沢字舘に所在する面積約17haの遺跡であ

る。名取川の北側、魚川の南岸に位置し、郡山低地と呼ばれる沖積地の西端部、標高15～17mの 自然堤防上に立地

している。周辺には南側に隣接して鍛冶屋敷前遺跡が広がっている他、鍛冶屋敷A遺跡、鍛冶屋敷B遺跡、六本松

遺跡がある。また遺跡の東方には富沢遺跡、山口遺跡、下ノ内遺跡、伊古田遺跡、下ノ内浦遺跡、六反田遺跡等が

あり、市内でも有数の遺跡の密集地帯となっている。本遺跡一帯は古くから「入生田屋敷」と呼ばれ、水濠、土塁

に囲まれた城舘跡とされている。平成13年に個人住宅建築の際に実施した調査では、城館に伴うと思われる溝跡の

北東コーナー部分が確認され、堆積土中から13世紀後半の古瀬戸の水注が出土している。今回の調査地点は、遺跡

北東部の畑地に当たり標高は15.6mで ある。

山口遺跡

／
Ｖ

第61図 調査地点と周辺の地形

鍛冶屋



3 調査に至る経過と調査方法
平成15年 10月 10日 付で本多竹実

氏より共同住宅建築工事及び浄化

槽設置工事に係わる発掘届が提出

された (教生文第 2-157号 で回

答)。 届の内容を検討したところ、

建物の基礎掘削並びに浄化槽の埋

設によって遺構を損なう可能性の

高いことが分かった。その為平成

15年 10月 27日 に、建物建築予定地

内に東西12m、 南北2.5mの調査

区を設定して確認調査を実施し

た。その結果、調査区全域にわた

って溝跡、河川跡、ピットが検出

されたため引き続き遺構の精査を

行うこととした。調査は、重機に

� 富沢館跡 (第 2次 )

市  道

Tl

「
0                                          20画

第62図 調査区配置図

よりI～ Ⅱ層をつ,除 し、Ⅲ

～Ⅵ層上面で入力による遺

構検出作業と遺構の掘り込

みを行った。なお浄化槽設

置部分についても東西 4

m、 南北 2mの調査区を設

定して調査を行い、河川跡

に伴うと考えられる砂質土

壌を検出している。

4 基本層位
調査区内で大別 6層の基

本層を確認した。 I層 は木

第63図 遺構配置図

炭粒、焼土粒を含む暗褐色シルト層で、客土された旧耕作土と考えられる。Ⅱ層は木炭粒、焼土粒を含む暗褐色シ

ルト層である。客土以前の旧表土ないしは耕作土と思われる。Ⅲ層は暗褐色粘土質シルト層で層厚は20～ 40clllであ

る。この層の上面がSDl溝跡の掘り込み面である。Ⅳ層は黒褐色粘土質シルト層で層厚は10cm程である。SD2

溝跡の掘り込み面と考えられる。V層 は暗褐色粘土質シルト層で、層厚は15cm程 である。Ⅵ層は黄褐色砂質土で、

周辺一帯の基盤となる自然堆積層である。

5 発見遺構と出土遺物
調査区全域にわたって溝跡2条、河川跡1条、ピット10基が検出された。

1)溝跡
SDl 溝跡

◎ρ
⑥
墾

◎ ◎

⑨
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� 富沢館跡 (第 2次 )

遺 構 1層 1 土  色 土  性 備 考

蒸本層 OYR3た 暗褐色 シ ル ト各土された耕作土。

Ⅱ 10YR3/3需 シ ル ト旧表とないし日耕作土。

Ⅲ 10YR3/8踏

Ⅳ 10YR3/2黒褐色 とと質シル

V 10YR3潟 暗褐色

Ⅵ 10YR5ん 黄褐色 砂

SDl OYR5/3にぶい黄褐色 少質粘」

遺  構 土   色 土  性 備 考

SDl 2 10YR2/1黒色 少質粘土 炭化物を多畳に含む。

3 10YR2/2黒褐色 砂質粘土

SD2 ЮYR3/1黒褐色 ll十督シルト

10YR5/3にぶい責掲■ ンルト 止ブロックを含む。

10YR2泡 黒褐色 悠土留シルト抄層を編状に含む。

4 ,Y4/1灰 色 悠土資シルトグライ化。自然推積層。

ＩＡ十
一
―
―
―

ｍ

第64図 調査区西壁断面図

調査区西壁面で確認した。 S D2溝跡と重複しこれよりも新しい。なお S Rl河川跡との新旧関係は不明である。

上幅2.lm以上、下幅0.6m、 深さ08mで、壁は底面から丸みを帯びて緩やかにに立ち上がる。東西方向に延びるも

のと思われる。断面形は逆台形を呈する。底面はほぼ平坦である。堆積土は3層 に分かれる。3層 は自然堆積層と考

えられるが、1、 2層は人為的に埋め戻されたものと思われる。遺物は出土しなかった。

SD2 清跡

東西方向に廷びる溝跡と思われる。 S Dl溝跡、 SRl河川跡と重複しこれらより古い。検出長6.6m、 上幅は推

定で2.6m、 深さ1,7mである。断面形はV字形で、壁は底面から下半部では外傾しながら立ち上がり、上半部では

直立気味に立ち上がる。堆積土は4層に分かれ、このうち 3、 4層 は止水による自然堆積層、 1、 2層 は人為堆積

層と考えられる。遺物は出土しなかった。

2)河川跡
SRl 河川跡

北から南に流れる河川跡の西肩部を検出した。東側調査区でも河川跡と考えられる堆積土を確認しており、規模

は上幅18m以上に及ぶものと思われる。SD2溝跡と重複しこれよりも新しい。SDl溝跡との新旧関係は不明で

ある。出土遺物は、堆積土上層より陶器橋鉢 (I-1)、 皿 (I-2)、 碗 (I-3)、 白磁碗 (」 -1)が 出土し

た。このうち I-1は鉄釉陶器の悟鉢で胎土に粗い白色砂粒を含み内外面ロクロ調整されている。内面には 8本単

位の櫛歯状の工具を用いた筋目が放射状に直線的に施されており、内面は使用により滑らかになり底部は摩滅して

いる。底部の切り離しは回転糸切りである。17世紀前半から中頃の岸窯系と考えられる。 I-2は長石釉陶器で断

面が三角形の低い高台を持ち、見込みには鉄絵で花文が描かれている。16世紀末から17世紀初めの志野と考えられ

る。 I-3は灰釉陶器で18世紀後半から19世紀前半の大堀相馬、 」-1は中世まで遡り、中国産と思われる。

3)ピ ッ ト
計10基のビットを検出した。規模は径19～63cmで、平面形は円形、長円形、不整形を呈する。いずれのピットも

柱痕跡を伴わず配置も不規則な為、建物を構成するような柱穴にはならないものと思われるが、性格については不

明である。遺物は出土しなかった。



� 富沢館跡 (第 2次 )

∠【万

/   13

0                         10cm

岡中番→ 琴銀奉号 Яl・器種 出十凱 [ 基本層位 出十潰橋 口得・幅 特 徴 写真 図片

=ユ

津 悟鉢 SRl (70) 12 岸窯系 17C前半代 鉄化/14 8粂 1組の筋日、回転系切り 2∈ユ

2 勾春  皿 SRl 志野 16C末～17C初  長石釉、鉄絵花文 内外面に目跡あり 26-2

3 Tl 白磁 碗 SRl 中国? 中世 26‐ 3

第65図 SRl河川跡出土遺物

6 まとめ
① 富沢館跡は、仙台市太白区富沢字舘に所在する中近世の城館跡である。
② 今回の調査によって検出された遺構は、溝跡2条、河川跡1条、ピット10基である。出土遺物には、河川跡堆
積土上層出土の施釉陶器括鉢、皿、碗、白磁がある。

③ 溝跡については、掘り込み面が異なる点や形態、規模に違いが見られる点から年代差があるものと考えられる。

SD2溝跡は断面形がV字形であることから中世段階に遡る可能性がある。SDl溝跡は、SD2溝跡が埋没し

た後に開削されその後人為的に埋め戻されたものと捉えられるが、その下限年代については不明である。今後と

も周辺の調査に留意して遺構の性格について検討していく必要がある。

④ 河川跡は近世の陶磁器を含むことから江戸時代以降に埋没したものと考えられる。

引用 。参考文献

紫桃正隆 (1974):「 史料仙台領内古城 。館」4 宝文堂

村上秀樹 (2002):「 富沢館跡―小鶴城跡ほか発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第261集
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3 調査区西壁・SDl・ SD2浦跡上層断面 (東より)

調査前状況 (南東より) 2 遺構検出状況 (東より)

5 ピット群全景 (西より)

SRl河川跡土層断面 (北より)

浄化槽設置部 南壁土層断面 (北より)

図版25 調査状況
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※縮尺は任意とする。

4b

鉢悟

皿

器

器

陶

陶

I-1 (SRl 第65図 1)
I-2(SRl 第65図 2)

図版26

碗

碗

´々

悦

3 白磁
4 陶器

出土遺物

」-1(SRl 第65図 3)
I-3 (SRl)
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山田条里遺跡 (第 8次)発掘調査報告書

1 調査要項
遺  豚  名  山田条里遺跡 (官城県遺跡番号01367)

調 査 地 点  仙台市太白区鈎取本町1丁 目209他

調 査 期 間  平成15年 11月 17日 ～12月 5日

調査対象面積  21,751だ

調 査 面 積  290ピ (1区 200だ、 2区90∬ )

調 査 原 因  店舗・飲食店建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育委員会文化財課

担 当 職 貝  主事 鈴木 隆  文化財教諭 大倉秀之

2 遺跡の位置と環境
山田条里遺跡は、仙台市の南西部、JR長町駅の西方約 4 kmの地点、太白区山田・鈎取地区に所在する。遺跡の

北側には青葉山丘陵が東西に延び、南側には名取川を挟んで高館丘陵が位置している。本遺跡はこれらの丘陵間を

流れる名取川により形成された河岸段丘の東端部に位置し、青葉山丘陵より名取川に流入する小河川の影響を受け

た扇状地形となっている。遺跡の範囲は東西 。南北共に約900mにおよび、遺跡内の標高は24～ 40mである。現在、

遺跡の現況は、そのほとんどが平成元年から行われた農業基盤総合整備事業により新しく区画された水田となって

いるが、今回の計画のように大型店舗の進出などに伴う商業用地となってきている。

遺跡の周辺には、北西側の丘陵上に縄文時代中期の大規模な集落跡である山田上ノ台遺跡や早期の竪穴住居跡が

発見された北前遺跡がある。また、東側の小高い段丘上には縄文時代中期の上器が多量に出土した上野遺跡、南側

には弥生時代中期の土器が出上し、近世の建物跡や水路跡なども発見されている船渡前遺跡がある。その他、古墳、

奈良・平安の各時代から中 。近世にかけての遺跡が数多く存在しており、仙台市内でも遺跡の密度が高い地域であ

る⑤

本遺跡の調査は平成元年より行われている。 1次調査終了後の農業基盤総合整備事業により、「条里型」の土地

割は失われ、景観的に見ることは出来なくなってしまったが、これまでの調査により近世～近代と平安時代の二時

期の水田跡が数地点で検出されている。これらは、本遺跡の「条里型」の土地割がいつの時代まで遡るかといった

点や形態などの点を検討する上で貴重な発見となっている。この他、近世から近代にかけての屋敷跡や縄文時代の

落とし穴などが発見されている。

3 調査に至る経過と調査方法
平成15年 6月 11日付で福田道路株式会社東北支店 取締役支店長 宮崎一市氏より店舗及び飲食店建築工事に係
わる発掘届が提出された (教生文第 2-62号で回答)。 仙台市教育委員会では、申請者との協議の上、店舗建築部

分に調査区を設定し、北側の建築部分を1区、南側の建築部分を 2区 として調査を行った。 1区については東西40

m、 南北5m、 2区については東西20m、 南北西辺 5m、 南北東辺 4mの調査区を設定して調査を実施した。 1区

は現代水田層 (1層 )、 2区は盛土を重機により除去し、その後は人力による遺構検出と掘り込みを行った。調査

区の周囲に土層観察と排水を兼ねた側溝を設け、断面観察によって現代水田による撹乱の少ない部分を中心に精査
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彰ゞト

第66図 山田条里遺跡の位置と周辺の遺跡

を行った。

4 基本層位
調査区が 2ケ 所に離れているため、土性、土色等に違いは見られるが、 1区では大別14層、 2区では大別 5層 を

確認した。本文中の記述における層名は各区ごとのものであり、共通の層名ではない。

1■f

番号 遺 跡 名 種  別 時 代 時 期 番号 遺 跡 名 種  別 時 代・時 期

l 山田条里遺跡 散布地、水田跡
屠 斬 蘇

縄文、古代、近世 円増 古墳

富沢窒跡 窯跡 古墳、古代

2 山田上ノ台遺跡 包含地、集落跡 旧石器、縄文、古 ft、 近世 27 金山窯跡 窯跡 古墳

3 北前遺跡 包含地、集落跡 旧石器、縄文、古代、近せ 裏町東遺跡 散布地 吉代

羽黒堂前B遺跡 散布地 組支、古増、古代 原東遺跡 婚 、古 rt

5 山田上ノ台塚 塚 原遺跡 k生、古墳、古代

6 御堂平遺跡 集落跡 縄文、古代、中世 西台窯跡 古代

7 紙漉山遺跡 布地 縄 文 富沢 トノ台損跡 縄文、古代

L野山潰隊 散布地 縄 文 堀ノ内潰跡 散布地 古墳、古代

町潰跡 散布地 縄文、古墳、古代 鍛冶屋 敷 A遺跡 集落跡 縄文、古代

汚 田通 A遺跡 散布地 縄文、古代 鍛冶屋敷B遺跡 散布地 縄支 、古代

汚田通B遺跡 散布地 古 六本松遺跡 代

竹ノ内前遺跡 〔希 地 古 4 鍛冶屋敷前遺跡 縄文、古代

清大原西遺跡 〔布 地 縄支、古代 富沢館跡 中世

清大原東遺跡 散布地 縄文、古代 土手内窯跡

十手内構欠墓群 B地点 震資墓    |
古墳、古代

古墳船湾前潰跡 集落跡 縄文、弥生、古代

後田潰跡 散布地 古代 土手内遺跡 集落跡 縄文、弥生、古墳、古代

人幡遺跡 散布地 古墳、古 砂押屋敷遺跡 散布地 代

上野遺跡 集落跡 砂押古墳 円墳

9 谷地前遺跡 散布地 古 代 富沢遺跡 十日石器、縄文、弥生、古墳、古代、中世、近世

富田南西遺跡 散布地 古代 泉崎浦遺跡 縄文、弥生、古墳、古代、中世

南ノ東遺跡 散布地 弥生、古代 も 富沢清水遺跡 古代

吉ノ回 集落跡 縄文、弥生、古代 山口潰跡 縄文、弥生、古墳、古代、

十手内構欠墓群A地点 横穴墓 古墳 下ノ内遺跡 集落跡 縄文、弥生、古墳、古代

神基遺跡 集落跡 綴立、古 rt 伊古田遺跡 集落跡     1縄 文、古墳
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1)1区 の基本層位
1層 褐灰色砂質シルト。層厚は20～ 35cmである。下部に鉄分の集積がある。現代の水田耕作土。

2層 灰黄褐色砂質シルト。層厚は10～25cmである。上部にマンガンの集積がある。現代の水田耕作土。

3層 黒褐色砂質シルト。層厚は2～ 10cmである。下面は凹凸が著しく4層上の巻き込みがみられる。西端の一

部と東半分に分布する。水田耕作土と考えられる。

4層 灰黄褐色シルト。層厚は2～ 10clllである。下面は凹凸が著しく5層上の巻き込みがみられる。下部に灰白

色火山灰を含む。東半部に分布する。

5層 暗灰黄色粘土質シルト。層厚は4～ 16cmで ある。下面には凹凸がみられるが、 3、 4層のような著しい下
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第67図 調査区位置図
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層の巻き込みはみられな       |       |       |       |
い。灰白色火山灰を含む。

6層  にぶい黄褐色細砂。層厚              1区
イ      |

は 2～ 10clllである。径 2  -

～1011ullの 白色凝灰岩粒を

多く含む。

7層 黒色粘土質シルト。層厚

は 6～20cmである。下面 x=198000

に著 しい凹凸がみられ

る。 8層の巻き込みはみ

られない。部分的に細砂

をラミナ状に含む。    一一

8層 灰黄褐色粘土質シル ト。

層厚は10～ 16clllで ある。

2区
下面に著しい凹凸がみら F  ¬

れる。         x198100
9層  にぶい黄褐色粘土質シル       |       |       |       |
卜。層厚は25～ 40clllであ             Y=0600     0      Y=0700    100m

る。鉄分を多く含む。マ

第68図 調査区配置図ンガンを一部に含む。

10層 灰黄色粘土質シルト。層

厚は14～20cmである。鉄分を多く含む。下部に11層土をラミナ状に含む。

11層 褐灰色シルト。層厚は5～ 10clllである。12層上を径 1～ 2 clllの粒状に少量含む。鉄分を多く含む。

12層 黄灰色シルト。層厚は16～20cmである。鉄分を多く含む。

13層 黒色シルト質粘土。層厚は 9～ 15cmである。泥炭層。

14層 灰オリーブ色シルト質粘土。層厚は40cm以上である。

2)2区 の基本層位
1層 褐灰色砂質シルト。層厚は12～24cmである。全体に鉄分を多く含む。

2層 にぶい責褐色シルト。層厚は14～30cmで ある。上部にマンガン粒を多く含む。

3層 明黄褐色粘土質シルト。層厚は12～30cmである。全体に鉄分、マンガン粒を多く含む。

4層 灰黄褐色シルト質砂。層厚は26～ 46clllである。全体に鉄分、マンガン粒を多く含む。一部粗砂を含む。

5層 灰色シルト質砂。層厚は30cm以上である。全体に鉄分を多く含む。

5 発見遺構と出土遺物
1区の調査

2層の現代水田耕作土より入力により掘り下げを行い、 3層上面から調査を行った。 3層、 4層 とも水田耕作土

と観察されたが、 3層上面及び 4層上面では遺構は検出されなかった。また、 5層上面、 6層上面でも畦畔及び畦

畔痕跡は検出されなかった。 7層上面においては、性格不明遺構 1基を検出した。出土遺物は、調査区の側溝掘り

119
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第70図  1区遺構配置図

作業時に 1層 より石鏃 1点 (K-1)の 他、土師器片、陶器片が数点出上した。また、 2層中より施釉陶器碗

(I-1)、 磁器染付碗 (」 -2・ J-3)、 磁器染付皿 (J-5)、 白磁皿 (J-4)の他、土師器片、須恵器片、

赤焼土器片、瓦質土器片、箆状石器 (K-3)等が、 3層中より土師器片、須恵器片、赤焼土器片が、 5層中より

土師器片 1点、 7層中よリスクレイパー (K-2)が 出土している。

性格不明遺構

SX4 性格不明遺構

調査区中央部南側に 7層上面で検出した。

の土層断面からみると倒木痕と考えられる。

2区の調査
2層上面においてピット1基、性格不

明遺構 3基 を検出した。 1～ 3層上面ま

で平面精査、 4層 、 5層 については深掘

部において断面観察 したが、水田土壌と

考えられる土層は確認されなかった。出

土遺物は、 1層 より肥前と思われる18世

紀後半以降の染付皿 (」 -1)、 陶器片が

出土している。

1)ピ ッ ト
調査区西側に2層上面で検出した。規

模は長径約30cm、 短径18cmで平面形は楕円形を呈する。深さは約20cmである。堆積土は黒褐色シルト上で、基本層

3層土を粒状に少量含む。柱痕跡はみられず、性格については不明である。出土遺物はなかった。

2)性 格 不 明遺構

SXl 性格不明遺橋

調査区中央部北側に 2層上面で検出した。規模は検出部で長径約2.Om、 短径約2.Omで平面形は不整形である。

深さは約35～ 38cmである。断ち害よりを行ってみたが、人為的に掘り込まれた跡ではなく、倒木痕と考えられる。出

土遺物は堆積土より上師器、磁器片が数点出土した。

規模は検出部分で長径約6.5m、 短径2.5mである。検出状況、側溝部

出土遺物はなく、それ以上の調査は行わなかった。

o                2m

、マンガン壮を多く合む。一部粒砂を含む。

第71図 2区西壁断面図
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第72図  2区遺構配置図

SX2 性格不明遺構

調査区中央部に 2層上面で検出した。規模は長径約70

cm、 短径約50cmで平面形は楕円形を呈する。深さは約12

cmで、堆積土は黒褐色シルト層とこの黒褐色シルト土に

基本層 3層土を2～ 3 cmのブロック状に含む層の 2層で

ある。出土遺物はなかった。

SX3 性格不明遺構

調査区北西部に 2層上面で検出した。規模は検出部で

長径約1.3m、 短径約1.8mで平面形は不整形である。深

365m名    岸

― SX2       辮 ・

%硫→  屋
可
Pl

第73図 遺構断面図

さは約40cmである。断ち割りを行ってみたが、人為的に掘り込まれた跡ではなく、倒木痕と考えられる。出土遺物

はなかった。

6 まとめ

① 今回の調査区は遺跡中央から北西よりの地点である。標高は1区で38.5m前後、 2区で36.9m前後である。
② l、 2区ともに水田跡に伴う畦畔等の遺構は検出されなかったが、1区の3層、4層が水田土壌と判断された。

③ l区の水田土壌の時期については灰白色火山灰を巻き上げて耕作していることから、 4層は10世紀前半以降と

考えられ、 3層から土師器、須恵器が出土し、それ以降の遺物が出土していないことから平安時代の中頃に位置

付けられるものと考えられる。

④ 発見遺構は1区では性格不明遺構 1基で、堆積上の堆積状況から倒木痕と考えられる。 2区ではピット1基、

性格不明遺構 3基で、ピットは柱痕跡が見られず、出土遺物もないことから詳細な性格については不明である。

性格不明遺構については、いずれも堆積土の堆積状況から倒木痕と考えられる。

⑤ 出土遺物については、 1区は土師器片、須恵器片、磁器片、陶器片の他、石鏃 1点、箆状石器 1点、 7層 より
スクレイパーが出土している。 2区は土師器片、陶器片、磁器片などが出土している。なお、 1区、 2区 ともに

客土されている可能性があり、上層より出土した遺物が、必ずしも本来の下層における遺物の包含を示唆するも

のではないと考えられる。

基本層3層 土を径 lcmの粒状に少量含む。

基本層3層 土を2～3cmのブロック状に多く含む
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図中番号 冷録番号 種別・器種 出土地区 基本層位 出土遺構・層 器高・長 口径・幅 底径・厚 特 徴 軍亘 図版

ユ 1 磁器 鉢 2区 1層 7″ 躙爺か 1籠絡単～明治  廃菩【賊日凹高台

図中番号 登録番号 ■十凱♭ 基本層紅 種 男11 器 種 星さXttX厚 卜(mm) 百畳 ( 石 材 特 徴 写真図版

1ヌ 1,目 粛1片石 石   銘 300X172X4 辟化凝反岩 先端 オ下端折れ

K3 1医 2層 訓片看器 詭状石器 631×529× 134 博化凝灰岩 腹面下側縁・背面左側縁に少し急角度の二次加工あり。 29-3

K2 1[乙 7層 諸J片看器 スクレイア`… 529X429× 136 更  岩 背面にのみ微細剥離がみられる。 20_4

第74図  出土遺物
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2 1区全景 (東より)

4 1区7層上面遺構検出状況 (西より)

1 1区全景 (西より)

3 1区 5層上面状況 (西より)

5 1区北壁土層断面 (南より) 6 1区深掘部北壁土層断面 (南より)

7 1区調査終了時状況 (東より) 8 2区 2層上面遺構検出状況 (西より)

図版27 1区 。2区調査状況
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2区遺構完掘状況 (東より) SX2性格不明遺構検出状況

牌 芦

・

ヽ

3 2区 SXl土層断面 (東より)

5 2区 SX3性格不明遺構・ Pに1検出状況 (南より) 6 2区 SX3土層断面 (東より)

7 2区西壁土層断面 (東より) 8 調査区遠景 (北より)

図版28 2区調査状況 。遠景
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2 石鏃
3 箆状石器
4 スクレイパー
5 施釉陶器 碗

J-1(2区 1層
K-1(1区 1層
K-3(1区 2層
K-2(1区 7層
I-1(1区 2層 )

第74図 1)

第74図 2)

第74図 3)

第74図 4)

図版29 出土遺物
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∫
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所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

保春院前遺跡 (第 2次 ) 集落跡 中世・近世 溝跡・土坑 陶磁器

南小泉遺跡 (第40次 ) 集落跡 中世。近世 溝跡・焼土遺構 土師器・須恵器

富沢遺跡 (第 127次 ) 水田跡・集落跡 旧石器～中・近世 畦畔 なし

富沢遺跡 (第128次 ) 水田跡・集落跡 旧石器～中。近世 なし なし

富沢遺跡 (第 129次 ) 水田跡・集落跡 旧石器～中。近世 なし なし

富沢遺跡 (第 130次 ) 水田跡・集落跡 旧石器～中・近世 畦畔 土師器・石器。木製品

養種園遺跡 (第4次 ) 集落跡 近世 溝跡 陶磁器

北目城跡 (第3久 ) 城  跡 近世 溝跡 なし

郡山遺跡 (第 154次 ) 官衛・寺院跡 古代 ピット なし

小鶴城跡 (第2次 ) 城 跡 近世 溝跡 なし

富沢館跡 (第2次 ) 館 跡 中世。近世 溝跡 なし

山田条里遺跡 (第8次 ) 水田跡 平安～中。近世 性格不明遺構 陶磁器
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